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知らされなかった事実について




　秋の気配を感じつつも、まだ暑い日が続く九月。

「桃もも山やまさん……、もうすぐ発令されると思うけど、来月から秘書課へ異動が決まったから」

　副長がこっそりと教えてくれた。

　その言葉にパソコンで計算式を打っていた手が思わず止まる。

「本当ですか？」

　やった！　ずっと希望していた秘書課への念願の異動だ。このために社内セミナーに積極的に参加したり、秘書検定を受けたり、社内試験の勉強も寝る間を惜しんで頑張ってきた。

　仕事内容も環境も、今在籍しているこの営業保全課で満足していたけれど、どうしても秘書課に異動したかった。

　その理由は簡単。お給料がずっとよくなるからだ。




　二年半前、私の就職が決まった矢先、両親が事故で亡くなった。それはあまりにもあっけなく、葬儀が終わってもしばらくは、夢なのか現実なのか……残されたきょうだい四人で呆ぼう然ぜんと過ごしていた。

　奨学金で大学に通う弟、それから高校生の妹、そしてまだ小学生になったばかりの妹。

　きょうだいだけでの生活は難しいだろうと親戚の人たちが心配してくれたけれど、自分たちだけで頑張ろうと決めた。

　大変なのは重々わかっていたけれど、私も社会人になるし、みんなで協力し合えばなんとかなると思った。

　親が残してくれた生命保険は、この先まだまだみんな、どんなことでお金が必要になるかわからないから、万が一のために残しておかなきゃならない。今は長女である私が父親となり、母親となって頑張っていくしかないのだ。




　でも……どうして私が、秘書課に決まったんだろう？

　私はこの営業保全課で営業事務の仕事をしていて、秘書課とはほど遠い部署にいる。確かに毎日真面目に働いて、秘書の仕事がしたいと希望を出してはいたけれど、何かが飛びぬけてできるというわけでもない。

　それに秘書課に限らず、異動を希望したところで、叶う人なんてなかなかいないのに。

　この嵯さ峨が野の商事は、機械、エレクトロニクスなど、特定分野での国内外事業を展開している複合型専門商社で、その社員数は約六千人。

　私の勤める本社の秘書課は、必要に応じて社内の各部署に配属されるため、常に重役のそばにつく場合もあれば、各部の企画、管理、フォローなどの秘書的業務をグループで担当する場合もあり、配属された部署によって仕事内容も大きく変わってくる。

　あくまで私の中での想像だけど、異動希望の中でも人気のある秘書課は、華やかなイメージがある。

　でも私、桃山亜あ矢やは、お世せ辞じにも華やかな部類には属さない。

　クセのある肩上までの髪。近眼のため、仕事中は濃いワインレッドのフレームの眼鏡めがねをかけている。コンタクトレンズを考えたこともあるけれど、あの透明で小さな丸い異物を目の中に入れるのは、どう考えても苦手というか怖い。

　だから家では裸眼、仕事では眼鏡、がいつものスタイル。

　職場は私服だから、一応気を遣ってそれなりの服を着ているつもりだけど、色合いは基本的に着回ししやすい黒やブラウン系のものが多い。デザインもシンプルなものを選んでいるせいか、私が着ると、どんな服でも悲しくなるほど地味に見えてしまう。それに、もう二十四歳だというのにまだ学生に間違われることもあるくらい幼い印象を与えてしまうらしい。

　きっとそれは、今まで私に、いわゆる〝恋人〟という存在がいた時期がないせいもあるのだろう。オシャレにも疎うといし、何をするにも無難なものばかり選択するから目立つこともない。

　そんな私がどうして選ばれたのか、嬉しい反面、多少の疑問も残る。

　不安はあるけれど、とにかく家族のためにしっかりやっていかなければ……。




　異動当日。

「えっと、僕が秘書課の塩しお屋やです。事前研修でも一緒でしたよね？　一応、課長だからわからないことはなんでも聞いてください。どうぞよろしく」

　五十代くらいの、仕し草ぐさも丁寧で、やさしそうな男性が挨あい拶さつをする。

「はい、よろしくお願いします」

　彼の挨拶に、私は深く頭を下げた。

　秘書課はどんなところなんだろう？と思って、昨日は結局なかなか眠れなかった。

　今まではビルの十階、そしてこれから勤める秘書課は重役もいる十七階。今まで重役と関わることなんてなかったから、当然、上がったこともないフロアだ。

　課長越しに見えた窓の外の景色が、今まで十階の窓から見えていた景色とまた違って見える。ずっと同じ高さだと思っていた隣のビルが、実はうちのビルよりも少し背が低いことを今日、初めて知った。

『ここで仕事するんだ……』と改めて思いながら、塩屋課長の後ろについてフロア内を歩き、見渡す。

　パソコンに向かっている人、書庫からたくさんの書類を抱えて出てくる人、足早に通路を行き来している人……。雰囲気は今までいたところとそう変わりはないようにも思える。もっと静かで息の詰まりそうな部署を想像していたけれど、そうでもないようで、少し安心した。

「秘書課はあのパーテーションが並んでいるあたりまで。あとは経営企画室の業務課、運営課が並んでいます」

　彼は席の区切りをつけるようなジェスチャーを交えながら説明する。

「全員で何人くらいいるんですか？」

「秘書課では四十人くらいですね。桃山さんが今までいたところと同じくらいじゃないでしょうか？」

　塩屋課長の言うとおり、私がいた営業保全課も全体数では同じくらいいたと思う。

　これからここにいる人たちと一緒にやっていくんだ。

「あの、私の席は……？」

「あ、そうそう、キミの席はここではありません。経営企画室の常務に直接ついてもらう予定になっています」

「常務……？　経営企画室の？　直接、ですか？」

　塩屋課長の言葉が理解できず、単語を拾って繰り返し、複雑な表情で彼の顔を見る。

　そんな私に彼はにっこり笑ってうなずくと、さらに容赦なく続けた。

「常務がね、ぜひキミをと推薦されてきて。あまり人事に関しては詳細を口外できないんですがね」

　常務が？　どういうこと？

　だいたい〝経営企画室の常務〟とは、この会社の社長の息子。他の部署にいる常務よりもすごい存在ってこと。そんな人がなぜ私を推薦して、彼につくことになるの？

　事の重大さを想像して顔がこわばってきた。

「そんな難しい顔しないで。桃山さんならきっとやっていける、そう思いますよ？」

「でも、あの……」

　言いたいことはあるのに、何からどう言っていいのかわからない。

『桃山さんならきっとやっていける』……？　何それ。常務に直接つく、と聞いただけでこんなに動揺してるのに、適当なこと言わないでほしい。

「じゃ、今度は常務に挨拶しておきましょうか」

「え!!」

　挨拶するのは当然のことなのに、ここに来るまで思ってもいなかったことを次々と言われ、私の頭の中は完全にパニック状態になっていた。

「常務室はこのフロアをいったん出た、向こう側にあるから」

　塩屋課長はくるりと背中を向け、歩き始める。

　少し距離ができたところでハッとして、私もそのあとを慌ててついていく。

　課長はドアの外に出ると、エレベーターが数台向かい合わせで並んでいるその奥に見える部屋のドアを指差した。

　そこに常務がいるんだ？　それにしてもなんかドアが仰々しい感じ。

　元いた部署やさっき案内された秘書課のドアは、鉄製の枠に磨すりガラスで、ＩＤカードを使って出入りしていたけれど、この部屋のドアはひと際大きく、どっしりと重厚で豪華な木製扉。

　やっぱり常務がいる部屋となると入口まで違うんだ、なんて思いながら、塩屋課長と中に入る。

　そこは落ち着いた雰囲気で、受付のような小さな部屋になっていた。ふたつのデスクが広く間を空けて向かい合わせになっており、三人の女性が仕事をしている。

　塩屋課長の姿を見ると彼女たちはいっせいに立ち上がり、「課長、お待ちしていました」と頭を下げた。

　彼女たちの無駄のないきれいな仕草に驚きながら、私も慌てて頭を下げる。

「常務はいらっしゃいますか？」

「はい」

　そのうちのひとりの女性がうなずきながら、手の指をきっちりそろえて指差した先には、またひとつのドアがあった。

　向かい合ったデスクの間を進む塩屋課長のあとを、私は緊張しながらぴったりとついていく。

　エレガントな所作をする彼女たちのせいなのか、ここは空気さえも違って感じる。

　私が背後を気にしていることに気づいたのか、「彼女たちも直接、常務について仕事しているんですよ」と塩屋課長が教えてくれた。

　社長の息子であり、重役の中でも特に仕事がデキると言われている常務……そんな彼に直接ついている秘書なのだから、彼女たちもきっと、何においても完璧に違いない。

「常務、今日から配属になった桃山さんをお連れしました」

　そう言いながら塩屋課長はドアをノックする。

　……ん？　なんだか背中に突き刺さるような視線を感じる。

　痛い視線が気のせいでありますように、と思いながらそっと振り向くと、女性たちはそろって私のほうをじっと見ていた。

　塩屋課長と同じ五十代くらいの女性と、二十代後半くらいのちょっと派手な感じの女性がふたり。……なんだかちょっと怖い。

　さっきは、彼女たちの完璧な動作に目を奪われて気がつかなかったけれど、改めて見るとこの三人、外見的にはあまり秘書らしくない雰囲気。

「桃山さん？」

　塩屋課長はドアノブに手をかけ、振り返りながら私を呼んだ。

「あっ、はい」

　呼ばれて私は慌てて常務室へ入る。

　わ、ここだけなんだか会社じゃないみたい。

　まるで高級ホテルのような中の様子に驚いた。

　床には温かみのあるベージュの厚めのカーペットが敷いてあり、部屋の中央には黒の革張り応接セット。部屋の右奥の壁に沿って木製の大きな書棚とロッカーが配置され、書棚にはたくさんの本や資料が並んでいる。

　そんな立派な調度品の数々を目で追い、思わずため息をつきそうになった。

　部屋の奥には大きな窓があり、その前に木目調の広々としたデスクが置かれていた。

「そんな、物珍しいか」

　そのデスクのそばに立っていた、ネイビーのスーツを着た三十代前半くらいの男性が、私に声をかけた。

　この人が常務……？

　背が高くて、肩幅も広く、それだけで、どうしてだろう、とても頼もしく思える。

　まっすぐこちらを見つめる瞳は吸い込まれるほどに美しいブラウンで、鼻筋もすっと通っている。首をかしげたときに少し長めの黒い前髪が額にかかり、その姿はまるでテレビドラマから抜け出してきたヒーローのようだ。

　彼のあまりの美しさに見とれながらも、その完璧すぎる目鼻立ちのせいなのか、それとも今、彼が無表情のせいなのか……なんとなく怖い、とも感じた。

「あの、このたび――」

「桃山、亜矢？」

　私が最後まで言い終わらないうちに、彼が聞いてきた。

「え？　あ、はい……」

　深みのある美声でフルネームを呼ばれ、思わずドキッとする。

「彼が常務の嵯峨野奏かな汰たさん。次期社長になるため、父親である社長からいろんな勉強しながら会社のことを――」

「そういうのはいい」

　突然、怒ったような口調で嵯峨野常務が塩屋課長の言葉を遮さえぎる。

　わっ、怖い。今日は機嫌が悪いのだろうか。

「失礼しました」

　塩屋課長が謝った。

　ふたりのやりとりにハラハラしてしまい、「よろしく」と事務的に言ってきた彼に返事をすることも忘れ、突っ立ったままになってしまう。

「どうした？　桃山？」

「あっ！　はい、すみませんっ！　よろしくお願いしますっ!!」

「そんな適当な態度でやっていけるのか？　会社をナメるな。ここはアンタが今までいた部署とは違うんだ。しっかりやってもらわないと困る」

「はい……」

　いきなりの彼の厳しい言葉にめげそうになってしまう。

「どうせ今まで大した仕事を任されたこともないんだろう？」

「え……？」

　ちょっと挨拶が遅れただけで、そこまで言うことはないんじゃない？

「俺はアンタに期待はしていない。せいぜい足を引っ張らないようにしてくれたら、それでいい」

　腕を組み、嫌味っぽく言った。

　さっき抱いたヒーローの印象が、一気にヒールへと変わる。部下とはいえ、初対面の人間に向かって言うことだろうか。

「常務」

　いくらなんでも言いすぎと思ったのか、課長が口を挟む。

「用が済んだなら早く出ていけ」

　常務はそう言い捨てると背を向けた。

　何、その言い方！　それでよく人の上に立つ仕事やってるわね。

　自分の立ち場を忘れ、頭にカッと血がのぼる。嵯峨野常務は仕事人としても人間としても絶対的に最低な人だ。




　課長に促され、常務室を出る。

　緊張と苛立ち、そして何よりあんな人の下で仕事をしなければいけないなんて……と絶望的な気持ちになる。

　そしてうつむいていた顔を上げると、また三人のじとっとした視線。

　感じ悪い……あ、でも常務に直接つく、ということは、もしかして私はここで彼女たちと一緒に仕事をやっていくの？　あのボスに、この人たち……。

　課長、お願いだから、他の秘書課の人がたくさんいたところに戻りましょう！　そして笑いながら『ああ、ごめんなさい、勘違いしていました。これから桃山さんの仕事をする場所は向こうのフロアでした』と言ってください！

　そう願いを込めながら彼の背中をじっと見つめるけれど、届くわけもなく、彼は私のほうを向いてにっこりと笑って言った。

「桃山さんの席、ここ」

　間を空けて向かい合わせに並んだ二席のうちのひとつ、きれいに片付けられているデスクを指差す。

「それにしても……常務が桃山さんをぜひにって推薦してきたはずなのに、桃山さんのこと、あまり知らないようだったなあ……」

　ふと思い返すように課長が言った。

「でもまあ、いっか。とりあえずここが席だから」

『まあ、いっか』って……よくない、よくない！　意味がわからないし、ちょっと気味悪い。

　初日にして意気消沈。もはや言葉も出ない。

　そういえばさっきから、なんだかすごくきつい香りが私の鼻をつく。うなだれながら、そっと臭いのするほうを見ると、背中までの髪をきれいにウェーブさせ、足を組んで私の席の隣に座る女性の姿。髪はカツラみたいにしっかりと形づけされていて、ここまでくるともうわざとらしい。

　そして素顔が想像できないくらい念入りに化粧をしていて、とにかく目立つバッサバサのつけまつげにどうしても目がいってしまう。服装だって、色は抑え目でも、身体のラインがしっかりと出ている。

　そんな短いスカート丈でもここでは大丈夫なの？

　会社は私服でいいとはいえ、当然、規則のようなものはある。それなのに……。

「今、嫌な顔したでしょ？」

　その女性と目が合う。

「し……してないです」

　不快な感情が顔に出てしまったのだろうか、私は慌てて否定する。

「彼女、向むかい島じまさんっていうのよ。もうすごく派手でびっくりしたでしょう？」

　向かい側の席にいた別の女性が嫌味っぽく笑いながら言った。

　そう言う彼女だって、見れば見るほどその向島さんに負けないくらいに派手な出いで立ちだ。真っ赤な口紅と、いかにも〝塗りました〟って感じのシャドウ。指先を見れば、かなり時間をかけて手入れされたと思われるネイル。

　私が返事に困っていると、今度は向島さんが負けじと鼻で笑いながら言い返す。

「墨すみ染ぞめさん、派手で驚いたでしょ？　私も初めて会ったときはびっくりしたわ」

　確かにびっくりしたけど、私にはふたりとも同じに見える。

「まあまあ、ふたりとも。新しく桃山さんが来てくれたことですし、改めてちゃんと挨拶を。みんな、こっち側に来てくれますか？」

　塩屋課長が苦笑しながらふたりを止めに入る。

　ふたりは「面倒臭い」とぶつぶつと小さな声で文句を言いながら、こちらにやってきた。

　きっと塩屋課長は、さっきの常務といい、このふたりといい、いろいろと気苦労が絶えないんじゃないだろうか。

「えっと、こちらは桃山さん。今日からここに配属です」

　塩屋課長はそう言って私を紹介してくれた。

「桃山亜矢です。営業保全課から来ました。よろしくお願いします」

　私は気をとり直して挨拶した。

　塩屋課長は私を見てうなずき、紹介を続ける。

「こちらは向島さん。ここで八年のキャリアになるし、いろいろと頼りになると思いいますよ」

　そう言って、私の隣の席になる女性を紹介した。

「向島です。よろしく」

　そう言ったあと、彼女は私を頭から靴の先までまじまじと舐なめるように見てきた。

「桃山さんって言ったっけ？　なんだか、地味ね。もうちょっと秘書らしい格好したら？」

「え？」

　いきなりの彼女の言葉にあ然としてしまう。

　そう言う向島さんは〝秘書らしく〟の域を越えすぎているように思えたけれど、私はただ黙って口元を引きつらせて笑顔をつくり、彼女の言葉にうなずいた。

「えっと、こちらは墨染さん。向島さんより一年後輩で七年目……かな？」

　塩屋課長は私の向かい側に立つ女性を紹介する。

「そう、向島さんより一年後輩！の墨染です」

　向島さんを見てニヤリと笑いながら自己紹介した。

　何も『一年後輩』ってそんなに強調しなくても……。

「ちょっと！　何〝一年後輩〟ってところを強調してんのよっ！」

　ほら、やっぱり。

「だって向島さんのほうがひとつ年上でしょ？　もう三み十そ路じになるんじゃ？」

　墨染さんは口元に人差し指をあて、少し顎あごを突き出すようにする。

「うっ、うるさいわねっ！」

　このふたりは仲が悪いんだろうか。呆然としながら私はやりとりを見つめる。

「まあまあ、仲良くやりましょうよ」

　また塩屋課長が止めに入る。

　このふたりを見ていると、仕事以外でもいろいろ気遣いしそうでさらに不安がつのる。

「桃山さん？」

「はい？」

　向島さんは、墨染さんに年齢のことを指摘されたことに腹を立てたのか、今度は私に矛先を変えてきた。

「若いからって、何も手入れしなくてもチヤホヤされるなんて思ったら大間違いなんだから。そのままじゃ、中学生に間違われるんじゃないの？」

　いくら私が学生に間違われることがあるっていっても、中学生だなんてそれはあまりにも失礼すぎる！　私だってその気になったら周りが振り向くくらいの女になれるはず！　……たぶん。

　だからといって、せっかくもらったお給料を高価な服や化粧品とかに使うわけにはいかない。

　言い返したいことはあれこれあったけれど、相手は先輩。それに、これからいろいろ教えてもらわなければならないこともあるだろう。

　ここは我慢して、ただ一生懸命のつくり笑顔で応えるしかない。

　そのとき、誰かが私の肩を叩たたいてきた。

「え……？」

「島しま津づです。……よろしく」

　ぼそぼそと囁ささやくような小さな声で、五十代くらいの女性が私に挨拶した。

　すっかり忘れてた。彼女は墨染さんの隣、私の斜め向かいの席の人だ。

　私とはまた違う意味で地味というか、いや、影が薄く、いるのかいないのか存在感がない、そんな感じだ。

　髪をきっちりとまとめ、黒フレームの眼鏡をかけて紺のジャケットに同色のスカート、という出で立ちは、いたって普通。無表情のままぼんやりしているけれど、あのふたりに比べたら、まだまともで頼りになるかもしれない。

「よろしくお願いします」

　彼女のほうに向き直り、挨拶する。

「こちら、こそ……」

　小さく消え入りそうなくらいの声で、言葉が最後まで聞きとれない。彼女の目をじっと見ると、すぐに逸そらされてしまった。

　ダメだ、頼りになんてなりそうもない。

　眉をひそめて塩屋課長を見ると、彼は苦笑して私に応えた。

　ああ、まともそうなのは、彼だけ、か。




　……疲れた。

　家につくまで、もう何回ため息をついただろう。

　玄関で最後の一番大きなため息をついて、ドアを開ける。

「亜矢お姉ちゃん、おかえりー」

　そう言って玄関まで迎えてくれたのは、小学三年生の咲さ希き。

「お疲れさま。ご飯できてるよ？」

　続いて高校生の玲れ奈なが迎えに出てきた。

　今日は異動初日だから、きっといろんな意味で疲れるだろうと思って、今夜のご飯は彼女に頼んでおいた。

　玲奈も忙しく、早く帰れる日はのんびりしたかったはずなのに、頼んだときも今も嫌な顔ひとつしない。

「賢けん兄ちゃん、大学の研究かなんかで忙しいから、今日の帰りは遅いって言ってたよ。それで――」

「亜矢お姉ちゃん、聞いて！　今日、学校の給食でね――」

「ああ、咲希、ちょっと待って！　私が亜矢姉ちゃんに話してるんだから」

「えー、でもでも！」

　次々と私に話しかけてくる彼女たちをうるさく思うどころか、心地よさを感じる。

　会社での嫌な思いも、家に帰るとすっかりやわらぎ、疲れも消えてなくなるから不思議だ。

　居間のテーブルには、玲奈のつくった鶏の唐揚げが大皿に盛ってあり、その隣にキャベツとトマトのサラダ、湯気の立ったシジミの味噌汁が並んでいる。

　それを見た途端にお腹が空いてきた。

「亜矢姉ちゃん、仕事どうだった？」

　エプロンを取ってたたみながら、早速玲奈が質問してきた。

「うん、まあまあかな」

　三人でテーブルを囲む。

　いろいろと話したいことはあったけれど、あまり心配をかけたくなくて、適当に答える。

「まあまあ、って、どれくらい？」

　今度は咲希がひとつ目の唐揚げを頬ほお張りながら言った。

「うーん……」

「そんなの〝どれくらい〟なんてわからないよね？」

　玲奈が席につき、そう言って笑う。

「ふーん……」

　納得いかないような咲希の表情がかわいい。

「ま、亜矢姉ちゃんなら、きっとうまくやっていけるよ」

　真っ赤に熟うれてきれいな赤のトマトを箸で刺しながら、塩屋課長と同じようなことを言う玲奈。

「うん、そうだね。頑張らなきゃ」

　同じ言葉でも、玲奈に言われたほうが本当にうまくやっていけそうな気がした。

　たとえ悪魔と一緒に仕事するってことになっても、負けてなんかいられない。

　きちんと仕事をこなして、お給料をもらえれば、それでいい。

　桃山亜矢、多少のことではへこたれません!!










職場環境について




　翌朝、気分一新して会社に到着。

　でも、ここじゃなくてこの隣の広いフロアでの仕事だったらどんなによかったか。

　昨日挨拶した先輩たちは、今まで接したことのないタイプの人ばかりで、これから一緒にやっていけるか不安……。

　そんな弱気なことを考えてまた少し憂ゆう鬱うつになった。

　そして私は目の前にある魔窟の重いドアを開ける。

「おはようございます……」

「……おはよう、ございます」

　最初に私に気づいた島津さんの、聞こえるか聞こえないかの小さな声。やっぱり目を合わせようともしない。

　この人、人付き合いが苦手なんだろうか。

　私はまだ空席の隣を確認しながら席につき、研修でもらった資料を見つつ、仕事の準備を始めた。

「朝からなんだかダルいわあ」

　そう言いながら墨染さんがやってきて、静かだった秘書室が一気に騒がしくなる。

「おはようございます」

　私は慌てて立ち上がり、挨拶したけれど、彼女はこちらを見ることなく、島津さんの隣の自分の席に座る。

　ここの人たちはまともに挨拶もできないのだろうか。

　そんな私に気づくことなく墨染さんはそのままバッグから小さなポーチを取り出すと、中から爪やすりやシートをデスクに広げ、爪を磨き始めた。

「職場で爪を磨くなんてサイテーね」

　そう言いながら今度は向島さんがやってきた。

「放っておいてよ。今、細かい作業してるんだから……」

　墨染さんは顔も上げず、熱心に爪を磨き続けている。

「……ほら見て？　きれいでしょう？　向島さん？」

　そう言って私たちのほうに手の甲をかざすように見せた。

　そんな自慢げな態度にムッとする向島さん。

　でもおかまいなしの墨染さんは、今度はデスクの引き出しから小さな箱を取り出したかと思うと、中からたくさんのマニキュアを丁寧に並べ始めた。

　そ、そんなところからマニキュア？　思わず言葉を失う私。

「今日の気分の色……そうねえ？　桃山さん、どの色がいいと思う？」

「あ、あの、それはちょっと違うんじゃないかと」

　相手が先輩だけにはっきり否定もできない。

「……桃山さん？　爪を飾って注目させるってことは、顔には自信がないってことよね？」

　低い声の向島さんのほうをそっと見ると、怒りのオーラが半端なく、目が笑っていなかった。

　これは機嫌が悪い、絶対に悪い。

「桃山さん、いいもの見せてあげる」

　向島さんはそう言うと、自分の席の引き出しから、墨染さん同様に小さな箱を取り出した。

「あ、あの、えっと、なんでしょうか？」

　おそるおそる尋ねると向島さんは何も答えず、その箱を開けた。

「げっ!!」

　箱の中から現れたのは、大量のつけまつげ。

　思わず出た声に慌てて口を押さえる。

　ひとつふたつならまだかわいいと思えるけれど、ここまで箱いっぱいに入っていると気持ちが悪い。

「やっぱりね、顔に自信がないと、視線を顔以外に向けるように爪の手入れを頑張ったりするのよね。私はそんなことないから、これよ、これ！」

　向島さんの言葉を聞いて、今度は墨染さんが不機嫌な顔になる。

　なんなの？　このふたり？　もうどうしたらいいの？

　あてにならないと思いながらも島津さんを見ると、彼女は知らん顔で黒の背表紙の分厚い本を一生懸命に読んでいた。

　ああ、ここにはまともな人、いないの？　あ、そうだ、そういえば塩屋課長は？

「あの、向島さん、えっと、塩屋課長はいつ頃いらっしゃるんですか？」

　私に大量の自慢のつけまつげを見せ、少し満足した彼女がこれ以上機嫌を損ねないよう慎重に話しかけた。

「ああ、彼は秘書課の課長だから、常務に近いところにいながら他の役員のこともあるし、いろいろなグループの管理もしないとダメだからね」

　そう答えつつ、どこから取り出したのか、今度は派手な女優が表紙のファッション雑誌をパラパラめくりながら片かた肘ひじをつく。

「そうそう、向こうのフロアにいることが多くてここにはほとんど来ない……かな」

　顔を上げることなく必死になってマニキュアを塗っている墨染さんが付け足すように言った。

　え……そんな……そうしたらここには、まともな人が誰もいないってことじゃないの。

　始業前からこんな状態じゃ、精神的にも体力的にも参ってしまう。もうこうなったら、ただ無事に、何事もなく一日が終わるようにお願いします！と神に祈るしかない。

「ほら、まだ始業前だからってぼうっとしないで、仕事の準備しなさいよ」

　さっきと変わらず、向島さんは雑誌に視線を向けたまま私に言う。

「あ、はい」

　じゃあ向島さんも、雑誌なんか読んでないでちゃんと仕事してくださいよ。……なんて言えるわけない。

「常務の今日のスケジュールをチェックして、ちゃんと時間どおりに動けるか確認。明日の分もね。終わったら、そこの花瓶の花と水を替えて？　確か今日の分の花はもう届いているはずだから」

　早口でそう言うと、向島さんは雑誌を読みつつも器用に引き出しを開けて、細かなところまで指示がびっしり書き込まれた今日のスケジュール表を渡す。

　四人いてもたくさんやることがあって忙しそうだ。

　あたり前か……っていうか、これってほとんどの仕事を私に押し付けてない？　島津さんはさっきからずっと同じ本を読んでいるし、あれ？　墨染さんは……？　どこへ行ったんだろう。さっきまでここで爪の手入れを必死にしてなかったっけ？

　でも仕方ない。今はまだ要領がわかってないから、言われたらそのとおりに動くことが、一番無難。

　そう自分を納得させながら席につくと、墨染さんがイライラした形相で入ってきた。

　墨染さんは、ヒールをカツカツと鳴らしながら私の前に来ると、腰に手をあてて仁王立ちで言った。

「ちょっと、どういうこと？　来週、迎えに来なくていいって、わけわかんないっ！」

「ど、どうしたんですか……？　墨染さん」

　明らかに怒っている表情に圧倒される。

「なんで桃山さんなの？　さっき、常務から電話があって『来週の支社の企画報告会議は桃山と行くから』って言われた！」

「企画報告会議……ですか？」

　さっきよりも勢いを増し、私に詰め寄る。

「朝、常務のマンションまで迎えに行って、いろんな支社で定期的に行われる企画報告会議に付き添うって仕事なの！　毎回、向島さんと交代で、今回は私だったはず！ふたりきりで一緒に甘い時間を過ごせるって思ってたのに」

『甘い時間』って、あの常務と？

　昨日挨拶したときの嵯峨野常務の怖い表情を思い出す。

　いや、甘いっていうのはちょっと無理なんじゃないだろうか……うん？　ちょっと待って。それよりも、もっとすごいこと言わなかった？　あの常務が、私と企画報告会議に行くって言った？　嘘でしょう!?

「やっぱり若い子のほうがいいんじゃないの？　常務も」

　向島さんが皮肉っぽく言う。

「はあ？　向島さんも同じでしょっ！　私よりも年上のくせに」

　うわ、また始まった。

　ふたりに挟まれている状態の私はただオロオロするばかり。

「何よ、その言い方。何かあれば年上、年上って！　年上っていってもひとつでしょ！」

　そこまで言って、向島さんはふと腕を組んで考え込んだ。

「でも……まあ、常務が桃山さんと行くっていうのは、私も気に入らないなあ」

　ギロリと私を睨にらむ。

　睨まないでください、怖いんですけど。

「来週、常務とふたりで過ごせるはずだったのに」

　よっぽど自分が行きたかったのか、悔しそうに何度も繰り返す墨染さん。

　私は仕事の続きに戻ろうと、そのふたりの会話から逃れるようにそっと目を逸らして、仕事の続きを始めた。

　島津さんは、我関せずの状態で、さっきからずっと微動だにせず黒の背表紙の分厚い本を読んでいる。

　ずっと熱心に読んでいるけど、あの本、会社の資料か何かだろうか。ああ、もう、どっち向いても誰を見ても、疲れてしまう。




　――プルルルル。

　あ、電話？　外線ランプが光っている。

　通常、この部屋には、代表番号から内線を通してかかってくることが多いらしい。直接つながるここの番号を知っているのは、ごく限られた人とのことだから、もしかしたら嵯峨野常務と個人的なつながりのある人がかけてきたかもしれない。

　同時に始業のチャイムが鳴るけれど、みんなは電話の呼び出し音にまったく反応しない。墨染さんと向島さんはまだ話をしているし、島津さんは知らん顔で本を読んでいる。

「あの、電話……」

「ああ、出たかったら出たら？」

　墨染さんは、チラッと一瞬だけ私を見て答えた。

　え？　何それ？　どうしてそんな言い方するの？

　今度は向島さんのほうを見る。

「気づいた桃山さんが出たらいいじゃないの」

　彼女もまた同じようなことを言う。

　そんなことを言われても、私はまだ、ここの内情を覚えきれてないというのに出てしまってもかまわないのだろうか。

　そう思いながら、おそるおそる受話器に手をかける。

「はい、嵯峨野――」

『ちょっと！　どういうつもりっ!?　昨日ずっと待ってたんだからっ!!』

　いきなり女性の甲高い怒鳴り声が、耳に飛び込んできた。

　あまりの声の大きさにびっくりして、思わず受話器を離す。

　な……何これ。

『ふざけんのもいい加減にしてよねっ！　携帯かけても拒否ってるし！』

　相当怒っているのか、受話器を離していても十分に女性の興奮した怒鳴り声が聞こえる。

「あの、落ち着いてくだ――」

『何が落ち着けって言うの！　これで何回目？　私のこと、好きだって言ったくせに』

　彼女は私の言葉をまったく聞こうとしない。

　もしかしたら何かの間違い電話？

「あの、どちらへおかけ――」

『早く、奏汰を出しなさいよ！』

　カナタ？　……って誰？

　電話の女性の声が大きすぎて向島さんたちにも聞こえていたのだろう。こちらを見てクスクスと笑っている。

　笑い事じゃないでしょ。それにしてもこの女性、誰のことを言ってるの？

「奏汰って、嵯峨野常務……」

　突然、背後からの囁くような声にビクッとする。

　いつの間にかそばに来ていた島津さんが、無表情のままそっと私に耳打ちしていた。

　嵯峨野常務ってことは……ああ、もしかしてこの電話の女性は、お付き合いしている彼女とかなのかもしれない。昨日何か手違いでもあって、常務と会えなかったのだろうか。

「あの、失礼ですがお名前……」

『いるんでしょっ！　早く出しなさいよ』

　さっきから私が最後まで言い終わらないうちに言葉を被せて自分を主張してくる。

『隠してるのっ？』

　隠す!?　『本当にいないんだから！』と喉のどまで出かけた言葉をぐっと呑のみ込み、どうにかして気持ちを落ち着かせる。

『アンタ……、秘書？　聞きなれない声だけど……誰？』

　少し静かなトーンになり、不審そうに電話の主が尋ねてきた。

　誰って……今更？　そんなの私のほうが、アナタが何者なのか聞きたい。

　ちょうどそのとき、秘書室のドアが開き、常務が入ってきた。

「おはようございますー」

「おはようございますっ！」

　向島さんと墨染さんが、これ以上はないというくらいの愛想を振りまいて、挨拶する。さっきの私に対する態度とはすごい違いだ。

　そんな彼女たちの挨拶を彼は無視して、奥の常務室へと向かう。

　あ、待って。この電話をどうにかしてもらわないと！

「おはようございます、あのっ、嵯峨野常務、お電話――」

　私は慌てて、常務を止めようと声をかける。

　でも彼はこちらを見ることもなく、バタン、とドアを閉めて常務室に入っていった。

　……無視された？　どういうつもりなんだろう。いくらボスだからってその態度はないでしょう？

　私は受話器を持ったまま呆然とする。

『ちょっと！』

　受話器から声が聞こえてハッとした。

「あっ、申し訳ございません。ただ今、おつなぎします」

　こんな電話、どう対処していいかわからない。

　そう思いながら常務の部屋の内線を鳴らす。

　プププという呼び出し音のあと、少しして常務が返事をした。

『何？』

　なんだか今日も不機嫌な声。

　昨日、挨拶したときの彼の顔が頭に浮かぶ。

　この人は毎日こんなふうに機嫌が悪いのだろうか。だとすると、ここで仕事していくというのはとても大変そうだ。

「あの、お電話が……」

『誰？』

「えっと、おうかがいするにもちょっと興奮していらして――」

　そこまで言いかけたところで内線が切れた。

　あれ？　切れた？

　もう一度呼び出してみるけど、常務は内線に出ない。

　光り続ける、赤い保留ランプ。赤い点滅がこの女の人の怒りとなってそのまま伝わってくるようだ。

　電話に出る余裕もないほど忙しいのかもしれないけど、私には対処しきれないから常務に出てもらわないと。

　私は席を離れ、勇気を出して奥にある常務室へと向かう。

「失礼します！　お電話です」

　ノックしたものの、緊張のあまり、返事も待たずにドアを勢いよく開けてしまった。

　あれ……？

　てっきり忙しそうにしているのかと思ったら、そこには席について、新聞を眺めている彼の姿があった。

「何勝手に入ってきてるんだ？　ずうずうしい奴だな」

　読んでいた新聞を乱暴にたたみ、不快そうに私を見た。

　それにしても、男の人でここまで顔のパーツが整った人を見たのは初めてかもしれない。切れ長の目に、すっと通った鼻筋。

　その美しいブラウンの瞳に私が映っている……そう意識してしまうとドキンと心臓が鳴った。

「申し訳ありません、あの、えっと、だから電話……」

　私の声が聞こえているはずなのに、彼はさっきから無表情で私を見たまま動かない。

　そして私から目を逸らし、別の新聞に手を伸ばす。

　あ、あれ……、無視ですか。

「あの、常務。電話を、保留にしているのですが」

　私の今の言い方が悪かったのかと、今度は確認するように伝える。

「それで？」

　でも彼は顔を上げることなく、英字新聞やら経済新聞やらいろんな種類の新聞を比べるように広げている。

　そこからまた沈黙が続き、ただ彼が新聞を動かすガサガサという音だけが響く。

「電話……」

　私はどうしていいかわからず、同じことを繰り返す。

「電話の切り方もわからない？」

　苛立ったように、突然彼はそう言って、自分のデスクにある受話器をとると、そのまま電話を切ってしまった。

「あっ！」

　意外な彼の動作に思わず声が出る。

「何？」

　面倒臭そうに答える常務。

「その電話……」

　何も言わず切るのはマズイんじゃないだろうか。

「どうせ女だろ。もう終わりだと言ってるのにしつこいのは嫌いだ。そっちで適当に処理してくれていいから」

「は？」

「このくらいの処理もできない？　秘書のくせに」

　あきれた顔をして、まるでバカにしたように言う常務に、無性に腹が立ってきた。

　ちょっと待って。秘書ってそこまでしなきゃいけないの？　処理って……自分が飽きた女の始末をなんで私がしなきゃいけないの。

「でも……」

　下ろしている両手で握りこぶしをつくり、ぐっと力を入れ、怒りをどうにか鎮めようと踏ん張る。

「苦情処理も仕事の一環」

　これの、どこが苦情？　私情を交えるな。しかも女絡みとか。

　私は必死に感情を抑えているというのに、常務は平然とした顔で私の神経を逆なでするような言葉を吐き出してくる。

「それもできないなら秘書失格だな」

　秘書失格――その言葉にとうとう私は怒りの気持ちを抑えきれなくなってしまった。

「……どこがっ!!」

　言った瞬間、私は慌てて口を押さえる。

「すみません……」

「ふーん、俺が誰かわかってる？　誰に向かって言っている？」

　露骨に嫌な顔をして彼は席を立ち、ゆっくりと私に近づいてきた。

　怒りモードは一気に恐怖モードへ、背中を変な汗が流れていくのがわかる。

　そんなの言われなくてもわかってます。嵯峨野常務様、でしょ？

　社長の息子様。会社の中で十分にえらい人、わかってます。

　私は返事もできず、何度もコクコクと小さくうなずきながら、わざとらしい笑顔をつくって、少しずつあとずさる。

　でも彼は表情ひとつ変えることもなく、無言のまま。私が下がればその分近づき、私の中で恐怖感が増していく。

　数歩下がったところで、ひざの後ろあたりにソファの感触。

　ソファが邪魔でこれ以上下がれなくなり、彼のゆっくりとした息遣いがわかるくらいまでに距離が近くなった。そしてそのハッとするほどに美しい目鼻立ちが目の前に見えた途端に、私の心拍数は急スピードで上がっていく。それは彼の持つ美しさのせいなのか、それとも恐怖のせいなのか、自分でもわからない。

　この異常なほどの心音は常務にも聞こえてる？　それは格好悪い！　お願いします、離れてください！

　必死に祈りつつ、身体が斜めに傾き不自然な体勢のまま、足に力を入れて踏ん張る。

　その状態の私を察知した常務が、口角を上げ、意地悪くふっと笑った。

　私も同じように笑い返そうとしたけど、顔が引きつってうまく笑えない。

　彼のその笑顔は、冷淡で嫌味で皮肉で侮辱的で……、この世の否定的な言葉が全部当てはまるくらいの嫌な笑顔。

　この先いったい何が起きるのかまったく予想できない状況に、思わず身をすくめてしまう。

「こ、こんなの……セクハラじゃないですか！　こ、声、大声出しますよ？」

　私は小さい声ながらも精一杯の抵抗をした。

「やれるのならやってみれば？」

　なのに常務は平然と答える。

　耳をくすぐる、低くてよく通る声。今の状況は私にとってまったくいいものではないはずなのに、その声の艶に引き込まれ、溺れそうになる。

　そしてそのまま軽くポンと肩を軽く押された私は、簡単に身体のバランスを崩し、ソファに倒れるようにストンと座り込んでしまった。

「わっ」

　私が倒れ込んだ一瞬のうちに、彼はさっきよりも顔をぐっと近づけてきて、ふたりの距離は体温が感じとれるくらいになり、私の顔はカアッと真っ赤になる。

　な、な、な……!!　これって完全なセクハラ!!　もう、ダメだっ!!

　意を決して大声を出そうとしたとき、彼は右手で私の口を塞ふさぎ、左手で強く肩を押さえつけた。

　その力はとても強く、痛みで思わず顔が歪ゆがむ。

「……っ!!」

「何、しようとした？」

　私はこんなにも怯おびえ、焦っているのに彼はまったく気にせず、意地悪な笑顔を変えることもなかった。

　私は押さえつけられた力から、常識が通るような相手じゃないと悟る。

　今は降伏し、彼に従い、この場から逃げることが賢明だ。

「申し訳……ありませんでした」

　そう言いながら、私は押さえつけている彼の右手をそっと両手で掴つかみ、下ろした。

　そしてソファから立ち上がり、急いで常務と距離をとろうとさっと横に移動し、頭を下げる。

「そう？」

　私は怖くて頭を下げた状態のままだったけれど、その彼のあまりにあっさりとした返事に身体から少し力が抜ける。そしておそるおそる彼を見上げると。

　――え、笑った……？　さっきのものとは真逆の、自然でやわらかな笑顔が目に飛び込んできた。

　常務と距離をとって、落ち着き始めていた心拍数が再び上がり始め、心が騒がしくなる。

　でもその笑顔は一瞬のことで、彼の表情はすぐにいつもの無愛想なものになった。

　気のせい……？

　あまりの恐怖に、私の中で勝手に笑顔をつくり上げたのかもしれない。

　それにしてもこの人、こんなことをしなければいい男なのに。……って、怖い目に遭わされたのに、私ったら何考えてるの。

　そんな自分に腹が立ち、常務のそばからさらに離れた。

　とにかく早く、ここから出ていかなければ。

　そう思い、「失礼します」と再び頭を下げた。

　やっぱり、向島さんや墨染さんが言うような『甘い時間』なんて、考えられない。

「じゃあ、これ」

　そう言いながら彼はスーツの胸ポケットから、何か小さなものを取り出し、私に向けて投げた。

「わっ！」

　私は慌ててそれを両手でキャッチする。

　そっと手を広げると、そこにあったのは……鍵？

　どこの鍵なんだろう？と不思議そうな顔をしていると彼は言った。

「それ、俺のマンションの合い鍵。来週、企画報告会議で支社に行くからスケジュールに合わせて迎えに来るように」







Presentation：２










私生活について




　目の前にあるのは、常務から預かったマンションの合い鍵。

　あの人はいったい、何を考えてるのだろうか。

　今までのことを振り返ってみるけれど、彼が私を自分の秘書に推薦したなんて納得できない。

　どちらかといえば嫌われているというほうが近そうなのに。

　秘書課に配属されて、やったね、なんて浮かれていたけれど、どう考えても引っかかる。

　でもそのうちこの部署にも慣れて、仕事もある程度できるようになってしまえば、そんな疑問もやがて私の中からも消えていくだろうか。

　私は預かった鍵を失くさないように、しっかりと何度も確かめながら、バッグの奥にあるポケットに入れた。

　そしてふと、今日見た常務の、一瞬の笑顔を思い出す。

　するとあのときと同じようにドキンと胸が鳴り、同時に心が波立つ。

　私ってば、どうしてあの笑顔を思い出しただけでこんなにドキドキするの？

　彼に対して恋愛感情はない。

　だからドキドキしたのはきっと、緊張したとか、世間一般的に見て彼が普通にイケメンだからとか、そんなところからだろう。

　明日もまた早いし、あの魔窟での仕事が待っている。余計なことは考えないでさっさと寝てしまおう。

　机の灯りを消して、隣で寝ている咲希が起きないようにそっと布団に入る。

　暗くなった部屋の中でも、彼女が幸せそうな寝顔をしているのが感じとれ、私も気持ちがほっこりする。

　咲希のためにも、それから賢や玲奈のためにも、今は一生懸命、頑張るしかない。

　だけど、どうして私が嵯峨野常務を迎えに行かなきゃいけないのだろう。そう思うと、今度は神経が高ぶって眠れなくなる。

　今までは向島さんや墨染さんが交代で行っていたようだし、慣れている彼女たちに頼めばいいのに。常務のマンションまで行ったところで、そこからはどうやって行くんだろう。まさか電車で一緒に行く、ってことは……ないだろうから、どう考えても車、か。

　車は一般人が乗るようなものではなさそう。

　ちょっとそれはマズイ……。やっぱり向島さんか墨染さんに代わってもらおうか。でもそんなことをしたらあの常務のことだ、怒るに違いない。

　だったら私も開き直るしかない。彼もきっと私がどんな人間なのかわかっていて秘書課に配属させたのだろうから。




　鍵を預かってからだんだんと大きくなっていく不安を抱えたまま、とうとう企画報告会議の日がやってきた。

　私は早めに家を出て、ずっと気になっていたことを確認するため、真っ先に常務のマンションの地下駐車場へと向かった。

　昨夜、塩屋課長から電話があった。

『常務を迎えに行って簡単に企画報告会議の打ち合わせをしてから、車で支社へ向かってください。こちらへは会議が終わってからの出社でかまいません。車は地下の駐車場、〇八八番です』

　そして今私の目の前にあるのは、誰が見ても高級だとわかる黒塗りの車。

「やっぱり……」

　私はため息とともに小さくつぶやく。

　私がずっと気になっていたのは〝私が常務を乗せて車を運転する〟ということなのだ。なぜなら私は去年、家族のためにも便利だろうと思って、勢いで教習所の短期間集中コースとやらで免許をとった、超初心者だから。

　とったものの、結局車は贅沢品。卒検以来、乗ってないし触ってもいない。

「はっきり言って、どんな車でも運転に自信ありませんからーっ!!」

　思いあまってマンションの地下駐車場で叫ぶけれど、声はむなしく響くだけ。

　ここまで来て、今更運転できないなんて言えるわけない。

『卒検以来乗ってないから、送迎の仕事はちょっと無理です、すみません』なんて言えば常務の怒りを買い、せっかくの秘書課からどこかに異動させられるかもしれない。

　それどころか下手したらクビだってあり得るかもしれない。

　……それは絶対ダメ！

　でも本当はどうなんだろう？　彼は私が運転初心者だと知っているのだろうか。知っていたとしたら、私に迎えに来させたりする？

　いろんな不安を抱えながら、私は駐車場をあとにした。




　えーっと、部屋番号は一一〇三号だっけ。

　私は重い足どりでエントランスまでたどりつき、呼び出し用のボタンを押す。

　見上げると、天井は高く、吹き抜けがあり、そこから明るい朝の日差しが入り込んでいる。その光景は、まるでどこか外国のようだ。

「あれ？　反応、ない？」

　しばらく待っていたけれど、きれいな音楽のような呼び出し音が流れるだけで、インターホンからは何も返ってこない。

　今日、私が来るってことは常務もわかっているはずなのに……。

　でもよく考えたら、ここで対応するのなら私に部屋の鍵を事前に渡す必要もない。

　ため息をひとつつき、バッグから鍵を取り出す。部屋番号と、そのあとに続けて教えられていた四桁の暗証番号もプッシュした。

　すると、エントランスの大きな自動ドアがゴーッという音とともに開く。

「開いた」

　私は大きく深呼吸して中へ入った。




　時間に余裕を持って来たはずなのに、こんな高級マンションに入ったことがなく戸惑ったせいか、すでに私の中での予定時間ギリギリ。早くしないと常務と打ち合わせする時間がだんだんなくなっていく。

　常務の部屋のドアの前に立ち、バッグから取り出した鍵とドアを交互に見つめる。

　このままここで待ち続けるわけにもいかないし、鍵を渡されたということは、開けて入れっていうことなんだろうけど。勝手に他人の家に上がり込むというのはいい気分ではない。

　そもそもあんなセクハラ常務の家の中に入るなんて、嫌だ。

　でも……時間も惜しい。思いきって鍵を開けた。

　そっと中に入ると、マンションとは思えないほどの広い玄関。天井は高く、足元はオシャレな間接照明、真っ白の壁は清潔感があふれ、床は大理石を使っているのだろうか、素人が見ても高級そうな雰囲気だ。

　へー……こんなところに住んでいるなんて、やっぱり常務ともなるとすごいな。

　私は靴を脱ぎ、おそるおそる玄関から廊下へと進み、奥のリビングらしき部屋の少し開いていたドアからそっと中を覗のぞいてみる。

　しんと静まり返っており、ゆっくりとドアを開き、中へと入ると部屋は薄暗く、人の気配はない。

「おはよう、ございます……？」

　常務、ここにはいないのかな。

　そのままリビングの中央まで進もうとしたら。

「わっ！」

　コツン、と足元に何かがあたった。ドアのところからは気がつかなかったけれど、よく見ると部屋の中が結構、散らかっている。

　テーブルには食べたあとの食器がそのままで、近くには経済誌や新聞が放置。ソファには服が何重にも被さるように載っていた。

　足の踏み場がないというほどでもないけれど、お世辞にもきれいに片付いているとは言えない。

　まだ少し時間がありそうだし、打ち合わせ前に、おせっかいでも私がさっと片付けておいたほうがいいかもしれない。

　そのとき、目についた半開きのチェストの引き出しの中に、一枚の少し古い写真を見つけた。

　誰だろう？　私は思わずその写真を手に取る。

　どこかで見たことがあるような、初老の男性と、きれいな中年の女性。そしてそのふたりの間に立つ、嬉しそうな顔したかわいい男の子。

　三人はどこかの公園の芝生で仲良く手をつないでいた。

　あ、思い出した。

　この男性は、何年か前に亡くなられた、会社の会長だった人だ。

　確か、そうだ、社内報か何かで何度か見たことがある。私の知っている会長はもっと年をとった感じだったけど、でも間違いない。きっと、この人は常務のお祖父さんにあたる人なのだろう。

　じゃあ、このきれいな女の人は常務のお母さん？　となるとこの男の子はもしかして……常務？

　改めて見てみるとやはり面影がある。

　へえ、彼にもこんなかわいい時期があったんだ。

　今の常務を考えるとちょっと信じられない。家族で遊びに出かけ、きっとお父さんの社長が、この写真を撮ったのかな。三人とも楽しそう。幸せが伝わってくる写真だ。

　私はそっとその写真を元に戻し、部屋の片付けにとりかかる。

　時間も気になるし、簡単にするつもりでいたのに、そのうちだんだんとそれも忘れ、夢中になって片付けていた。

「なんだ？　さっきからうるさい……」

　リビングのドアが開く音と眠そうな声が耳に飛び込んできた。

「うるさいって……、ちゃんと片付けないからでしょ？」

　自分の家を片付けているような調子で、背後から聞こえた声に文句を言った瞬間、ハッとする。

　違う！　ここ、常務のマンションだった！

　雑誌を持ち、腰を曲げたままの状態で身体が固まる。

「何……やってんだ？」

　欠伸あくびをしながら、髪の毛をぐしゃぐしゃとしているのだろう。気配だけでわかる。

「す、すみません」

　そしてゆっくりと振り返り、改めて謝ろうと顔を上げた瞬間、私の目に入ったのは思ってもいなかった姿の彼。

　……え。ええええっ!!　ちょ、ちょっと！　なんなんですか、その格好はっ。私がいるっていうのに上半身裸とか、あり得ないっ!!

「あわわわわ……！」

　私は口から心臓が飛び出そうなくらい驚き、焦って言葉が出てこない。

　彼の姿を見ないように慌てて両手で顔を覆ったので、片付けようと持っていた雑誌が音をたてて床に落ちた。

「何やってる？」

　うんざりしたようなその言い方から、常務の苛立ちが伝わってくる。

　私は顔を上げることも返事をすることもできず、両手で顔を覆ったまま、なんとか常務と距離をとろうと、もそもそと逃げ場を探した。しかし、足元がまともに見えず、何かにつまずいてバランスを崩し、転んでしまった。

「痛ったあ！　……わっ！」

　何をどうしたらいいのか頭の中が混乱し、顔をまた両手で覆う。

「スカートの中、見えたぞ？」

　え！　うそ！

　その言葉に慌てて私は立ち上がった。手でスカートの裾を引っ張りながら、常務ともっと距離をとろうと部屋の隅まであとずさり、彼に背を向ける。

　もう帰りたい、泣きそう。

「何やってんだ？　俺はアンタみたいな中学生には興味ないから」

『中学生』ですって!?

　向島さんと墨染さんにも同じようなことを言われ、またここでも常務に言われるなんて。

「ちゅ……中学生じゃありませんっ！」

　正面切って言いたかったけれど、服を着ていない彼を直視することはできず、横を向きながら言い返す。

　それでも顔が真っ赤になっていることは彼にはバレてしまっているだろう。

「ところで桃山、さっきから何をしてるんだ？」

　私に失礼なことを言っておきながら、彼はまったく悪びれることもなく話を変える。

　そんな彼の態度に怒りが込み上がってくるけれど、よく考えたら私は彼を迎えに来ただけで、いくらなんでも片付けまでする必要もなかったのだ。そのうえ、ボスである常務を怒鳴りつけてしまった、となると、不本意だけどこの場は謝るしかない。

「申し訳ありません……」

　小さな声になった私に「どうした？　さっきの勢いは？」と意地悪そうな声色で答える常務。

「も……申し訳……ありません」

　立場のこともあるから、感情を抑え、余計なことを言わないよう同じ言葉を繰り返して謝る。

「人と会話するときは、顔を上げたらどうなんだ？」

　絶対、嫌な顔をしている。そう思った。

　服を着てくれたら顔上げられるんですけど……。だいたい会社の人間に会うというのにその格好はないんじゃないの？　私が来ることはわかっていたはずでしょう？

　考えるほどにイライラする。

「聞こえないのか？」

　ため息交じりに聞こえた声に、とうとう私も抑えていた怒りのスイッチが入ってしまい、カッと熱くなる。

「じゃっ！　服っ！　服を着てくださいっ!!」

　思わず顔を上げ、彼をまっすぐ見据えて怒鳴りつけた。

　と同時に『しまった！　またやってしまった！』そう思って私は慌てて両手で口を押さえる。

　どうしてこのボスは、私を怒鳴らせることがこんなにもうまいのだろう。

「ふーん」

　少し顎を突き出すようにして、明らかにうっとおしそうな顔で私を見る常務。

「すみません……」

　再び謝っても、彼は何も答えず、ふたりの間にはただ重い空気が流れる。

　これはもしかしたら謝り方がマズかったのかもしれない。

　謝り方……。社内で行われたビジネスマナー研修で習ったことを思い出す。

『会釈は十五度、おじぎは三十度、お詫びは四十五度』

　だからこの場合は四十五度が正解だ。

「申し訳ありません」

　今度は四十五度を意識して頭を下げ、三秒数えてからゆっくりと顔を上げ、常務の表情を確かめる。

　……は？　こっち向いてないし！

　こんなに考えて謝ってるのに、いつの間にか彼は私に背を向けて、テーブルの上にあった書類を見ていた。

　その態度にムカッとしながらも、広くてきれいな背中に少し見惚れ、引き寄せられるように部屋の隅から少し彼に近寄る。

　なめらかで筋肉質、初めて挨拶したときに抱いた頼もしい印象……今、目の前にある、服を着ていない彼の姿を見て余計にそう感じた。

　ああ、この人、背中の右側、肩の近くにホクロがふたつあるんだ。

　ぼんやりと思った瞬間、自分がまじまじと彼の背中を見つめていることに気づき、急に恥ずかしくなった。まるでボッと顔に火がついたように熱を感じ、その熱はあっという間に身体中に広がった。

　違う、違う、こんなことやっている場合じゃない。

　私は首をぶんぶんと振ってその熱を放とうとした。

「あの……」

　おそるおそる常務に声をかける。

「わかってる」

　彼はひと言だけ答えて立ち上がり、無駄のないスマートな動きでハンガーにかけてあるシャツを取り、腕を通しながらそのままリビングのドアに向かった。

　同時にちらりと見えた、凜とした彼の横顔の美しさに、私はハッと息を呑んだ。

　ちょっと、えっと、どうしよう……。何、これ……どうしてときめいてるのよ、私。しっかりしろっ！

　慌てふためく気持ちを落ち着かせようと、一度ぎゅっと目を閉じ、ゆっくり再び開ける。

　ドアノブに手をかける彼の背中が目に入り、私は何か言わなければと焦ってもう一度声をかけた。

「あ、あのっ！」

　ここに来て、仕事らしいことをまだ何ひとつしていない。とにかく何かしなければ。でもどうしよう、何を言えば……。

　そのとき、壁にかかる時計から八時を知らせる小さなチャイム音が聞こえた。

「……あの、朝食は？」

　え？　こんなときに私ったら何を言ってるの？

　いくら焦っているとはいえ、自分で言っておきながらあきれてしまう。

「そうじゃ……なくて、その」

「朝食？　何、言ってるんだ？」

　私の言葉に、彼は不快そうな表情を見せた。

　そ、そうですよね、何を言ってるんだ？って感じの状態ですよね。言った本人もあきれているのだから。

　こういうとき、機転の利きいた秘書なら、きっとうまくかわすことができるのだろう。いや、そもそもそんな秘書なら、こんな事態に陥ることもなくしっかり打ち合わせをするに違いない。

　打ち合わせ……、そうだ。朝食、なんて言ってないで打ち合わせのことを言えばよかった。

「……おいっ！　さっきから話しているのに無視とはいいご身分だなっ!?」

　話しかけられていたことにまったく気づかなかった私は、彼の怒鳴り声で正気に戻る。

　そして常務がゆっくりと私のほうに戻ってきた。

「……え？　あ、はいっ!!」

　何、その怖い顔っ！　いつも怖い顔だけどっ！

　本当はボタンまでしっかりと閉めてほしいけれど、とりあえずやっとシャツを羽織ってくれていたので、私もまっすぐ顔を上げて会話することが可能になった。

「あの……？」

「何が〝飯〟なんだ!?　時間ないってことがわかって言ってるのか!?」

　そんな怒鳴らなくても……。やっぱり朝食をとらないとイライラするって本当なんだ。前にテレビの健康番組でどこかの年とった男性コメンテイターがニコニコしながら言ってたっけ、とどうでもいいことを思い出す。

「えっと、朝食をとらないとイライラしてしまうし、よくないん、です……よ？」

　どうでもいいこととわかっていながら、どうしてこんなことを言っているのか。声がだんだん力なくかすれていった。

　よくないんですよ？　よくないんですよ？　よくないんですよ……？

　妙なエコーが頭の中で繰り返され、どんどん近づいてくる彼から逃げるように、後ろに一歩、二歩と下がる。

　そうやって距離をとっても、彼は離れた分だけ近づいてくる。

　私もわかってますから！　迎えに来たくせに部屋の片付けしたり、朝食とかわけのわからないこと言ったり。それはもうちゃんと反省してますから！　だからそんな怖い顔して近づいてこないでください！

　それにこれってまた、電話をとりつぎに常務室へ行ったあのときと同じ展開……。

　思い出して冷や汗がタラリと流れてくる。あのときは常務室だったから、ドアの向こうに人がいたけれど、今度は違う。ふたりだけのこんな機密性の高いところ、どう考えても前よりも状況が悪い。

「あのー……、そんな近づかなくても、その、ちゃんと今度は聞こえてますから」

　引きつったような笑顔をつくって、両手を振り、うわずった声で答えるものの、彼は不機嫌そうな表情を変えない。

　この威圧感、やっぱり嫌な奴。そう思った瞬間、私の肩に彼の手が乗った感触があり、それからすぐ目の前が真っ暗になる。

　それは、ほんの一瞬の出来事だった。

　自分でも何が起こったのかわからなかったくらいに。

　……触れたっ？　常務の唇くちびると私の唇が……っ！

　触・れ・て・る・っ!!

「ちょっ……、なっ、何するんですかっ!!」

　私は真っ赤な顔で、恥ずかしさやら怒りやらわけのわからない感情に襲われながら、声を荒げるけれど、彼は平然とした態度でくるりと私に背を向けると、再びドアのほうへと向かう。

　……信じられないっ！

「ちょっと待ってください!!　どういうつもりですかっ!!」

　常務の背中に向かって怒鳴りつける。

　ボスも部下も関係ない。これは完全にセクハラだ！

　私の言葉に、彼は顔だけ振り返り、言った。

「どういうつもり？　朝食は？って聞かれたからもらったまで、だ」

　……はあ？　何ふざけたこと言ってるんですか！

「こんなの、朝食じゃありません！　ただのセクハラですよっ!!」

「ふーん、そう。でも減るもんじゃないだろう？」

　私の怒りをよそに、彼は悪びれることもなく答え、部屋を出ていこうとする。

　それにだいたいこういうのは〝減る〟とかそんな問題じゃない。

「う……」

　初めてだったのに……ずっと夢見ていたのに……。

　そう思うと悔し涙が落ちそうになったけれど、そんな顔、絶対に見られたくないからぐっと堪えて下を向く。

　急におとなしくなった私を変に思ったのか、部屋を出ていこうとする彼の気配が一瞬止まった。

「もしかして……、初めてだったとか？」

　今までにない、少し気にかけたような声色で常務は言ったけれど、私はうつむいたまま首を左右に振るだけだった。










車の運転について




　さっきの怒りと悔しさで私の心は折れたまま。それでもどうにか駐車場までやってきた。くどいようだけど、私が今までずっと夢見て望んでいた理想のキスは、やさしくて、甘くて、幸せになるようなものであって、さっき常務にされたような、渇いた、なんの感情も伝わらないものではないのだ。

　でも今は感情を抑えないと。いい大人がファーストキスごときで喚わめくのも情けない。

　なんとかこの人を九時半までに支社で行われる企画報告会議に連れていかなければならないから、落ち込むのはそれから。

　でももう事前に資料の打ち合わせをする時間はない。

「打ち合わせの時間がありません」

「そんなもの必要ない」

　常務はそう言って、緩めに締めていたネクタイをディンプルをつくるように再びぎゅっと締める。

　私の最初の大仕事、本当はちゃんとしたかったのに。

　もう何も言う気力が失くなってしまった。

「どうぞ」

　私は車の後部座席を開けて常務に乗るよう促し、彼が乗ったことを確認したあと、運転席のほうへと移動する。

　運転は、もう運を天に任せるしかない！

　背を伸ばして座り、少しでもよく見えるように眼鏡のブリッジのあたりをくっと上げ、バックミラーを見ると、さっきまでの彼はどこへやら、きれいに身み支じ度たくを整えた常務の姿があった。

　仕事の仮面を被った常務はバッグからファイルを取り出し、何かを書き込みながら読んでいる。

　私は大きく息を吐いてシートベルトを着け、ハンドルを握った。

　運転するのは、卒検以来だけど。大きな車だけど。左ハンドルだけど。

　初心者だけど……。あれ？　そうだ。

　私は運転免許証をもらうときに免許センターで言われた言葉を思い出した。

『初心者マーク、義務になっていますから一年間つけてください。怠った場合、違反点数がつきますから注意してください』

　初心者マーク……？

　私は慌ててグローブボックスの中、それからギアチェンジ近くのボックスの中を探すけれど、当然、そんなものはこの車にはあるわけがない。

「どうした？」

　斜め後ろから常務の声が聞こえたけれど、私は返事もせず何度も同じところを探す。

　どうしよう……。

　私は車から降りて後ろへ回り、トランクを開ける。

「だからどうした？」

　よっぽど悲ひ愴そうな顔をしていたのか、それとも奇っ怪な行動が気になったのか、常務も車のドアを開けて降りてきた。

「初心者……」

「え？」

　こんなことを言ったって……。そう思って言葉を止めたけれど、このまま黙っていてもどうしようもない。

「初心者マークは……どこにありますか？」

「は？」

　常務は私の言葉が理解できなかったのか、眉をひそめて不可解な面持ちで私を見た。

「しょ……初心者マーク！　どこにありますかっ!!」

　怒られるかもしれないと覚悟を決めて言った私の大きな声は、駐車場に響き渡り、常務は呆あっ気けにとられたような顔をする。

　何を言われるかとドキドキし始める心臓。

　なのに彼は突然、大きな声で笑いだした。

「な……っ！　何がそんなにおかしいんですかっ！」

　彼は無邪気な子どものようにお腹を抱えて声をあげて笑う。ここまで楽しそうに笑う彼を見たのは初めてだ。

　その笑顔に私は一瞬心を奪われてしまう。

　……違う、今はそれどころじゃない。

「初心者マークがないと違反者になるんです！　運転できないんですっ！　常務も会議に行けないし、どうするんですか！」

　半分泣きそうになりながら訴え、背を向ける。

「悪い……、悪い…！　そんな、ことかと思って！　それに、そんなもの……この車にはない」

　彼の言葉に振り返り、いつまでも笑っている彼の屈託のない笑顔から、この状態を心底楽しんでいるように感じた。

　無愛想で嫌味ったらしいときと同一人物とは思えない。

　何より一瞬でも心を奪われてしまったこの笑顔の理由を思うと、だんだんと怒りやら、むなしさやら、やりきれなさとかいろんな感情が入り混じり、複雑な気持ちになる。

「間に合わなかったらどうするんですか……」

　私は肩を落とし、気力なく小さな声で言う。

「それなら、俺が運転すればいいだけの話だろ」

　冷静にそう言うと、彼はスーツの上着を脱ぎ、運転席に乗り込んだ。

　その何気ない仕草に目がクギヅケになってしまう。スマートで無駄のない彼の動きは、きっと世の中の女性たちすべてを魅了するのだろう。

「早く」

「え？」

「早くしろ」

「あっ、はい」

　そう言われ、慌てて後部座席につき、ドアを閉める。

「助手席には来ないのか？」

　やっぱりこの人は意地悪だ。

「は？　そんなことできるわけないじゃないですか」

　私は秘書であって、彼の身内でもなんでもないのだ。

　彼が車のエンジンをかけてアクセルを踏み込むと、車はゆっくりと発進し、地下の駐車場を出た。そしてそのまま国道に出るとスピードを上げる。

　私は何をしにここまで来たのだろう。秘書としての仕事を何ひとつしていない。いろんな意味で精神的ダメージは大きかった。

　申し訳ないけど会議終了までは待たず、帰りは常務にひとりで車で本社に行ってもらって、私は電車で出社させてもらおう。

「どうした？　怒ったり、おとなしくなったり、忙しい奴だな」

　ずっと何も言わないでいる私が気になったのか、ミラー越しに常務が聞いてくる。

「なんでもありません」

　できるだけ平静を装い、私は返事をする。

　……あ、でも。

　ふと思い出し、運転する彼の後ろ姿を見ながら聞いてみる。

「嵯峨野常務は……私が運転初心者だってことを知っていたんですか？」

「知らない。だいたい桃山が免許持っているのか否かも知らない」

　バックミラーに映る彼はまったく動じることなく答える。

「は？」

　そんな状態で、よくもまあ私に迎えに来いって言ったものだ。

　確認もしないで私を呼んで運転しろって……それにさっきは大声で笑われて、もうこれはただのイジメとしか思えない。

　秘書にするのなら運転という仕事も自然と多くなるのだから、当然、運転に自信がある人間を選ぶと思うのだけど。この人は私のデータを確認しなかったのだろうか。運転免許取得の年月日を見れば、私の運転状態がどういうものかわかるはずなのに。

「あの、どうして私を秘書課に……？　それに塩屋課長に聞いたんですが、私のことを知っていて推薦したって……」

　思いきって、ずっと疑問に思っていたことをぶつけてみる。

　変なことを聞いてしまったのだろうか、バックミラーに映る彼の表情が固くなった。

「桃山のことは知らない。ただ、社長が出してきた何人かの候補の中で、桃山が一番地味で面倒なことにはならないと思ったから。でもそれだけでは推薦の理由にはならないから桃山のことを知っている、と嘘をついて推しただけだ」

「地味で面倒なことにはならない……？」

　意味がよくわからない。

「そう、俺は桃山に興味はないし、それはアンタも同じだろう？　うるさいのは今、秘書室にいるあのふたりで十分だ」

　え……？　何それ。

　私をそんな理由で秘書に決めたなんて、あまりにも適当すぎる。

　自分から聞いておいて、想像もしていなかった答えになんて返事していいのかわからず、そのまま黙る私に彼は続けた。

「眼鏡かけると余計に」

　どうせさっきの話からだと、地味とかそういう類のことが言いたいのだろう。

「いや、なんでもない。眼鏡やめたほうがいいんじゃないか」

「眼鏡がないと仕事に支障をきたします」

　私はプイと横を向いて答える。

　えらそうにそんなこと言ったって、見た目は地味な中学生、運転もできない、そして推薦された理由が適当、なんてそんな秘書、必要ない。

　ずっと異動のために頑張ってきて、それでやっと認められたって思ったのに。でも本当の理由がこんなことだったなんて。

　それきり会話はなくなり、やがて車は支社に到着した。

　常務が車を駐車場に入れ、エンジンを切って私のほうを向いて言った。

「今度の企画報告会議までに初心者マークがとれてなかったら、俺がまた運転するから」

「は？」

「それでさっきから落ち込んでるんじゃなかったのか？」

　……違うことないけど。

　それなら運転できる秘書を連れていけばいいのに、この人は何わけのわからないことを言っているのだろう。だいたい、私の落ち込みの原因は、自分が仕事らしいことを何ひとつできなかったということ。

　何も答えない私に彼は繰り返す。

「だから今日みたいに俺が運転すればいいこと、だ」

　そういうことじゃなくて……、だいたい自分で運転するのなら迎えも意味がない。ひとりで勝手に用意して、勝手に行けばいいのだから。迎えもロクにできない私なんか必要ないはずだ。

　私は膝の上で手をグッと握りしめた。

　少ししてコンコンと窓を小さく叩く音がして、顔を上げると、私の座っている側のドアを開けようとする常務の姿があった。

　何エスコート的なことやってるのよ、常務のくせに。

「大丈夫ですからっ！」

　思わず大きな声で答えて、慌てて自分でドアを開けた。

「奏汰か？」

　ちょうど車を降りたとき、声が聞こえた。

　ふたりそろって振り向くと、そこには背が高く、体格のよい白髪交じりの中年男性の姿があった。

「……社長……」

　常務がつぶやいた。

　社長っ!?　そうだ、この人、社長だ！　……ということは常務のお父さん？　今、私が後部座席から降りたの、見られた？

　思わず数歩下がり、常務の後ろに隠れるようにする。

　ああ、もう、こんな間近で会うなんて緊張する。

　だっていつも社内報とか年度始めや、年始に流れる挨拶の社内放送でしか見たことないし、いきなりこんな形で会うなんて。

　常務とはまたちょっと違う、怖い雰囲気に、足が震える。

　そして、社長のほうがいい意味でも悪い意味でも威圧感がある。

　常務はどんな表情で社長を見ているんだろう。私に背中を向けているからわからない。

「彼女は？」

　常務の後ろに隠れていたつもりでも私の存在はすぐにバレてしまった。

「あ、あの、私……」

　何を言えばいいのか、迷いながらおずおずと前に出る。

「彼女は新しくうちに配属された秘書ですよ？　アナタも一緒に人選したでしょう？忘れました？」

　後ろから背の高い彼の横顔を見上げると、にっこりと笑ってはいるがその笑顔はどうも嘘っぽい。

「秘書？にしては車の後部座席にいたように見えたが？」

　その言葉に私はぎくっとする。

　見られていたんだ。確かに、秘書が後部座席に座り、常務が運転しているなんて、どう見ても誰が考えてもおかしい。

「ああ、迎えに来てもらったけど、俺が運転したいって無理に代わってもらったんですよ。いつも運転してもらってばっかりだと、いざ自分が運転するときに感覚が鈍ってしまうかもしれないですから」

　え……？

　私は視線だけ彼に向ける。

　よくそんな適当な言い訳ができるものだ。

「ふうん。私はてっきり、決まった相手がいるというのにまた新しい……」

「父さ……！　社長！」

　にっこり笑って常務が社長の言葉を遮る。

　このふたり、お互い笑顔だけどなんだか殺伐とした感じがする。

　やっぱり上流家庭ってこんな感じなんだろうか。こんな息の詰まりそうな感覚、私のような庶民にはわからない。それに社長が言った『決まった相手』ってどういう意味だろう。『結婚相手』ってこと？

「……だから……」

　いろんなことをぼんやり考えていた私に常務の声が遠くに聞こえる。

「……おいっ」

「へ？」

　慌てて顔を上げると、そこには不機嫌そうな常務の顔があった。

「また人の話を聞いてなかったのか。もういい。あとは自分で全部やるから戻れ」

「あ、はいっ」

　あたりを見ると、さっきまでいたはずの社長の姿もいつの間にかなくなっており、かなり腹立たしそうにしている常務の姿があるだけだった。

　社長と会ったのがそんなに嫌だったのだろうか。

「お役に立てず、申し訳ありませんでした」

　謝ったものの、彼の表情から、嫌味のひとつでも言われるのだろうかと思ったけれど、彼は何を言うこともなく、私からカバンを乱暴に奪い取ると、駐車場の出口へと向かった。

　最後まで表情は固いまま、そんな後ろ姿に私は頭を下げる。

　少しして顔を上げ、さっきより遠くなった彼の後ろ姿をぼんやりと見つめながら思った。

　でも、そうだ。さっき社長に聞かれたとき、あれって結局は私のこと、助けたくれたんだ、よね。










ナンパについて




『ちょっとお、奏汰は？』

　受話器の向こうから甘えるような声が聞こえる。

『早くつないでよ？　私にいつでも会いに行くって言ってくれたのよ？』

　私は今日も、受話器を持つ手を震わせながら、秘書課にかかってきた電話の相手に耐える。

　同じ女性のときもあれば、違うときもある。こういう電話がかかってきても、もう驚くこともなくなった。ただ言われたとおり、とりつぐこともせず、どうにか自分で話を切り上げる。

　いったい、どれだけの女に手を出しているのだろう。

　この間の企画報告会議で迎えに行ったときも私にあんなことをして。普通なら絶対にあり得ない。

　あのときは本当に腹が立って悔しくて、泣きそうにもなったというのに、今は思い出すとなぜかドキドキして顔が上気してしまう。

　そして最後は結局、助けてくれたっけ。なんて思って、彼を正当化してしまう。もう、私、どうしたんだろう？　なんだか自分で自分の感情がわからなくなってくる。

「嵯峨野はただ今、席を外しております」

　もやもやしながら私は受話器に向かって冷たく言い放つ。

　こうして何回か電話をとっていると、なんとなくわかってきた。

　ある程度相手にしゃべらせることで鬱うっ憤ぷんを晴らさせ、それから有無を言わさず切る。あくまでこちらは感情的にならず冷静に、右から左へ聞き流さないと、またかかってくるから気をつけなければ。

　それにしても、こんな技術を身につけて、秘書ってなんなのだろう。

　でもよく見たら向島さんも墨染さんも上手に電話をかわしている。もちろんあの島津さんだって。

　電話のとりつぎだけじゃない。スケジュール管理に始まって、来客対応、打ち合わせの企画、経費管理、書類作成などなど、彼女たちは常務が望むことを要領よく、的確に先回りしてできている。

　仕事がデキる、デキないというのは見た目で判断してはいけない。

　たとえ、仕事の合間に何度も鏡を見てつけまつげをつけ換えていても、パソコンを打つ手を止めて平気で爪を磨いていても、いるのかいないのかわからないような存在でも。

　私なんかまだまだ下したっ端ぱでわからないことも多くて、彼女たちに言われて気がつくことも多いから感心してしまう。




　今日は珍しく早めに仕事も終わり、帰ろうと駅につくと、ラッシュ時間のせいか人が多い。そんな中、私は早足で改札へ続く階段へと向かった。

「あっ！　すみませんっ！」

　階段の手前で知らない男の人と肩がぶつかってしまい、踏ん張る力もなかった私は、そのまま飛ばされそうになってよろめく。

「ああ、ごめんなさい」

　ぶつかった男の人が倒れそうになった私の腕を掴み、謝ってきた。

「だ、大丈夫です。こちらこそ前をよく見てなかったから」

　そう言いながら体勢を整え、ぶつかった相手の姿が目に入った途端、絶句した。

　……金髪、ピアス、原色の派手な服……これはあまり関わらないほうがいいかもしれない、と咄とっ嗟さに思った。

「本当に大丈夫です。すみませんでした」

　そう言いながら、早く腕を離してほしくてさりげなく身体をよじってみるも、逆にその手に力が込められた感触がした。

　どうしよう……。

「そうだ。ねえ、せっかくだし今からどっか飲みに行かない？　もしくは食事でも？」

　吐く息からお酒の臭いがする。これは面倒なのに引っかかってしまったかもしれない。どうして自分と真逆の私みたいな地味な女に声をかけてくるんだろう。酔ってわからなくなっているのだろうか。

「急いでるので、すみません」

　今度は力を入れて手を振りほどき、一歩踏み出す。

　うまく逃れることができてホッとしたのもつかの間、彼は私の前に通せんぼするように立ちはだかった。

「飯、おごるからさあ」

　断ったのに、話が通じてない。

「結構です、今から帰りますから」

「じゃ、送ってくし、いいじゃん、行こ？」

　ダメだ、人の話をまったく聞いてない。

　たくさんの人が通り過ぎているというのに、困っている私を見て見ぬフリなのか、誰ひとりとして私のほうを見てくれない。

　ちょっと、誰か、助けてよ。

　行く、行かない、としばらくもみ合いのようになっていると「ごめん、待った？」という声とともに、別のところから伸びてきた手が私の腕を掴んだ。

　え？　え？　え？　私、誰とも約束してない。

　そしてそのまま引きずられるようにしてその場から離れた。

「連れがいたんならさっさと言えよなあ！」

　さっきの派手な男の怒ったような声が背後から聞こえたけれど、私はただ腕を掴まれたまま、その人の背中を見つめる。

　この後ろ姿、すごく見覚えがあるような、と同時に嫌な予感がする。

　そして駅の改札の隅へとやってくると、その人は柱に私をもたれさせるようにして向かい合わせに立った。

『どうか人違いでありますように』と祈りながら、足元から視線をゆっくりと確認するように上に動かし、最後に瞳に映ったその人の顔を見つめ、小さくつぶやいた。

「嵯峨野常務」

　やっぱり、一番関わりたくない人……。

　でもこうして見ると常務は本当に背が高く、手足も長いから、スーツがとても似合う。今日だってネイビーのスーツに秋らしいブラウンストライプのネクタイ。街の明るい雰囲気も手伝っているからなのか、会社にいるときより彼の美しさが際立っているように見える。

　そう思っている間にも、彼は私を追いつめるようにして、じりじりと距離を縮めてくる。

　何回もこんな状況を経験した私は、どうにかうまくすり抜けてここから脱出しなければ、と無意識にかまえる。

　気づかれないように上目遣いで彼の表情を確かめると、相変わらずの冷たい目つき。

　いつまで経ってもこれには慣れない。

「アンタ、何やってんの？」

　早く帰りたいのに、これはさっきの男より面倒かもしれない。だいたいどうしてこの人、ここにいるの？

「中学生はこんな時間まで遊んでたらダメだろ？　早く帰りなさい」

　は？　ちゅ……中学？　誰が中学生？　またそんな失礼なこと言うわけ？

「これでも立派な社会人なんですけど！　嵯峨野常務の部下でしょっ！」

　また『中学生』と言われてカチンときてしまい、彼に怒って言い返す。

　うわ、しまった、またやってしまった。

　本当にこの人は私を怒らせる天才だ。

　でも私のほうも、いくらなんでも自分のボスに向かって、こんな言い方はないだろう。

「すみません……」

　なんだかいつもこんな展開になっている気がする。

　落ち込む一方でクスクスと笑う声が聞こえた。

「冗談。わかってるって」

　ああ、なんだ、ちゃんとわかってくれて――。

「高校生だよな？」

「高校生じゃないですっ！」

　私が必死になっているというのに、彼は明るい笑顔で笑う。

　この人はわざと私を怒らせて楽しんでいるようにも思えてしまう。

　でも、笑うとこの人、こんなに温かくてやさしい表情になるんだ。

　初めて彼のマンションに迎えに行った日に見た笑顔、それからチェストの中から見つけた子どもの頃の写真の彼の笑顔、そして今、目の前にある笑顔も……みんな同じ。

　こんなふうにいつも笑っていれば、怖いって思うこともないのに。

　というか、そんな笑顔に気づけば惹きつけられ、どうしていいかわからなくなってしまう。

　また不覚にもときめいていたことにハッとする。

　彼は、私のそんな思いなどおかまいなしに人差し指で私の顎をクイと上げた。

　まさか、また？　私の脳裏にマンションでの出来事がよぎる。

「ちょっと、あの……」

　彼の瞳に自分が映る。

　これはかなり接近している証拠だ。

「えーっとですね、その……」

　これ以上、常務相手に怒鳴らないよう気遣いながら注意しようと思うけれど、どうしたらいいのかわからない。

「またキスでもされると思ったのか？」

　想像していたそのものズバリを言われ、一瞬にして顔が真っ赤になる。

「中学生相手にそんなことしない」

　何、真面目な顔して言ってるのよ、この人は！

「だっ、だからっ！　中学生でも高校生でもありませんっ！　二十歳はたちを超えた立派な大人ですっ」

　だいたい『しない』って言いながら、あのときやったじゃないですか。

「威勢がいいな」

　何よ、それ。さっきのときめき返してください。

「弟や妹が待ってるし、早く帰らないといけないんで帰ります」

　言いながら常務の腕の間をすり抜け頭を下げる。

　でも彼は納得していないような表情を見せたので、私は付け足すように言った。

「大学生の弟と高校生の妹はまだいいけど、小学生の妹もいるんです」

「家には親がいるだろ？」

　その言葉に私は悲しくなり、顔が少し歪んでしまう。

「両親は……、亡くなりました」

　常務は少し驚いた表情を見せ、そしてそのまま黙り込んでしまった。

「あの、お気になさらず」

　悲しいけれどそれは事実でどうしようもない。

「いいよな、親がいないって」

　え？

　さっきの明るい表情から一変、彼の顔はとても厳しい表情になった。

　何言ってるの？　家族ってとても大切なものなんじゃないの？

　親がいないのがいい、だなんて、思ってもなかった彼の言葉に私は驚き、どう答えていいのか言葉が出ない。

「どうしようもない親なら、いないほうがずっとマシだ」

　視線を遠くに向けてぽつりと言う。

　いつも会社で見ているような怖くて冷たい表情。いや、それよりもっと怖いかもしれない。ああ、そうだ、社長と支社の駐車場で会ったとき、あのときと同じだ。

「で……でも、そんなこと言っちゃダメですっ！　あの、どんな親でもちゃんとご健在なのは、素晴らしいことだと思います！」

「え？」

「だから、常務も社長のこと、そんなふうに言わないで。えっと、何か思うところがあるのなら、ちゃんと話して……」

　そこまで言って我に返る。

　親がいないほうがいい、だなんて思ってほしくないからって、いくらなんでも余計なこと……。

「すみません、言いすぎました」

　お詫びは四十五度、と意識しながら私は頭を下げる。

「あの、それじゃ失礼します」

「アンタはいい年して、親がいなくなってもまだ親離れできてないんだな」

　彼の吐き捨てるような辛しん辣らつな言葉に、胸をえぐられるような痛みを覚えた。

　ひどい……どうしてそんなひどいことが平気で言えるのっ！

　でも、今言葉を発したら泣きそうで、私はぐっと堪えて強く手を握りしめた。

　うつむいて息を大きく吐く。

　そして何も言わず、再び頭だけ下げて彼に背を向け、走り去った。

　大嫌い、大嫌い、大嫌いっ！

　あんな奴、やさしい笑顔っていうのも、イケメンっていうのも撤回！










記念祝典について




　ここに配属されてから早数週間。……かなり疲れている。

　今までいろんなことがあったけど、人のこと、『親離れできてない』とか、思い出しただけで腹が立つ。

　でも、一応変な男から助けてくれたのだから、それはそれでちゃんとお礼を言わないと。いや、あれはたまたま偶然で、彼は助けるつもりはなかったのかもしれない。

　昨日のことを思い出し、複雑な気持ちの中、今この秘書室に常務はいなくても、相変わらずの三人に心穏やかにはなれない。

　私は八つあたりするように、デスクの上にある資料をバサバサと乱暴に積み上げていった。

「おはようございます……嵯峨野常務」

　その声に顔を上げると、島津さんが、いつの間にかやってきていた彼に挨拶していた。

「ああ」

　そっけなく無愛想に答える常務に続いて、甲高い声。

「おはよ～ございますぅ！」

　向島さんと墨染さんがそろった甘ったるい声で彼に挨拶する。

　そして常務もいつもどおり彼女らのほうをチラッと見ただけ。明らかにこのふたりには興味はないといった感じ。

　そういえば、私にも彼は興味はない、って言ってたっけ。

「……桃山？　アンタは挨拶なしか？」

　常務の声にドキッとして、持っていた資料をドサッと床の上に落としてしまった。

　突然、手が震えて鼓動が速くなるのがわかる。

　昨日あんなひどいことを言われたというのに、ちょっと話しかけられたくらいでどうして動揺してるの。

　私がしゃがんで床に散らばった資料を必死になってかき集めていると、横から手が伸びてきた。

　そっと視線を向けると、同じ目の高さに常務の顔。

　彼は書類を一枚拾って、私に手渡す。

「……ありがとうございます」

　顔がカアッと赤くなっていってる気がする。いや、気がするんじゃなくて、なってる。こんなの、見られたくない。常務のことなんか大嫌いなのに、勘違いされたら困る。

「おい」

　その言葉に、書類を集めていた手が止まる。

「聞こえてるのか？」

「あ、あのっ、これは違いますからっ！　ちょっと風邪気味でその……」

　冷静になろうと意識すればするほど、焦って冷静になれない。

「誰もそんなことは聞いてない。挨拶ひとつもできないのか、アンタは？」

　邪険な言い方をする彼に、一瞬たじろいでしまう。

「暇があったら挨拶の練習でもすればどうだ？　無能な秘書だな」

　この人はふた言目にはすぐにそうやって、私のことを役立たずのように言う。

　理由はどうであれ、常務が私を選んだんじゃないですか？

　彼は散らかった書類の最後の一枚を私に渡すと、立ち上がり、常務室へと向かった。

「……ああ、そうだ。出張が早くなって明日からになった」

　途中で彼は振り向いて、思い出したように言った。

　急に予定変更？

　うちの会社では、役員の出張に秘書がついていく必要がある場合、男性役員には男性秘書が、女性役員には女性秘書がついていくことになっている。

　常務の場合は、塩屋課長がいつも一緒に行っているらしい。

「では、すぐに飛行機の手配を」

「明日のスケジュールはすべて変更しておきます」

「先方には、改めて別の日程をおうかがい致します」

　急に事態が変わっても、誰ひとり焦ることもなく、テキパキと段取りの変更に移り始める。

「そうしましたら常務、品川のホテルで行われるクレディ・マテリアルズ社の記念祝典は……」

　そんな中、墨染さんがなぜだか目をキラキラさせて聞いた。

「予定どおり出席する。前日、遅くなるが戻る」

「あの、記念祝典の付き添いは……？」

　向島さんが墨染さん同様、嬉しそうな表情で尋ねる。

　ああ、そうか、付き添い目当てってことか。

「こっちから連絡する」

　常務は面倒臭そうにそう答え、常務室へ入っていった。




「今度は私が一緒に行きたいわ。そして常務とふたり、周りからはお似合いですね、なんて言われて」

　少しして、向島さんがうっとりした表情で話し始める。

「何、言ってんのよ、無理、無理。やっぱり私が行かないとね」

　ふふん、と鼻で笑う墨染さん。

　また始まった。仕事の面では尊敬している人たちなのに、ちょっとがっかりする。

　私はそっと自分の席につき、途中までしかできていなかった仕事の続きを始める。

　こういうときは関わらないほうがいい。

「桃山さんは興味なさそうね」

「え？」

　顔を上げると向島さんが笑いながら聞いてきた。

　でもその笑い方は明らかに友好的なものではなく、ちょっと冷ややかな感じ。

　あまり話を広げたくないけど、今後のためにも、事務的なことで何か特別な準備が必要なのか聞いておいたほうがいいのだろうか。

「興味っていうよりも……そういう行事には何か、特別に対応すべきこととかあるんでしょうか？」

「今度の記念祝典って、言ってみれば男女同伴のパーティーみたいなもんよ」

　向島さんが説明してくれるけれど、異動初日に大量のつけまつげを見せられてから、瞬きするたびに、バサバサ動く彼女のまつげがどうも気になって仕方ない。

「パーティー？」

「そう、だから付き添いっていっても、ただ後ろからついていくって感じじゃなくて」

　今度は身を乗り出すようにして、墨染さんが会話に入ってきた。

　私は事務的な何か、についてを聞いているのだけど、答えの内容が少し違うような気がする。

「夫婦で招待されてる人だっているんだから。つまり嵯峨野常務は独身だから……」

　そこまでの言葉で容易に想像できた。

　だから女性秘書が代わりにってわけですか。なるほど、ふたりが浮かれてる理由ってこれなんだ。

　まぁ、好きなようにすればいいと思う。そんなの新参者の私がそんな場への付き添いなんてあり得ないし。




　今日で常務が留守の二日目。

　毎日、常務絡みでいろいろあったから、その張本人がいないとなるとやっぱり平和だなあ、と思ってたのはついさっきまで。

　嫌な予感と同時に誰かが私のデスクを人差し指でトントン叩いた。

　私はパソコンでお礼文のひな形を作成していた手を止めて、ため息が出そうになるのを我慢して視線を上げる。

　その人差し指、きれいに手入れされた爪を見ると誰か見当はつくけど。

「もう最近、桃山さんばっかで嫌になっちゃう！」

　ほら、やっぱり墨染さんだ。

「あの、いきなりそんなことを言われても意味がわからないんですけど？」

　せっかく平和二日目だったのに早くも崩れそうな雲行き。

「だーかーらー、また桃山さんご指名って」

「えーっと……？」

　何？　ご指名って？　意味がよくわからない。

「ちょっと待ってよ。また桃山さんご指名なの？　常務も変わった趣味してんのねぇ」

　そこへ向島さんもあきれた顔をして口を挟む。

「あの、本当に、意味がよくわかんないんですけど？」

　私は改めてふたりに向かって聞いてみた。私のことを言っているのに置いてけぼりにしないでほしい。

「クレディ・マテリアルズ社の記念祝典、あれから連絡がないし、もう明日のことだから、こっちから常務に聞いたのよ。そしたらなんて言ったと思う？　桃山さんと行くから、ですって！」

　は!?　ちょっと、待ってよ。それってどういうことよっ。なんで記念祝典なんてそんなきらびやかな場所に私？

　急すぎるその事態に倒れそうになる。

「あの、そのスケジュールって私、全然聞いてないですから」

　きっと何かの間違いのはず。

「今日連絡するって言ってたわよ？　そんなことより、同伴にまた常務が桃山さんを指名してきたのが納得いかないっ」

　そんなの私だって納得いかないってば。

「なんで桃山さんご指名なんだろ？」

　ウェーブさせた髪を指でくるくると巻きつけながら、向島さんはムスッとする。

「常務、実はロリコンだったり？」

　今度は墨染さんが口を尖らせて上向き加減で言った。

「やだー、それはないでしょう？」

　真剣な顔をしてその話に盛り上がるふたりに「あのっ！」と私は大きな声を出した。

「何？」

「何よ？」

　ふたりはうるさそうにこちらを向く。

「でもやっぱり私のほうには連絡ないし、何かの間違いだと」

　わずかな願いを込めて確認してみる。

「常務ははっきり『桃山さんと』って言った！」

　きっぱりと言う墨染さん。

　どうして？　この前の企画報告会議のときだって散々だったのに。それに私のこと嫌いなんでしょう？　常務はどういうつもりなの？

　これはもしかしたらまた私に何か嫌な思いをさせようとしている、ということも十分に考えられる。

「あの、もしそれが本当だったとしても、そういうの初めてで、だいたいどんな格好で行けばいいのか……」

　ムッとしているふたりにおずおずと聞いてみる。

「クレディ・マテリアルズ社でしょ？　あそこのマーチン社長って……」

　向島さんは面倒そうに答える。

　え？　社長って外国の人？

　まだ、常務に関係する会社すべてのことを把握していない私は、その事実にさえ驚いてしまう。

「そういえば彼って……」

　そこまで言って彼女は言葉を止め、少しして続けた。

「まあ、なんでもいいんじゃないの？」

「そうそう、適当なパーティー用の服でいいじゃん」

　墨染さんもどうでもいいような投げやりな返事。

　そんな簡単に言われても、私にはどう考えても無理だし、今日中に常務から連絡があるのならちゃんと断ろう。

　昼休み――ひとりで三階の食堂の窓側の席に座り、ぼんやりと外を眺めながら思う。

　隣のビル、向かいにあるビル……私と同じような仕事をしている人たちもいるんだろうな。それぞれに傲ごう慢まんな上司相手や、扱いにくい先輩がいながらも、みんな頑張っていたりするのかな。

　そしてため息をつく。

　そのときスマホが振動し、テーブルの上で小さく動いた。

　手に取り、着信を確かめるとディスプレイには『嵯峨野常務』の文字。

　例の記念祝典のことを言われるのだろうか。そう思った途端にドキドキしてきた。

　でもはっきり『無理です、できません』って断らないと。

「はい、桃山です」

　電話に出ると、いきなりの雑音とともに常務の声が聞こえた。

『明日の……、祝典……戻ったら、連絡するつもり……』

　電波障害なのか、なんかよくわからないけれど雑音が多くて時々プツッて切れそうな音がする。

「あの、電話が遠いようなんですが？」

『時間……、から……とり……遅れな……に』

　おそらく祝典のことを言っているのだと思うけれど、電波状態はますます悪くなるようでさっきよりも言っていることがわからない。

「祝典の件ですが……、私には無理……」

『……時間……だから……』

　私が祝典付き添いの断りをしようとしてるのに、私の言葉も彼には届いていないようだ。

「ちょっ、常務！　待ってください！」

　私の切羽つまった大きな声に、食堂にいた人たちがいっせいにこちらを見る。

「あのっ！　記念祝典は他の人に……！　お願いですから話、ちゃんと聞いてください！」

　耳に電話をぐっと押し付けるようにしても、常務の声は途切れ途切れにしか聞きとれない。

『場所の、地図は……メールで送信する、……は塩屋に……ように』

「メール？　塩屋課長？　ちょっと待ってください！」

『じゃ、当日、会場で。……ない、ように……』

　最後まで私の訴えは彼には届かなかったようで、一方的に電話は切れた。

　そもそも明日の仕事の連絡事項を電波状況のよくない電話で、しかも二、三分で終わらせる？　自分の都合ばかりでこっちの言い分は無視なんてあり得ない。

　今から折り返し電話してちゃんと断ろうか。

　でも、こっちから電話なんて……。

　さっき常務は、塩屋課長に聞けって言ってたようだけど、今は出張に同行してるはずなのに、どうしろと言うのだろう。

　聞こえない、とかそんなこと言ってないで、はっきり行けないって言えばよかった。

　詳しいこともわからないままの私が行って、どうなったって知らないからっ！
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　そして、その『どうなったって知らない』という自分のヤケがとんでもない事態となった。

　昨日はやはり気になり、仕事中も家に帰ってからも、一方的に送られてきた、地図だけが添付されたメールに、気がねしつつも何度も返信をしたし、電話も何回もかけたがつながらなかった。

　返事をよこさない常務のあまりのいい加減さに、私もさすがに投げやりになり、スマホの充電が切れたタイミングで連絡をすることもやめて、寝てしまったのだ。

　そして記念祝典当日。地図にあったホテルの会場につくなり、私は呆然とした。

　あきらめずに、ちゃんと連絡し続ければよかった……。後悔してももう遅い。

　時間も場所も間違っていないし、服装だってＴ．Ｐ．Ｏ．を考えて選んだつもりだった。濃いネイビーの透明感があるシフォンの膝ひざ丈ワンピース、昼間のパーティーだから肩出しはＮＧ。フレア袖の上にボレロを着て、極力露出カバー。そして首元には母親の遺品の真珠のネックレス。

　しかしそこまで気を遣って一生懸命考えた選択は、見事なまでの場違いだったのだ。

　ホテルの宴会場にはそんな格好の男女はひとりもおらず、日本人も、外国人も、みんな和装……私以外のみんな、女性は着物、男性は紋付袴、だったのだ。

　どうして全員、和装なの。

　あのときの向島さんと墨染さんの様子を思い出す。

　――『適当なパーティー用の服でいいじゃん』

　同時にニヤリ、と笑うふたりの顔が浮かんだ。

　私のこと、騙だましたの？

　いくら仕事がデキるからって信用するんじゃなかった。でも今更、あのふたりを恨んでみたところで、この事態が変わるわけもない。

　私は大きな宴会場のドアを前に、立ち尽くした。




「あの、どうされましたか？」

　その声に振り返ると、ホテルのスタッフらしき男性が私を見ていた。

「あの、あの、えーっと」

　とりあえず、この場違いな私が怪しい者ではないということを伝えなければ、と必死になるけれど、何から伝えればいいのか、何も浮かんでこない。

　この男性スタッフは笑顔だけれど、和装の中に私だけが洋装なんて、どう見ても怪しいと思っているはずだ。

　つまみ出されてしまうかも!?と焦りだしたとき、彼はうかがうように「あの、嵯峨野商事の……桃山様、ですか？」と私に言った。

「はい……？」

　意外な言葉に私はきょとんとした顔になる。

「塩屋様がお待ちです。こちらへ」

　塩屋？　課長？　どうして課長が？　どうしよう。もしかして私が洋装で来たことを知ってる？

　知らないで来たなんて、こんな状態は当然会社にとって恥だから、いくら穏やかな彼でもさすがに怒るだろう。

　私は足どり重く、そのスタッフのあとについて歩く。

　私が思っていた以上に盛大なパーティーだし、この会社が大事な取引先の可能性ってことは十分にあり得る。もし何か会社にとって不都合なことが起これば……。考えてゾッとした。

「桃山さん！」

　ホテルのスタッフが連れてきてくれた場所に、焦った表情の塩屋課長が立っていた。

　彼が焦るのも当然だ。

「もっ、申し訳……」

「そういうのはあとでいいから、早くこっちに来て！」

　塩屋課長は私を手招きし、早足で歩き始めたので、慌ててついていく。

　そして私が連れてこられたのは、控え室のようなところだった。ホテルのスタッフの人たちや、おそらく招待客であろう和装姿の男女が出たり入ったりしている。

　……何これ？

「桃山さんから連絡が入るからと、常務に言われていたのですが……」

　そう言って、課長は私に大きな風呂敷包みを渡した。

「でも課長、常務の出張に同行してたんじゃ……？」

「常務から預かったその荷物を桃山さんが取りに来るはずだからと言われ、一日早めに戻りました。でも桃山さんから連絡がなく、こちらから何度もかけたのですが、つながらなくて」

　つながらない……？　私は慌てて小さなバッグからスマホを取り出し、画面を見ると、上のほうに着信があったことを知らせる小さなアイコンを見つけた。

「……申し訳ありません」

「いや、もういいですよ。結局桃山さんが取りに来られなかったと常務に連絡すると、ここに持って来るように、と言われて。いったいどうしたんですか？」

　課長は私をとがめることもせず、いつもの静かな口調で聞いた。

「あ、えっとそれは……」

　昨日かかってきた、途切れ途切れの電話、あれは『塩屋課長は前日に戻っているから聞け』っていうことだったのか。

「クレディ・マテリアルズ社の社長は大の日本好きで、こういう祝典なんかは必ず和装で出席することになっているんです」

「そうだったんですか」

　知らなかった。でも向島さんと墨染さんは知ってるふうだったのにひと言もそんなこと……。

　でも今更理解したところで、着物なんて持ってない。

　私の不安そうな表情から察して、課長がにっこりと笑って言った。

「大丈夫、それ着物ですから」

　そう言って、私に渡した風呂敷包みを指差す。

「え？」

「ああ、時間がないので話はあとで。僕は他に行くところがあるので、このあとひとりで女性用の控え室に行ってくださいね。よろしくお願いします」

　それだけ言うと、課長は急いでどこかへ行ってしまった。

　いったい、何がどうなってるんだろう。でも、私がちゃんと詳細を確認していればこんなことまでにはならなかったはず。

　感情的になって投げやり状態で勝手な自己判断の結果がこれだ。

　それにしても、常務が課長にそんな伝言をしていたなんて、私のこと、よっぽど頼りにならない奴だと思ってるってことなんだ……。

　落胆し、やりきれない思いで『woman』と書かれた控え室の大きなドアを開けた。

「まあまあ、お待ちしてましたよ」

「え？」

　控え室のドアを開けると、小太りの中年女性がにこやかに私に話しかけ、腕を引っ張る。

「え？　あの？」

　そして彼女は奥にある、また別の部屋の鏡の近くまで私を連れていき、持っていた風呂敷包みを私から取り上げるようにしてテーブルに置いた。

　部屋の中を見渡すと、着崩れた着物を直してもらっている女性や、着付けをしてもらっている女性、座ってくつろいでいる女性など、いろんな人がいた。

　どうやらこの控え室は、着付けや休憩のために使われているようだ。

「さあ、始めましょうか」

　そう言いながら、彼女はさっき自分がテーブルに置いた風呂敷包みを広げる。

「あの？」

「大丈夫です。できるだけ早く仕上げさせていただきます」

　そう言って彼女は自信ありげに胸を叩いた。

「はあ」

「はい、そのドレスを脱いで。足た袋びを先に履いていてくださいね？　着付けてからじゃ、大変だから」

　私に足袋を渡しながら、彼女は風呂敷の中から手際よく長なが襦じゅ袢ばんや腰こし紐ひもを取り出す。

「えーっと、じゃあね……」

　そしてあっという間に彼女は私を着物姿に変身させていった。

「はい、できました」

　ふう、と汗をぬぐうような仕草をしながら彼女は満足そうに笑って、私を鏡の前に立たせる。鏡に映る振袖姿の私に向かって彼女が言った。

「改めて見ると、本当にステキな着物ですね。あ、もちろん、アナタも」

　そんなことを言われても、よくわからない。

「はあ」

　それは気のない返事となって表れる。

「この艶やかな色でアナタの顔がとっても映える。きっとアナタによく似合う色をわかってる方が選んだんでしょうね。しかもこの京友禅、手描友禅だし、それに負けないくらい帯も立派な……」

　さっきから彼女は少し興奮気味に話しているけど、どう返事をしていいのか困ってしまう。

「こんなステキな着物を着付けできるなんて、ラッキーでした」

「そんなにステキですか……」

　私は腕を広げたり、足元を見たりするけれど、着物のよさなんていまひとつわからない。

「もっと嬉しそうな顔してくださいよ？　だって、そうねえ、帯と合わせて三百万はくだらないんじゃないかしら？　そんな素晴らしい着物を着られたんだから」

　は？　今なんて言った？　さ、さんびゃくまん……!?　どういうことよ、その恐ろしい金額！

「えっと、そんなにこれ、高価なんですか？」

　私は振袖をもう一度そっと触ってみるけれど、どこがどういいのか、やっぱりよくわからない。

　私のそんな仕草を見て彼女は笑う。

「まあ、まあ、知らなかったんですか？　でもこんなステキな着物を用意してくれるなんていい会社ですね。きっとアナタの上司にあたる人はすごくいい人、なんでしょうね」

　は？　いい人……？　塩屋課長は常務からこの着物を預かってきた、って言ってたよね。……ってことは常務がいい人？

　いやいや、それはないだろう。

「早く宴会場へ行かれるといいですよ？」

「あっ！」

　そうだった、これで終わりじゃなかったんだ。

「お忙しい中、ありがとうございました」

　ペコリと頭を下げる私に、彼女は笑顔で小さく手を振って応えた。




　控え室の大きな木製の重いドアを開けて廊下へと出てみたものの、私だけが宴会場に入るわけにもいかないし、これからどうしたらいいんだろう？　塩屋課長は行くところがあるって忙しそうにしていたけど、もしかしたらまだここに残ってるかもしれない。下手に動くとまた失敗しそうだから、とりあえず急いで彼を探そう。

　でも着物なんて着慣れてないから、動きにくいやら苦しいやら。

　おまけに頭の中を三百万の数字がちらつき、着物をどうにか汚さないように、と気遣うとなかなかうまく歩けない。

「塩屋課長……ってばあ」

　それでも頑張って課長を探してみたけど、むなしく時間が過ぎていくだけで、見つけることはできなかった。

　やっぱりもう帰ったのかもしれない。そう思うと急に心細くなってきた。

「塩屋……課……」

　どうしよう。もうすぐ祝典が始まる時間なのに。

「彼は次の仕事があるから帰った」

「そっか、やっぱり……って、え？　今誰が言ったの？」

『誰』と言いながらも聞き覚えのあるその声に、変な汗が背中に流れる。

「何やってんだ。パーティーは女性同伴なんだから、そばについてもらってないと困るだろっ」

「わっ！　出たっ!!」

　嵯峨野常務っ！

　しまった、と慌てて口を押さえてもすでに遅く……。

「何、人をバケモノみたいに言ってんだ？　相変わらず緊張感のない無能な秘書だな」

　怒ってますね、これは確実に。

　袴姿のせいか、腕を組んで怒ってる常務の顔が、より一層強調されているような感じだ。

　それにしても『緊張感のない無能な秘書』ですって？

　ますます言い方がひどくなっていってるように思えるのは、気のせいではないはずだ。さっき塩屋課長が全員和装って言ってたけれど。

　……常務の姿を改めて見ると……。

　さしずめどこかの怪しげなナントカ組ってところ？　なんて思ったら笑いそうになってしまう。

「どうして洋装で来た？」

　私の肩がビクッと動く。

「それは……」

　まだ何も言ってないのに、そんなに睨まなくてもいいじゃないですか。

「あの、向島さんと墨染さんから……」

　人のせいにするのは子どもじみてよくないと思ったけれど、このまま黙ってたってロクなことにならないし。

「バカか！　オマエはっ！」

　ひいぃぃっ！　そんな怒鳴らなくてもいいじゃないのっ！

　わかってはいたけれど、想像以上の常務の怒りにうろたえてしまう。

　常務の大声と、私の変に身構えた体勢のせいで、周りの人たちが不思議そうな顔をしてこちらを見る。

「なんであんな奴らの言うことを聞く!?　どんな奴らかわかってるだろっ！」

　さっきからバカとか無能とか。確かにそうかもしれないけど、でも、だって、まだよくわからないことが多いし自分で判断することもできないから、先輩に聞いて何が悪いんですか。

「だから塩屋に聞けって言ったんだ！　あいつらがオマエに素直に協力するわけないだろっ？　そんなこともわからないのか！」

　確かによく考えたら、自分たちが行きたかったのに私が行くことに協力してくれるなんて、あのふたりにはあり得ない。

「申し訳ありません」

　私は何も言い返さず、頭を下げた。そのとき着物が目に入り、着付けのときに言われたことを思い出す。

　あ、そうだ。三百万の着物って言ってたっけ。

「あの、この着物のことなんですが……」

「なんだ？」

「えっと、三百万って聞いて……」

　おずおずと小さな声で彼に言う。

「何が不満なんだ？」

　そういう意味じゃなくて。

「不満とかじゃなくて、確かに大切な集まりだとは思いますけど、何もここまで高いものを用意しなくても」

　私の言葉に常務の眉がぴくりと動いた。

　え？　何？　何か怒らせるようなこと言った？

「服装のことは私が悪かったですけど、でも――」

「じゃあ、ここで脱げ」

　は？

「俺がわざわざ選んだのに、その着物が気に入らないって言うのなら、ここで脱いで裸でいればいいだろう」

　何、言ってるの、この人。

　開いた口が塞がらない。

　沈黙のまま腕を組み、腹立たしそうな表情で立つ常務と、あきれ顔の私のそばを、さっきからみんながクスクスと笑いながら通り過ぎていく。

「時間がない。行くぞ」

　いきなり常務が私の手を引っ張って歩き始める。

「わっ！　え？」

　急に強く引かれて転びそうになり、思わず彼の手をぎゅっと握ると、その大きくて温かい手になぜかホッとした。

「ど、どこへ……」

「バカ、何しに来たんだ？」

　また、バカって言う。でも今度はあまり腹が立たないのはどうして？

「向こうの社長に挨拶するから」

　そうだった、そのために来たんだった。肝心なことを忘れてた。

「それにしても馬子にも衣装、とはよく言ったもんだ」

「……っ!?　それってどういう意味ですかっ!!」

　見ると、彼の広い背中、肩が揺れている。

「あの、……笑ってるんですか？」

　どうしても聞いてみたくて、でもどうせ聞こえないだろうと、彼の背中に向かって声をかけてみる。

　その途端、歩く速度が落ちた。

　聞こえちゃった？

　少しだけ振り向いた常務は、やさしい柔和な笑顔を私に見せた。

　その顔を見たら私も嬉しくなって、思わず微ほほ笑えみ返す。

「表情がすぐに変わる忙しい奴……。これから何かあるときは先に俺に言え」

「……はい」

　再び歩く足を速める常務。そして自分の手元を見れば彼の大きな手がある。

　この着物、さっき常務が選んだって言ってたっけ。

『きっとアナタによく似合う色をわかってる方が選んだんでしょうね』

　さっき着付けのときに言われた言葉を同時に思い出す。

　やだ、熱が出てきたように身体が熱くなってきた。

　意地悪で大嫌いなはずなのに、心のどこかで今のままずっと彼の手の温かさを感じていたいと思っている自分がいる。

　どうしてだろう？　どうしてそんなことを思うんだろう？










三百万について




　週明け、着物の件を向島さんと墨染さんに抗議してやろうかとも思ったけど、そんなことをしたら、またあとで何をされるかわからないから、黙っておくことにした。

　でもあの着物、どうしよう。

　結局、あのまま着て帰ってしまったし、休みの間に指示でもあるのかと思ったけれど、あれきり常務からも塩屋課長からもなんの連絡もなかった。

　でも、だからといってこのまま私が持っているわけにもいかないから、早く返さないと。

「ねえ、ねえ、桃山さん？　パーティーどうだった？」

「常務と一緒で楽しかった？」

　案の定、墨染さんと向島さんはニヤニヤしながら私に聞いてきた。

　やはり彼女たちは、洋装ではダメだったことを知っていたんだろう。

　その嬉しそうな顔から見て、私が洋装で行ったはずだからきっとトラブルになったんだろうと思っているに違いない。

「一応、業務はこなせました」

　私は目を合わせることもなく、机の上の書類を整理しながら答えた。

　思惑どおりにならなくて残念でした、って言いたかったけど、これもまたあとが面倒なので言葉にするのをやめた。

　そんなことよりも、仕事、仕事。メール確認して必要なものをプリントアウトして、それから……。

「ねぇ、なんか大変なことがあったんじゃないの？」

「そうそう、たとえば、服装のこととか」

　我慢しきれなかったのか、彼女たちのほうから『何かあった』という前提で話をしてきた。

　仕事をしていた手を止めると、ワクワクしているふたりの気配が伝わってくる。まだそばにいるけど相手にはしない。

　そのときちょうど秘書室のドアが開き、常務が入ってきた。

　途端に彼女たちは彼のほうを向いて、にこやかに挨拶をする。

　私も頭を下げながら、今はややこしいから何事もなくそのまま通り過ぎてくださいよ、と心の中で祈る。

　なのにその願いもむなしく、彼はまっすぐ私に向かってやってきた。

「あの着物は桃山が持っておけ」

　え？　ちょっと待ってよ、『持っておけ』ってどういうこと？

　言ってることがいきなりすぎて意味がよくわからない。

「えっとそれってどういう……」

「あれはオマエ用にあつらえたんだ。だから桃山のものだ。何が不満あるんだ？」

　私のもの？　嘘でしょ!?

　不満とか言う前に、そんな高価なもの、自分のものにできるわけないでしょっ。

「ダメです！」

　必死で否定する私に続いて、向島さんと墨染さんが食いつくように常務に聞く。

「なんですか？　桃山さんのものってどういう意味なんでしょうか？」

「着物ってどういうことなんですか？」

　常務は向島さんと墨染さんを無視して、奥の常務室のドアノブに手をかけた。

「待ってください！　あんな高価なもの、いただけませんっ」

　必死になる私の声に常務は振り向く。

「ねぇ、ねぇ、パーティーで何があったの？」

「ちゃんと説明してよ」

　向島さんと墨染さんは、常務に無視されたからか、今度は私にしつこく聞いてくるけれど、そんなの相手にしてられない。

「俺が持ってたって仕方ないだろう」

「そうかもしれないですけど、でも――」

　頑として拒否する私に彼はイライラしたのか、声を荒げた。

「そんなに気に入らなかったのか！」

「だって、……三百万……」

　常務の声に心臓が縮み上がりそうになりながらも、小さな声で言い返す。

「え？　三百万？」

「何それ？」

　向島さんと墨染さんが同時に私を見た。

　そしてさすがに『三百万』と聞いて興味なさそうにしていた島津さんもぴくっと反応して私を見る。

「それがどうしたって言うんだ！」

「そりゃ、常務からしたらそんな金額は大したことないのかもしれませんが、私はその……」

　なんだかこれって貧乏人のひがみみたい。そう思ったら声はもっと小さくなり、途中で止まった。

「……とりあえず、桃山が持っておけ」

　彼は深いため息をついたあと、静かにそれだけ言って常務室に入っていった。

　バタン、と閉まるドアの音。

「ねぇねぇ、どういうこと？」

「何があったの？」

　お願いだからふたりは黙ってて……。

　私はうなだれながら席についた。




　あ、もう真っ暗だ。秋は日が暮れるのも早いなぁ。

　仕事も終わり、駅まで歩く道すがら、いろんなことを考える。

　冷静に考えれば、常務が私にあの着物を持っておけ、と言ったのは、結局は自分の恥、会社の恥になるから、これから先また同じようなことがあったときに着ればいい、ってことなのかもしれない。

　だから決して〝私のために〟という意味ではないのだ。

　ああ、そっか、そうなんだ、なんだか少し気持ちが沈む。……って、あれ？　ここって落ち込む場面？　そりゃ仕事失敗したのは事実だけど。

　ふと雑踏の中で立ち止まり、空を見上げると、秋の冷たい風が頬をなでる。

　夜空の中に背の高いビルがたくさんあって、なぜか、常務の顔が浮かぶ。

　あんな人、大嫌い。だけど……。

　再び彼を想うと、今度は急に胸の奥がぎゅうっと苦しくなる。

　ひどいことを言われたり、嫌なことをされたりするけど、最後には、彼は私をいろんな場面で助けてくれている。

　もしかしたら私が気づいていないだけで、自分で思っている以上にもっとたくさん、助けてくれているのかもしれない。

　そして時折見せる彼の温かい笑顔はいつの間にか私の心を掴んで離さない。

　……ああ、やだ、私。考えたくないけど、あの人のこと……大嫌いなのと同じくらいに……もしかしたら、好きなのかもしれない。

　いろんなことを考えながら駅前まで来ると、百貨店や商業施設が増えてきて、灯りも多く、会社の周辺より明るい。

　そういえば前にここで常務と会ったっけ。

　あのとき、私のこと、中学生だの、高校生だの言って……。

「あ、姉ちゃん？」

　聞き覚えのある声に呼ばれて、ドキッとして立ち止まる。ゆっくりと振り向くと、弟の賢が手を振って立っていた。

「何、驚いてんだよ？」

　クスクスと笑いながら彼は近づいてきた。

「だって急に声かけるから……。それより賢、どうしたの？　今帰り？」

「うん。学校が早く終わったから、乗り換え駅のここで、友達とちょっとコーヒー飲んでたらこの時間になってさ。姉ちゃんも帰り？」

　こんな場所で会うとなんか嬉しい。さっきまでの疲れもどこかへ飛んでいってしまいそう。やっぱり家族の存在っていいなあ。

「うん、じゃあ、一緒に帰ろうか。そうだ、明日のご飯の買い物しないといけないんだった」

「いいよ、手伝う」

「やった！　重い荷物持つのは大変だから助かる！」

　快く承知してくれる賢に思わず手を叩いて喜ぶ。

　それにしても、賢ってついこの前まで泣きべそかいて私の後ろに隠れていたのに、今じゃ横に並ぶたびに背が高くなっている。

　まあ、考えたら大学生なんだし、私のほうが何かと頼りにしているかもしれない。彼だけじゃない、妹たちもそう。最近は忙しさにかまけて、晩ご飯はいつも玲奈に頼んでいるし。咲希だってまだ小学生。何も言わないけれど、きっと我慢していることも多いんじゃないだろうか。




　私は駅に隣接されているショッピングセンターの大きなドアを開けながら、賢に尋ねた。

「いろいろ買ってもいい？」

「いいよ。俺、力あり余ってるから」

「さすが、頼りになる！」

　そう言ってふたり顔を合わせて笑う。

「あ、そうそう」

　カートに買い物かごを置きながら、思い出したように彼が言った。

「あのさ、今度の咲希の土曜参観なんだけど、来るなって言われたんだよ」

「え？　どうして？」

　小学校の土曜参観は父親が来る家庭が多いから、いつも賢に頼んでいたのに。

「俺にもわかんない。急に言われちゃってさ」

　どうしてだろう。今まで咲希も、賢が行くことを喜んでいたのに、もしかして咲希は賢のために無理して我慢しているとか。

「まあ、また気が変わるかもしれないし。俺は当日、予定入れないようにしておくから」

「あ、うん……」

　浮かない返事をする私に、賢は明るい笑顔で売り場の一角を指差す。

「ほら。キャベツ、今日特売だって。ひと玉買っとく？」

　そう言いながら、たくさんの野菜が並んでいるコーナーへと向かった。




「おはよう……ございます」

　翌日、秘書室に入るとみんなの様子がちょっとおかしい感じがした。

　どうしてだろう。今日はいつにもなく真面目に見える。

　墨染さん、向島さんのふたりはファッション雑誌を眺めることもせず、爪を磨くでもなく、書類の整理をしたり、パソコンで文書を作成したり。

　いつもわけのわからない分厚い本を読んでいる島津さんも同様、忙しそうに動き回っている。

　これがあたり前なんだけど、なんだか気持ち悪い。

　しんと静まり返った部屋の中、突然墨染さんが言った。

「ねえ、桃山さん？　常務にコーヒー持ってってよ」

　え？　それっていつも自分が率先してやってなかったっけ？　それより、いつもは遅い常務ももう来てるの？

　特に予定があるとは聞いていないけど、理由はどうであれ、私のほうが出社するのが遅いってことでまたどんな嫌味を言われるか。

「ねえ、桃山さん？　聞いてる？」

「えっ！　あっ、はい。でもそれって……」

「いいから。今日は桃山さんに代わってあげる」

　あげる、と言われても、私はそれをありがたいとはまったく感じない。

「それから他の常務直接の用事も桃山さんがやってよ」

　今度は向島さんが言う。

　そういうの、いつもふたりともやりたがっていたはずなのに、急に私にやれとはどういうことなんだろう。

　島津さんのほうを見ると、一瞬目が合ったけどすぐに逸らされて、気づかなかったフリをされる。

　仕方ない。

　私は社内用の小さなバッグを自分の席に置き、急いで給湯室へと向かった。




　また、何かひと波乱が起きる予兆なんだろうか。

　考えたところで見当もつかないから、とりあえず常務のコーヒーを用意しよう。確か常務は濃い目のコーヒーが好きだって聞いたから……。あれ？　そうだっけ？　こういうのって、いつも向島さんか墨染さんがやっていたから、いざとなるとよくわからない。

　いつも休憩するときにこの給湯室を利用しているのに、常務の飲み物を用意するためとなると、いろんなものがそろっていることに改めて気がつく。

　食器だってどこかのブランドだろう、高価そうなものがずらりと並べられている。

　私はその中から、常務室でよく見るカップとソーサーを取り出した。

　きれいな、深い、ブルー。

　ドリッパーにフィルターをセットして、コーヒーを淹いれる用意をする。

　少しして、コポコポと音をたてながらコーヒーのいい香りがあたり一面に立ち込め、一滴、一滴、落ちるコーヒーをじっと眺めながら考える。

　今日はまだ常務を見ていないからよくわからないけど、さっきの三人の様子から、明らかに彼がいつもと違うだろうというのは推測できる。

　どうしたんだろう？

　なんだかいつもより気になってしまう。

　やっぱり私は常務のことを……？

　いつか一番好きな人と出逢って、それから結婚して、きょうだいがいる家の近くにふたりで住んで、みんなで時々一緒に食事したり、出かけたり。

　そういうの、夢だったんだけどなあ。

　――たとえばそれが常務だとしたら？

　私ったら、何考えてるんだろう。そんなの絶対あり得ない。

　最後の一滴が落ちて、カップにコーヒーを注ぐと湯気が広がった。ブラックコーヒーの中にゆらりと自分の顔が映る。

　企画報告会議のとき、駐車場で社長と出くわして聞いた言葉がふいによみがえる。

『決まった相手がいる』

　あれは、常務には将来を約束された女性がいるから、という意味なんだろう。

　私の思い描く結婚と、彼のしようとする結婚は、真逆に位置する。

『俺は桃山に興味はないし、それはアンタも同じだろう？』

　ああ、そうだ。わかっているのに、私の中に切ない思いが込み上げてくる。




「失礼します。コーヒーをお持ちしました」

　手元に気をつけながらコーヒーを持って常務室に入ると、彼は席につき、何も言わず書類をじっと見つめている。

　後ろの窓はブラインドが上がっていて、まぶしい朝の日差しが入り込んでいた。直視して思わず目を細める。

　光に包まれている常務の姿は、まるで何かの絵画のよう。

　ダメだ、なんだか急に緊張してきた。早く置いて出ていこう。

「あの、ここに置いておきます」

　デスクの隅のほうにカップを置きながら声をかけても、まったく反応がない。いわゆる〝無視〟って態度。

　そっか、みんなの様子が変だったのはこれか。

　どうも常務の機嫌がすこぶる悪いようだ。いつもたいてい不機嫌だけど、ここまで無視することはなかったから相当なものだ。

　触らぬ神に祟たたりなし！

　私はそっと部屋から出ていこうとしたけれど、背中に感じる冷たい視線に、ドアノブにかけた手が止まる。

　私、何か気に障るようなことやった？

　ここまで機嫌が悪いと、原因がわからないだけ余計に怖い。でも私は何も言えず、黙ってそのままそっと部屋を出た。

　バタン、とドアを閉めて天井を仰ぎ、ため息。

　それと同時に向島さんと墨染さんが、慌てて私のほうに駆け寄ってきた。

「ねぇ、ねぇ、常務どうだった？」

「まだ機嫌悪い？」

　ほらやっぱり。ふたりとも知ってたんだ。機嫌が悪いのをわかっていて何も言わず、私にコーヒー持っていけとか言ったんだ。

「そうですねぇ、ものすごく機嫌悪かったですよ」

　私は小さな仕返しで脅かしてやろうと、わざとニヤッと笑い、ジェスチャーを交えて大げさに言った。

「うわあああ、どうしよう」

「えええ、そうなの？」

　ふたりが同時に言う。

「でも、何があったのかしら？」

「本当ね」

　常務のことを気にする彼女たちをおいて、私は自分の席についた。

　でも結局私も彼女たち同様、常務のことが気になり、仕事する手が止まってしまう。

「……桃山さん、どうしたの？　最近疲れてるみたいね……？」

　耳に息がかかるくらいに近い距離からこそっと声が聞こえた。

「ぎゃ」

　何!?　もう、びっくりした。

　声のほうを見ると間近に島津さんの顔。いつも彼女は〝気がついたらすぐ近くにいた〟みたいな登場の仕方ばかりだ。

「あ、あの、別に疲れてないですから。大丈夫です、はい」

　島津さんとはまだまともに会話したこともないせいなのか、私は少し焦って答える。

「そうかしら？　桃山さんの表情見てたらわかるわよ」

　言いながら笑顔になる島津さん。

　え……笑った……？

　年齢的に私のお母さんと同じくらいだろう。そんなふうに微笑まれると、島津さんでも嬉しいような、懐かしいような……そんな気持ちになる。

「……いつもあのふたりに振り回されているし、常務のこととか、いろいろ思うところがあるんじゃないの？」

　彼女はゆっくりと言葉を続けた。

「で……でも、その……」

　戸惑う私に、島津さんは目を細め、やさしい笑顔で言った。

「話すことですっきりすること、あると思うし」

　そうだけど……でも一応先輩だし、仕事がデキるだけに文句なんてとても言えない。常務のことだって、悪口を誰かに言うと、どこから彼に届いてしまうかわからなくて怖い。

　私の気持ちがわかるのか、彼女はうんうんと静かにうなずく。彼女の言葉はなぜか温かく私に伝わって、島津さんが菩ぼ薩さつ様のように見えてきた。

　眼鏡を外し、目をごしごしとこすって再び島津さんを見る。

「よかったら今日、仕事終わったら少し話さない？　ああ、……そんなに時間はとらせないから」

「え？」

「桃山さん、今までもいろいろ大変だったものね。ゆっくり話して、少しでも吐き出さなきゃ、ね？」

　そこまで言われると、今まで気負って頑張ってきた力がなんだか抜けていく。

　本当にお母さんみたいに思えてきた。

「は……はい……」

　島津さんって、思っていたような変な人じゃなかった。本当はやさしい、いい人なんだ。今までの私の報われない苦労とかちゃんと見てくれてたんだ。さすが大先輩。










勧誘について




　仕事が終わり、私は島津さんが指定したカフェを探すのに迷ってしまい、約束の時間に少し遅れて到着した。『仕事が終わってから、社内の喫茶室でもいい』って言ったのに、ゆっくり話ができるカフェをわざわざ選んでくれた。

　私に気づいた島津さんは手を振る。

　私は足早で彼女の元へと急いだ。

「すみません、遅れました」

　あれ？　気のせいなのか、職場よりも彼女の表情が明るく感じる。

　島津さんもきっとあそこではいろいろ苦労していて、会社から出ると解放された気持ちになるのかもしれない。大先輩の彼女だから、私なんかよりずっと感情のオンとオフの切り替えがうまいのだろう。

　島津さんが座っているのは円形テーブルで、それを囲むように椅子が六脚ほど。その席についているのは、島津さんだけではなく、いろんな年齢層の女性数人が、ニコニコと私を見ていた。

　驚いた顔をしていると島津さんは言った。

「ああ、彼女たちはね、私の友達……というか、同じことを大切に思う〝同志〟というか……」

　とりあえず、空いていた島津さんの隣の席につき、テーラードジャケットを脱ぐ。

「同志、ですか？」

　私は首をかしげながら答えた。

　そしてテーブルにある黒の背表紙の分厚い本が何気なく目に入った。

　どこかで見たことあるような……。そうだ、これ、いつも島津さんが読んでる本だ。

　私がその本をじっと見ていると、島津さんが言った。

「ああ、これ、仕事中でも時間があったら読んでるの、気づいてた？」

　いや、時間があったらというよりも、いつも最優先で読んでいるように思ってたんだけど。

「ふふ、島津さん、職場でも読んでるなんて熱心なんですね」

　島津さんと反対側の、私の隣に座っている女性が言った。髪を後ろで束ね、花柄ワンピースを着ている彼女、年は私と同年代くらいのようだ。

「あたり前よ、大切な言葉がたくさん書かれているんだもの」

　島津さんが今までに見たこともないような笑顔で答えたので、私は呆気にとられてしまう。

「はじめまして。いろいろ職場で苦労してるんですってね？」

　私の斜め向かいにいる、品のよさそうな中年の女性が明るく私に話しかけてきた。

　どうしてそんなこと、知ってるの……？

「私もね、会社に勤めてた頃はいろいろあったわ」

　今度は小さな子どもを自分の隣に座らせている女性が、思い出すように話し始める。

「あ、あの……？」

　何、これ？　どうなってんの？　なんの集まり？

「こんばんは」

　その女性の連れていた幼稚園児くらいの小さな男の子がにっこり笑う。

「あ、うん、こんばんは」

　不思議に思いながら、とりあえず返事をする。

「島津さんから聞いたけど本当に……、本当に苦労されてるのね」

　え、えーと、えっと、ねぎらってもらうのは嬉しいけれど、そんな神妙な顔をされると、その……何もそこまでって感じなんだけど。

「あの、島津さん……」

　助けを求めるように彼女を見る。

「ごめんなさいね、桃山さんが仕事でいつも大変な思いをしてるってみんなに相談したの……」

「はあ……」

「そうしたらね、みんな桃山さんのことを真剣に思ってくれたの。ここにいる人たちはみんな思いやりがあって、桃山さんの味方なのよ？」

　やさしい言葉をかけてくれるから、そう、だとは思うけど。

「私もね、こうしてみんなに話を聞いてもらったり、先生様にお言葉をいただいたりしてここまで頑張ってこれたのよ」

　へ？　先生様？　『先生様』って何？

　そして私が考える隙もなく、さっきの子ども連れの女性が少し涙ぐんで話しだした。

「この子ね、今はこうして元気でいるけれど、実は生まれてすぐ、生きていくことが難しい病気が見つかったの」

　さっき挨拶してくれたその男の子は、彼女の隣でおとなしく座り、本を読んでいる。

　両親を亡くした私にとって、その話はさすがに胸に痛い。

「そうなんですか……」

　親に先立たれるのもとても悲しいのに、もし子どもに先立たれたりしたら残された親の思いは……。

　うつむき、ハンカチで目頭を押さえる彼女を見ていると、私まで涙がこぼれそうになる。

　そして彼女は気持ちを落ち着かせるようにひとつ息をついて笑顔を見せた。

「そんなときにね、島津さんに出会ったの。そして施設に連れていってもらって不幸を汲みとる壺を……」

「壺？」

「おかしいでしょ？　でもね、切羽つまるともう、なんでもいいから、すがりたいって思いだったの」

　いや、その〝切羽つまる〟ってところまではわかるけど、どうして〝壺〟なのかはわからない。

　でも、さっきからおとなしく本を読んでいる男の子と、彼をやさしい眼まな差ざしで見つめる女性を見ていると、壺はどうであれ、やっぱり親子っていいなと思う。

「彼女の言ってる壺の話は本当よ？」

　島津さんが私の肩を叩いて笑顔を向けた。

　そこ？　その〝壺〟を強調するんですか？

「彼女たちを見ていたらわかるでしょう？　でもね、先生様の念が入ったものだから、選ばれた人しか手に入れることができないのよ」

　私を取り囲むように座っている女性全員が、うんうん、とうなずく。

「そして問題は……その壺、とても高額なの」

「お金、いるんですか……」

　そう言いながら小さな男の子を見ると、その子はまたにっこりとかわいい笑顔を向けた。

　なんでもいいからすがりたいって気持ち、この子の笑顔を見るとわかる。私もそういえば両親が亡くなって、どうしようもなく途方に暮れて、同じことを思ったことがあったっけ。

「ええ、いつも頑張ってる桃山さんに、特別に壺を紹介してあげようと思ったの」

　え？　私に？　壺？　そんな急に言われても。

「ああ、大丈夫よ？　急すぎですもんね」

　島津さんの、会社で見せたことのないようなまぶしい笑顔に、『この人、本当に島津さんなんだろうか』と思ってしまう。

「そうよ、まずは私たちがいつも行く先生様のところに一緒に行かない？」

「行くだけで気持ちがふうっと軽くなるわ」

「深く考えなくて大丈夫よ？」

　みんながいっせいに、私のほうに身を乗り出してきた。

　そんな彼女たちの笑顔になんだか圧倒され、断れない空気が漂い始める。

「壺はね、二百五十万するし……」

　誰かが言った。

「ええっ!!」

　二百五十万って何それ、高すぎ！　そんなお金ない。

「まあ、金額にびっくりするのはあたり前よね」

　私の驚く姿に、向かい側に座っていた中年女性が口に手をあてて上品に笑う。

　そうそう。私は必死になって何度もうなずく。

「何もわからないまま高額なお金なんて誰も払えないもの。だからとりあえず、先生様のところへ話を聞きに行きましょう？ってことなのよ」

　なんか、島津さんに話を聞いてもらう、ってだけだったのに、とんでもない話に発展してない？

「それでね、最初にお話を聞くのに五十万円……」

　は？　ちょっと、待ってよ、それでも五十万円って。

「二百五十万と比べたら安いものでしょう？」

　それはそうだけど、どうしよう。話を聞きに行くくらいなら、って一瞬思ったけど、これはやっぱり断ったほうが……。

「お姉ちゃん、一緒に行こう？」

　そばにいた、病気だったという小さな男の子が私の手を引っ張る。

「でも、私、五十万でもちょっと……」

「あら？　常務に用意してもらった着物があったんじゃないの？　桃山さん、常務のこと嫌いでしょう？　だったら質に入れちゃってもいいんじゃない？」

　え？　あの着物？

　あのとき常務は私に持っておけって言ったけど、だからといって質に入れていいというわけではない。

　それに、私、常務のこと、嫌い、なんて……。『嫌い』という言葉に、トゲが刺さったように心が痛む。

　でもここにいる人たちはこんなに私のことを心配してくれている。

「あの、ちょっと考えさせてください」

　これが私の精一杯の返事だった。










過去について　～奏汰ｓｉｄｅ～




「また、連れ出したんですか。お父さん……」

　父親の低く冷たい声。

　振り向いても、表情が見えない。そう感じたときはたいてい、機嫌が悪かった。

　いつも厳しく、笑顔なんて見たことのなかった父親に俺は嫌悪感を持ち、子どもの頃から彼の顔色をうかがい、過ごしてきた。

「すみません……」

　慌てて母親が謝る。

「謝ることはないよ。私が奏汰を庭に誘い出したんだから」

　父とは正反対の穏やかな声の祖父。

　母にやさしくそう答えたあと、今度は父親に厳しい口調で言った。

「連れ戻してどうするつもりだ？　また経済の勉強でもさせるつもりか？」

　それはいつものこと。

　幼い頃から経済や経営の勉強をさせようとした父親と、いつも遊んでくれた祖父。

　実の親子だというのに、考え方の違いからか、仲がいいとは思えなかった。




　いつも仕事優先で、ほとんど家族を顧みない父親だった。

　幼い頃から父親に会社経営について叩き込まれ、初めは素直に聞いていたと思う。

　でもそのうち自分の考えを持つようになり、彼の考えに少しずつ疑問が生まれ始めた。

　社長という仕事柄、仕方なかったのかもしれないけれど、俺は彼のやり方が好きではなかった。

　傲慢で、顧客どころか社内の人間のことも思いやることなく、だいたい、自分の息子の意思でさえ自由にできると思っているのだ。

　そして自分の利益のためなら、人を傷つけるような卑劣な手段でも平気で使う。

　逆に祖父はいつも穏やかで人望も厚く、彼の人柄に惹ひかれ、常に周りにはたくさんの人がいた。社長の座を退き、父親が社長になり、祖父が会長になって現役を退いてもそれは変わらなかった。

　今から考えると、いつまでも祖父の周りに人が集まることに父親は焦り、嫉しっ妬としていたのかもしれない。

　でもそんな父の言動は結局、空回りして、余計に人を遠ざけていただけだった。

　それがいつか、身を滅ぼすことになるんじゃないかといつも思っていた。

『会社の中で一番危険な存在は〝社長〟だよ。社長というのは、社員はもちろん、どんなことや、どんなものにも傲慢になっちゃいけない。特に社員に対しては〝雇っている〟じゃなく、〝一緒にやっていくんだ〟って考えが大事なんだ。だからみんなの言葉、あらゆることに、耳を傾けなさい』

　いつもそう言っていた祖父。

『難しいことは、大人になってからいくらでも勉強できる。だから子どもの頃は、そのときにしかできない経験をたくさんすることが大切だ。知らず知らずのうちに多くのことが身につき、大人になってそれはいつか必ず役に立つのだから』

　そしていつもいろんなところに連れ出してくれた祖父。

　そんな祖父のほうが父よりずっと信頼できたし、何よりそういう彼の考えが好きだった。立志伝中の人は祖父で、父親なんてなんの力にもなってはいない。

　だからいつか祖父と一緒に仕事をしたいと思っていた。

　だけど、俺がこの会社で本格的に仕事を始める前、祖父は体調を崩して引退し、その後あっけなく亡くなってしまった。

　あのとき、たくさんの人が悲しんだけれど……父親はどうだったのだろうか。悲しいと感じたのだろうか。




「常務、お疲れですか？」

　聞こえた声にふと我に返る。

　部屋は静まり返り、デスクの上には散乱した書類。それを見て、自分がまだ仕事の途中だったことを思い出す。どうやら少し眠っていたようだ……。

「ああ、塩屋か……」

「勝手に入ってしまい、申し訳ありません。何度ノックをしても、返事がなかったもので」

　そう言って彼が謝る。

「子どもの頃の夢を見ていた。まだ祖父がいた頃……」

「懐かしいですね。会長がご存命だった頃は、私もよく家にお邪魔させていただきました」

　彼も懐かしそうな顔をして目を細める。

「祖父がまだ生きていてくれたら、父ではなく、祖父と仕事がしたかったな」

　椅子の背に大きくもたれながら、ため息交じりに出た言葉。

「そんなことを言ってはいけません。今の社長は常務のお父様です。社長に失礼です」

　その言い方は、彼が少し怒っているようにも感じられた。

「……本当は塩屋も祖父と仕事を続けたかったんじゃないのか？　あんな、人の心を持たないような父と仕事するのは嫌だろう？」

　この言葉に、彼は寂しそうに笑っただけだった。

「俺は今まで、父親のこと以外は、なんでも思うとおりにできたんだ。でも……そううまくはいかないこともあるんだな」

　ぼんやりと桃山亜矢の顔を浮かべる。

「あの……、こんなことを申し出るのは、立場上、違うとわかっているのですが」

　そこでいったん言葉を止め、少しためらうようにして続けた。

「もし、如月きさらぎ産業のご令嬢との縁談を受けたくないのでしたら……」

　一瞬、なんのことだ？と思った。そして、ああ、と思い出す。それくらいにどうでもいいことだった。

　父は息子である俺を使い、取引先の令嬢と結婚させることで会社を大きくしようとしていた。百歩譲って表向きは父に言われたとおりの仕事をきちんとこなすとしても、感情までコントロールされ、言いなりになりたくはなかった。

　だからこれ見よがしにいろんな女性と付き合ってもみた。

「そうか？　嫌がってるような、そんなふうに見えるか？」

「いえ、さしでがましいことを言いまして申し訳ありません」

　塩屋は長く祖父の元で仕事をしていたし、人を思いやる気持ちを持っているから、俺の気持ちなどお見通しなのだろう。だから、そう答えながらもきっと彼は、俺の今の返事に納得はしていないはずだ。

「お疲れが出ないよう、そろそろ仕事を切り上げてお帰りになられては？」

「ああ、そうする」

　俺の返事に静かな笑みでうなずき、彼は部屋から出ていった。

　そんな彼の後ろ姿を見つめながら、彼もまた、祖父の死を心から悲しんだ人間だったことを思い出した。

　口には出さないけれど、きっと俺と同様、父のやり方にはついていけないと思っているだろう。

「さて、帰ろうか……」

　席を立ち、身の回りを片付けていると、デスクに放り出したままにしていたスマホが鳴った。

　ディスプレイの時間を見ると二十三時近く。

「こんな時間にかけてくるなんて……」

　たいがい嫌な奴に決まってる。

　そして名前を見て、やっぱりそうか、と失笑し、深く息を吐いて電話に出た。

「はい」

『ああ、この間の件だが、やはりあの政治資金のパーティーはやめておいたほうがいい』

　いきなりそんな話？

　相変わらず金のことしか考えていない父だ。同じ会社にいながら顔を見ない日も多い。

「そうですか」

『次の選挙を控えているのに、いい話がひとつもないようだからな』

「わかりました。それでは」

　早く電話が切りたくてどうしても早口になる。

『それから』

　まだ何か言いたいのか？

　離しかけたスマホをまた耳に近づける。

『言っただろう？　いつまでも遊んでないで、いい加減、如月産業の社長の娘さんとの……』

　勝手に相手を決めておいて、そのうえ人の気持ちはおかまいなしか。一方的な言葉にスマホを持つ手に力が入る。

　やっぱり俺は、人の心を持たない、傲慢な彼が、嫌いだ。

『聞いてるのか？』

「はい、聞いてますよ」

『しばらく連絡もしてないだろう？　電話でもしてやりなさい。こんなことで婚約が破談になってしまったらせっかく――』

　その言葉の続きを想像したら、強烈にイライラした。

「わかりました」

『あと――』

　それでもできるだけ冷静に答え、話の途中だったが通話を切った。

　きっと今の状態にある俺のことをただのわがままと見て、彼はいつまでも息子を自分の自由にできると思ってるんだろうな。

　だが彼は、いつも祖父の近くにいた俺を多少なりとも恐れていることは知っている。俺が自分の意見を殺し、父の言いなりで仕事をきちんとこなしているとしても。

　だから俺を副社長などではなくあえて常務という位置に配し、クセのある秘書たちを選んだのだろう。

　クセのある秘書、か。

　妙におかしさが込み上げてきた。

「……桃山亜矢」

　父から見れば彼女もまたクセのある秘書、と判断したんだろうな。

　何をやってもうまくいかず、けれどまっすぐ前を向いて、何よりも、常務相手でも媚こびることなく、自分の感情をぶつけてくる。

　笑って、泣いて、怒って……秘書という立場にあっても、常に感情に素直で。それは自分が忘れかけていた感情だ。

　ずいぶんと前に失くしてしまったものを、自分にはもうないものを持っている彼女が、初めはうらやましかっただけかもしれない。

　でも次第に思いはそれだけではないことに気づいた。でも、捕まえようとするとスルリとすり抜けられてしまう。

　彼女は今までの女性たちとは違って、物や金、軽々しいセリフなんかで動くような人間じゃない。

　だからいい年をしてどう接していいのかわからず、手段はことごとく裏目に出てしまう。着物の件にしても最後は『持っておけ』と言ったが断固として首を縦に振らなかった。そしてそれは結果的に、彼女に不快な感情を残すだけになってしまった。

　それでもますます彼女に惹かれ、ここまできてしまった。

　今はどうにかして自分のそばに置いておきたい、それだけ。










お人好しについて




　島津さんとのことから数日。

　早く返事したほうがいいよね、と思いながらも、どうしていいかわからず時間だけが過ぎていた。時計を見るとそろそろ十八時半。

　定時が過ぎても、スケジュールが変わり、急に仕事が入ることもあるから、帰る時間は結局自分で調整しなければいけない。

「常務が今日はもう帰ってもいいって言ったし、帰るわね」

　向島さんがそう言いながらデスクの上を片付け始めたかと思うと、さっさと秘書室から出ていった。

　確かに帰っていいって言ったけど……仕事は終わったのだろうか。

「私、今日エステの予約入れてるのよね。どうしよう、このままだと間に合わないかもしれないわ」

　今度は墨染さんがわざと聞こえるように言いながら席を立ち、帰っていった。

「お疲れさまです。失礼します」

　島津さんもあのふたり同様、いつの間にか帰る用意をして、続いて秘書室を出ていった。

　島津さんはといえば、いつもの彼女に戻ってしまった……のは表向き、実は私と目が合うとアイコンタクトをするように小さく微笑む。

　元々はどこにいるのかわからないような存在だったのに、あれ以来、私の中で存在感が増している。

　彼女にとってあの集まりは、きっとかけがえのないものなのだろう。今度また、話を聞きに行ってしまったら、私もその中に入ることになるんだろうか。

　誰もいなくなった秘書室は静まり返ったけど、常務室のドアの向こうには彼がまだ残っている。

　なんか嫌だな、この仕事が終わったら私もさっさと帰ろう。

　原因がわからないまま、今日も常務は機嫌が悪かった。

　そのせいで最近、仕事もものすごくやりにくい。

　常務の機嫌の悪さのことだけじゃない。今は島津さんのことも悩みの種になっている。

　彼女はあのとき、話を聞くだけって言ってたけど、それに五十万円も必要なものなのだろうか。でもあの場所に来てくれた人はみんな私の味方で、あのかわいい男の子もおかげで今は元気に……。

　自分の環境と重なってしまうからなのか、私はどうも〝家族〟とか〝子ども〟とかに弱い。

　島津さんと話を聞きに行くことを誰かに相談したいけど、誰にしたらいいんだろう。お金がらみのことなんて、家族に話せるわけもない。じゃ、塩屋課長とか……？　でも同じ社内でもなかなか会えないから、いつ相談できるのか。

　そういえば記念祝典のとき、『何かあるときは先に俺に言え』って常務、言ってたっけ。

　そんなことを思い出した私はおもむろに席を立ち、常務室のドアの前へ向かう。

　お金がかかるのは大変だけど、あの男の子が救われた話で私の心はかなりグラグラしていた。だから私も自分のためでなく、弟や妹たちのために、彼らが幸せになるように。

　腕を組んで、ドアに穴があくほどじーっと見つめながら考える。

　今、彼は原因不明の不機嫌だけど、私には他に相談できる人もいない。思いきって常務に相談してみようか。

「だから、なんでオマエはいっつもそうなんだ！」

　目の前には、島津さんのことを話した途端、烈火のごとく怒りだした常務の姿。

「……う」

　部屋中に響く声で常務に怒鳴られて、顔をこわばらせる。

　だって、考えていったら、島津さんの言うこと聞くのがいいかもしれないと思ったんだもの。でも不安になったから相談しようと思ったのに。

「変だと思ったら疑え！」

「はい……」

　何もそんな、眉間にしわを寄せた怖い顔をして睨みつけなくても。

「五十万も払って行って、どうせその場で二百五十万の壺、押し付けられるに決まってる。どうせ金額も嘘っぱちだ」

「え!!　そうなんですか!!」

　あまりの驚きに声が大きくなる。

　嘘って!?　そうなの？　だってあのときのみんなはとても親切で……。

「オマエなあ……。それにしても、島津は何かあるとは思っていたが、宗教に関わっていたとはな」

　島津さん、自分が入信していることは誰にも言ってなかったのだろうか。

「宗教の勧誘とかは、就業規則では禁止になっているだろう？　当然、彼女もそれをちゃんと知っていたから、そんな話をしてきたのは外でだったんだろうな」

「あ、そういえば……」

　そう、あのとき、社内の喫茶室でもいい、って言ったのに、わざわざ外で改めて待ち合わせしたっけ。社外の人が一緒だからかと思ったけど、本当はそういう理由もあった？　それにあのあとだって、社内ではまったくそのことには触れなかったっけ。

「一緒にいた人の中に、子どもさんが重い病気だったって人がいて、それで私……」

　その場面にあの男の子の姿があったことを浮かべながら言った。

「それで？」

　え？　それで？って言われても。

　席についたままさっきからずっと表情を変えることなく私を睨みつけ、腕を組む常務。

　さすがの威厳に満ちた姿に、逃げだしたくなるほど怖い。

「あの、それで、私、両親を亡くしてきょうだいだけだから、その……ちょっと思うところあって、つい……」

　その言葉を聞いた途端に彼の形相が変わり、思わず身構えてしまう。

　怖いっ。私、今なんか変なこと言った？

「島津の奴、人の弱みに付け込んで……。明日一発殴ってやろうか」

　え……殴るって？　島津さんを？　それはマズイですよ、いくらなんでも！

「ダ、ダメですよ！　そんなことしたら、いくら常務でも許されることじゃないですよっ！」

　この表情、本当にやりかねない。

「あの、それは、騙された私が悪いんですから。それにもう、気にしてないですから」

　私が勝手に騙されただけなのに、なんでこの人、こんなにムキになるのよ。騒ぎが大きくならないうちにこうして気づいたんだから、もういいじゃないの。事態を深刻にして私を困らせるつもり？

「本当にもういいですから……」

　懇願するように言う私に、彼はふう、と息をついて髪をかき上げる。

「オマエ、お人好しすぎだろ……。この前は向島に墨染、今度は島津」

　少しずつ、常務からさっきまでの怖い表情は消えてなくなっていき、私に向ける眼差しからは、とてもやわらかく温かな温度を感じた。それにつられて私の緊張も少しずつほぐれていく。

　ああ、そうだ、ずっと機嫌が悪かったけど、今なら聞いても大丈夫……だろうか。

「あの、えーっと、機嫌直りました？」

「は？」

　常務は私の言った意味がわからなかったようで、不思議そうな顔をする。

「あの、ここ最近ずっと機嫌悪いみたいで」

　常務はなぜかまた不機嫌そうな顔になる。

「桃山が俺の言うことを聞けばな」

　は？　どういうこと？　その険のある言い方。

「私が常務の言うことを聞けば機嫌が直るって言うんですか？」

　私の言葉を聞いてるのか、聞いてないのか、彼は黙って乱暴にデスクの上の書類を片付け、引き出しを勢いよく閉めて鍵をかけた。

　ガタン、という音とともに常務は立ち上がり、椅子にかけていたスーツの上着を手に取る。

　上着をふわりと羽織るその姿は彼の存在を大きく見せ、力強さを感じる。こんなときでも私の心をぐっと惹きつけてしまうから、また悔しい。

　どうして私はこの人のことが好きなんだろう。

　そして私の横を魅力的な香りがさっと過ぎる。

「男女交際禁止」

　言い捨てるような声が聞こえた。

「は？」

　今なんて？　『男女交際禁止』って言った？　何、突然。秘書ってそんなプライベートなことも管理されるんですか。

　慌てて振り向き、常務の背中に向かって言う。

「意味がわかりませんっ！」

「オマエ、この間、男と一緒にいただろ！」

　私の返事が気に入らなかったのか、攻撃的な口調で背中を向けたまま彼が答える。

「いません！」

「いた」

「いませんっ！」

　お互いの自己主張ばかりが続く中、常務は首を左右に振ったあと、冷静に言った。

「少し前の夜、背の高い男と一緒に歩いて駅前のショッピングセンターに入っていくのを見た」

　何それ？　記憶にない。だって私、自慢じゃないけど彼氏いない歴は年齢と同じなのに。

「じょ……常務だからって……そんなの、えっと……、いい加減なこと言わないでください」

　しまった。いい加減だなんて、またとんでもないことを言ってしまった。

「なんだ？　その態度は？　二度とそんな口叩けないようにしてやろうか？」

　彼は、私のほうへ振り返った。

　何？　その怖い顔。

　これって島津さんの話をしたときと同じくらい怒ってるかも？　違う、それ以上かもしれない。だいたい、わけわかんないこと言ってるのって、そっちでしょ。

　ドキドキし始める心臓。それは彼に音が聞こえてしまうんじゃないかってくらいに激しくなっていく。

　……あれ？　ちょっと待って……。少し前に駅で男性と？　あ、もしかしたら……。

　ふと思い起こし、一語一語区切るようにきっぱりと言った。

「あのとき一緒だったのは、あれ、弟です」







Presentation：３










彼女について　～奏汰ｓｉｄｅ～




「今日はお忙しいのに誘っていただいて、とても嬉しかったわ。ありがとう」

「いえ、かまいませんよ。仕事はなんとでもなりますから」

　その声の主を見ることもなく、俺は前を向いたまま返事をする。

　車を運転していると、相手と一対一で話をしていても顔を見なくてすむ。

「また誘ってくださいね」

　機嫌のいい声が聞こえる。

　これでまたしばらく会わなくていいだろう。

　隣にいるのは如月産業の社長令嬢。

　父に言われ、あれから彼女に連絡をし……結局は父親の言いなりだ。

「お母様とホテルのロビーでお待ち合わせでしたよね？　間に合うといいのですが」

　そう言いながら、彼女から解放される嬉しさからアクセルを踏む足に力が入る。

　あともう少しでこの重苦しさから解放される。

　上品で何においても優れていて申し分ない女性のはずなのに、説明しがたいどす黒い感情がなぜかつきまとう。それは桃山亜矢と一緒にいるときは決して感じることのないもの。

『申し分ない女性』というのは〝自分にとって〟ではなく、〝会社にとって〟ということ。父親の言いなりにはなりたくないと思いながら、このまま彼女と結婚することになったらきっと俺は父親と同じになってしまう。そう思った瞬間、どす黒い感情はますます大きく渦を巻く。

「やさしいんですね？」

「え？」

　俺はそんなふうに見られているのか？　本当は違うのに。

　こんなに矛盾を感じているのに、どうして俺は父親が決めた枠から出ようとしないのか。

　それはきっと、せっかく祖父がここまで大きくして、残してくれたものをつまらない自分の感情ひとつで壊してしまうかもしれないから。

　まだ無力である自分が壊してしまわないためには、今は父親の言いなりになるしかない。

　ホテル近くに差しかかったとき、彼女が何かに気づいたような声をあげた。

「どうされました？」

「母とすれ違いましたの。ここで停めてくれませんか？　歩いて母を追いかけます」

　そう言われ、車を道路脇に停める。

「ありがとうございます。今日はとても楽しかったです」

　彼女はにっこり笑った。もしかしたら、俺は今日、このとき初めて彼女のほうを向いたかもしれない。




「なんだか疲れたな……。早く帰ろう」

　彼女を降ろした途端にどっと疲れが出てきたように感じた。

　大通りから、街中を抜ける市道に入れば近道で早く帰れるはずだ。

　車をＵターンさせて市道に入ると、だんだんと風景は住宅街になってくる。

　夕方で、下校中なのか、ランドセルを背負った小学生らしい子どもたちがたくさん歩いていた。

　子どもたちに気をつけて運転していると、どうしてもスピードが落ちてしまう。近道かと思ったが、結構時間がかかってしまった。

「あれ……？」

　そのとき見えた男の子三人、女の子がひとりの小学生グループがなぜか目につき、車を路肩に停めた。女の子のほうになんとなく見覚えがある気がするが、小学生に知り合いなんていやしない。

　それでももう少しちゃんと確かめようと車の窓を開けると、彼らの言い合うような声が聞こえてきた。

「……オマエんとこ、今度の参観もまた兄ちゃんが来るんだろ？」

「来ないもん！」

「いっつも兄ちゃん来てんじゃん？　変なのー」

「うるさいっ！」

　ケンカ？

　からかう男の子に負けじと言い返す女の子。

「だって桃山んとこはお父さんもお母さんもいないんだろ？　だから兄ちゃんが来るんだろ？」

「そんなのニセモノじゃん！」

「違うもん！」

　今、『桃山』って言ったか？　それに『お父さんもお母さんもいない』って。

　その言葉に、気がつくと車から降りて、その女の子のほうへと近づいていた。

　やっぱり……見るほどに、雰囲気がアイツと似ている。

　そういえば彼女は四人きょうだいで、一番下の妹はまだ小学生と言っていたはず。

「誰だよ？　オッサン？」

　俺に気づいた男の子が怪け訝げんそうに声をかけてくる。

「オッサン？　それが大人に向かって言う言葉か？」

　ちょっと怒ったように言うと、その子はすぐにおとなしくなった。

「う……えっと……」

「女の子に寄ってたかって……男のくせに恥ずかしくないのか？」

　もうひとりの男の子が困ったように、声にならない声で返事をした。

「だってコイツ、嘘ついて……」

　すると今度は別の男の子が自分を正当化する。

「そうそう、生意気で……」

　彼らは、目を合わせながらしどろもどろに答える。

「嘘じゃないもん！」

　突然、女の子の怒鳴り声がした。

　気が強そうで、彼女によく似てる。そう思ったらなんだかおかしかった。

「だって、桃山のところ親いないじゃん！」

　それまでうつむきがちだった男の子たちが彼女に腹が立ったのか、負けないくらいの大きな声で言い返した。

「い、いるもん！」

「どこにいるんだよ？　いたら、なんでいつも兄ちゃんが参観に来るんだよっ！」

「それは……」

　女の子は一瞬困った表情を見せたが、いきなり俺の腕を引っ張って大きな声で言った。

「こっ、この人がお父さんだもんっ!!　お父さんはお仕事がずっと忙しかったから、だから今までお兄ちゃんが来てただけなんだもん」

　からかっていた男の子たちが、彼女の言葉にびっくりした表情になる。

「う、嘘つけっ！」

「そんなはずあるわけないじゃん」

　また言い争いが始まった。

　彼女は何か言われるたびに、俺を掴んだ手に力を入れて、泣くのを我慢するようにぎゅっと握る。

「……そうだよ。この子の父親は俺だよ」

　その握られた小さな手に促されるように、気づけば俺はそんなことを言っていた。

　この言葉に、男の子たちがさっきよりも驚いた顔になる。

　いや、一番驚いたのは、この俺の腕を掴んでいる小さな手の主である彼女だったかもしれない。




「ごめんなさい……」

　咄嗟についた嘘に後悔しているのだろうか、その小さな女の子はうつむきながら謝る。

　それまで彼女をからかっていた男の子たちは、あのあと何もなかったようにふざけ合いながら走り去っていった。

「……自分を守るためにつく嘘も必要だよ」

「嘘はダメだもん！　大きいお姉ちゃんが言ってるもん！」

　俺の何気ない言葉に、彼女は顔を上げて必死になって否定した。

『嘘はダメ』だなんて、いかにもアイツが言いそうなことだな。

　そう思ったら自然と笑みがこぼれた。

「な、何がおかしいの？　それに……あっ!!」

　そこまで言って彼女は両手で口を押さえた。

「何？　どうした？」

　俺の質問に、彼女は困った表情を見せる。

「えっと、あの、知らない人と口きいちゃいけません、っておうちで言われてるの」

　手で口を押さえたままモゴモゴさせる。

　大きく見開いた目や、こうやって焦るところ、見れば見るほど桃山と本当によく似ている。

「大丈夫。キミのお姉ちゃんのこと、知ってるから。だから知らない人じゃないだろう？」

「え……？　そうなの？」

「お姉ちゃんと同じ会社で一緒に仕事してるんだ。桃山亜矢、名前合ってるだろ？」

　俺のその言葉に安心したのか、彼女の顔から緊張感が消えて明るくなる。

「うん、うん、そう。亜矢お姉ちゃんのこと知ってるの？」

　今度は興味深げに聞いてきた。

「ああ、よく知ってるよ。いつもお仕事を手伝ってもらってるんだ」

「本当？　そうなの？　お姉ちゃん、ちゃんとお仕事してる？」

　嬉しそうな表情でたくさん聞いてくる。

「ああ、いつもね……」

　そこまで言いかけて、彼女との出来事をいろいろ思い浮かべ、ついおかしくなって笑ってしまう。

「どうしたの？　……あーっ！　もしかして亜矢お姉ちゃんのこと好きだったりして？」

「え？」

　彼女の突然の質問に驚いてしまう。それにしても、くるくる表情が変わって本当に桃山とよく似てる。

「……ああ、好きだよ。でもね、全然相手にしてくれないんだよ」

　あれ、どうしてこの子にこんなことを言ってるんだろう。

「あのね、これ、内緒なんだけどね」

　そう言いながら彼女は俺の腕を引っ張り、かがませる姿勢にさせると、そっと耳打ちをしてきた。

「亜矢お姉ちゃんってねえ、真面目すぎるからダメなんだよ？」

　桃山にはあと弟と、もうひとり妹がいると言っていたが、みんなこんな感じなんだろうか。きょうだいだけで暮らしているというのにまっすぐで明るくて……。

「亜矢お姉ちゃんに、私からお兄さんの気持ちは伝えてあげる」

　誇らしげに言う彼女が、幼いのになぜか頼り甲斐があるようにも思えてしまう。

「そう？　ありがとう」

　笑顔でそう返すと、彼女は満足したような笑顔を見せた。

「ねえねえ、もしかしてお兄さんってお金持ち？」

「どうして？」

「だって、あの車、お兄さんのでしょ？」

　彼女が指差すほうを見ると、さっきまで婚約者だと決められた女性と乗っていた黒の車。せっかく忘れかけていたのに急に現実に戻らされたような気分だ。

「どうしたの？」

　小さな彼女の声にハッとする。

「ああ、そうだよ。今も仕事で車に乗ってたんだよ」

「カッコイイね！　……私のね、お父さんもお仕事で車乗ることあったんだよ。それでうちにも車あったけど、小さかったからみんな乗れなくてギュウギュウなの。でもね、今はお父さんもお母さんもいなくなって車は……」

　思い出すように小さく笑い、そして寂しそうにうつむく。

「……なくなっちゃった」

　ああ、そうだった。彼女には両親が……。

「悪かったね、悲しいこと思い出させたかな？」

　少しの間うつむいていた彼女だったけれど、顔を上げて唐突に言ってきた。

「あのね、お願い、私を守ってほしいの」










参観について




　最近は朝晩ひんやりすることが増えた。服も少し厚手のジャケットを着るようになって、すっかり秋も深まった感じだ。

「ねえ、桃山さん？　最近さあ、社長が常務にいろいろ言ってるみたいなのよねえ。何か知ってる？」

　コンパクトミラーに自分を映しながら向島さんが聞いてきた。

「わりと放任主義っていうか、性格が合わないのか、ふたりが一緒にいるところって仕事でもほとんどなかったのにね」

　そう言いながら、長い髪を揺らして、背後からにゅうっと墨染さんの姿が現れた。

「……仕事しないと……」

　常務のことと聞いて気にならないと言えば嘘になるけど、このふたりに巻き込まれたくないっていうのも、ある。

「あらー？　桃山さんは気にならないの？」

　私は席につきながら、わざとらしい言い方をする墨染さんにどうにか冷静に無視を決め込む。

「桃山さん、本当は常務のこと、好きなんでしょ？」

　えっ？　好……好きって？　何言ってるの!?　向島さん！

　あまりにも突然で、冷静になんてなれず、パソコンの画面を見つめながら、右手の中にあるマウスを意味なくカチカチと鳴らす。

「あれ？　違った？　なんだ、てっきり常務のこと好きなのかと思ったんだけど？」

　ここには四人だけで他に誰もいないけれど、そんなことを大きな声で言わないでほしい！

「墨染さん、あはは！　見て！　ほら、今の桃山さんの顔、真っ赤……！」

　必死に笑いを堪えながら、向島さんが手を叩いて笑う。

　それを聞いて、私のマウスをカチカチ慣らす人差し指の動きがマックスの速さになる。私は恥ずかしさのあまり、ふたりに顔を向けることができなかった。

「それにしてもさ……常務、社長と最近よく話してるってことは、やっぱり例の結婚話が具体的になってきてるってことなのかしら？」

　思いを巡らすように天井を見つめて向島さんがつぶやく。

　結婚……？　常務が？　それって……。

　その『結婚』という言葉に苦しいくらいに胸が痛む。

　やっぱり社長が言っていた『決まった相手』というのは、婚約者のこと……。

「私、聞きました。常務と如月産業の社長令嬢がいよいよご結婚なさるようです」

　隅のほうで座っていた島津さんがぼそっと言った。

「え？　マジ？」

「ついに？」

「本当ですかっ!?」

　向島さん、墨染さん、私が三人そろっていっせいに島津さんのほうを見る。

「ん？」

「桃山さん？」

　私の驚く声にふたりはこちらを見る。

「桃山さんってやっぱり常務のこと……？」

「なんだかんだ言って好きなんじゃ？」

　ふたりの言葉に熱が出てきたように身体中が熱くなる。

「ち、ちが……っ！」

　必死で否定しようとするけれど言葉がうまく出てこない。これじゃますます疑われてしまう。

「そっか、そうなんだ」

「ふーん……」

　ふたりはニヤニヤしながら私を見る。

「ちがーうっ!!　私、常務のことなんかっ、大っ嫌いですっ!!」

　大きな声で言った瞬間に常務室のドアが開いた。

「えっ!?」

　振り向くと常務がちょうど部屋から出てきたところだった。

　うそ……、今の、聞かれた……？

「ちょっと社長のところに行ってくる」

「はいっ」

　三人は何事もなかったように声をそろえて返事をする。

　私は咄嗟にうつむいたけど、さっきの言葉が彼の耳に入ってしまったのかが気になって仕方がない。

　どうか、このまま通り過ぎて！　そう祈り頭を下げたままぎゅっと目を閉じる。

　彼の気配がまさに私の横を過ぎようとした、そのとき。常務の声が聞こえた。

「桃山」

　その声に肩がビクッとする。

　視線だけ少し上向きにして見ると、彼は私の横を少し通り過ぎたところで立ち止まっていた。

　怒っているのかどうなのか、背中しか見えないからわからないけど、その背中からは確実に彼の激怒の表情が想像できた。

「嫌いで結構」

　それだけ言うと彼は部屋を出ていった。

　その言葉がナイフのように私の胸に突き刺さり、痛みで心が苦しくなる。

　向島さんと墨染さんは顔を合わせてクスクスと笑っている。

『嫌いで結構』って……これって確実に誤解された。




「ただいま……」

　家に帰るとまた玲奈がご飯を用意してくれたのか、いい匂いが立ち込めている。

　賢も大学が忙しいというのにアルバイトを頑張ってくれているし、咲希もひとりでの留守番が長くなっても我慢してくれている。

　両親が亡くなって、きょうだいだけでもやっていけると息巻いたって、みんなに頼りぱなし。だからといって会社でもパッとしないし。

　いったい私、何やってんだろう。

「……でしょ！　……だから……！」

「って……！　……だろ！」

　ん？　居間の向こうからケンカ？　言い争い？

　慌てて声のするほうへと急ぐ。

「いいって言ってるでしょ！」

「ちゃんと理由を言わなきゃダメだろ？」

　言い合っていたのは、賢と咲希だった。

「どうしたの？」

　ふたりの間に入っていたエプロン姿の玲奈に事情を聞く。

「それがね、咲希と賢兄ちゃんが、参観に『行く』とか『来ないで』とかでもめてるみたい」

　そういえば前に賢が言ってたっけ。咲希が参観に来なくていいって言いだしたって。まだそんなこと言ってるんだ。

　賢と咲希の間に入った玲奈がお玉を振り回し、興奮気味に説明する。

「だから、賢お兄ちゃん、来なくていいから」

「それだけだとわかんないだろ？　この間から誰も来なくていいとか言って……」

　いつまでも言い争うふたりに、今度はオロオロし始める玲奈。

「どうしたのよ？」

　玲奈の腕を引っ張ってふたりの間から出してやり、今度は私が賢と咲希の間に入って止める。

「せっかくお兄ちゃんが行くって言ってくれてるのに。咲希だって誰も来なかったら嫌でしょ？」

「だから、もういいんだもん！　お兄ちゃん来なくてもよくなったの！」

「ねえ、咲希？　よくわからないからちゃんと教えてくれるかな？」

　私はかがんで咲希と目線を合わせてゆっくりと尋ねた。

「クラスの男子が、オマエんとこはお父さんがいないから兄ちゃんが来るんだろうって……。だから……」

　からかわれたのがよっぽど悔しかったのか、咲希は口を尖らせて答えた。

　きっと彼女は学校でいろいろ言われているのだろう。

　でもなんとかしてやりたくても、これだけはどうしようもないことだから……。

「そう、そんなこと言われたの？　でも誰も行かないよりも家族の誰かが行くほうがいいでしょ？　なんだったらお姉ちゃんが行っ――」

「だから！　もういいの。賢お兄ちゃんも亜矢お姉ちゃんも誰も来なくても大丈夫になったの！」

　咲希ったら、いったいどうしたんだろう？

　会話の途切れた一瞬、玲奈がそっとテーブルを指差しながらおそるおそる言った。

「ねえ、ご飯用意できたから、食べながら話そ？　お腹空いてるとみんな冷静になれないよ？」

　振り向くと、テーブルにはいい匂いが立ちのぼるクリームシチューとレタスサラダ。

「そうだね、そうしよ？」

　私は立ち、咲希の手を引いてテーブルの椅子につかせた。続いて賢も席につく。




「おいしいね」

　食べ始めると、さっきよりも咲希の表情がやわらかくなり、声も弾んでいる。

「で、さっきの続き。……なあ、咲希？　兄ちゃんたちに何か隠してないか？」

　賢のその言葉を聞いた途端、咲希のスプーンを持つ手が止まり、うつむいた。

「今までの参観は兄ちゃんがいつも行ってて……、それで咲希もよかったんじゃなかったのか？」

「うん、でもね、もう賢お兄ちゃんが来なくても大丈夫になったの」

　食べながらなら話してくれると思ったのに、咲希は「来なくていい」の一点張りだ。

　私と賢と玲奈、三人顔を合わせて首をかしげる。

　これ以上、何を聞いても咲希は答えてくれなさそうだ。

「……ねえ、咲希？　これが最後。咲希は悪い嘘だけはついてないよね？」

　私の質問に彼女は目を合わせないまま首を縦に振った。そしてそれきり何も話さず、ただ黙々とスプーンを口に運ぶ。

「……ごちそうさま」

　少しして咲希は空っぽになった皿を持って立ち上がり、キッチンへと運んだ。

　そんな後ろ姿を見ながら賢がつぶやく。

「なあ、姉ちゃん？　本当にもう俺行かなくてもいいのかな？」

「うん……何かわけありみたいだけど、言いたくなさそうだし。まあ、よくないことするってことはないだろうけど」

　そう言いながらも、咲希の態度にはどうも納得がいかない。

「とりあえず参観には私が行くことにするわ。何か隠し事をしてるには違いないみたいだし」




　土曜日。

「いってきまーす」

　咲希とはあの日以来、参観のことには触れないまま当日がやってきた。

　私の気がかりをよそに、咲希はくれぐれも賢と私には学校に来ないようにと、念押しして学校へと向かった。

「来ないようにって言われたら、気になって仕方ないんだけど」

　玄関先で咲希を見送り、私は小さくつぶやいて時計を見る。

　十時半からだっけ。

　さて、ぎりぎりで慌てるのも嫌だし、早めに着替えておこうかな。

　私は部屋に戻り、スーツにしようか……でもあんまり堅苦しくないくらいがいいのかな……なんて考えながら服を探す。

「亜矢姉ちゃん、入ってもいい？」

　部屋の向こうから玲奈の声が聞こえ、私はそっとドアを開ける。

「どうしたの？」

「あ、うん……」

　そう答えて彼女はしばらく黙り込む。

　なんだろ？　最近、家のことを全部頼りっぱなしだから、そのことかな。

「あ……、あのね……」

　少しためらってまた玲奈は黙り込み、気持ちを落ち着かせるように大きく深呼吸した。

「あのね、亜矢姉ちゃん。ダンススクールに行かせて？　私、ダンサーになるのが夢なの！」

「え？」

　彼女の意外な言葉に私は目を丸くする。

「お金がたくさんかかることはわかってる。まだ下に咲希もいるし、賢兄ちゃんも高校は公立だったのに、私は私立に行かせてもらってるし。だからわがままってこともわかってる」

　必死になって懇願する彼女を見て、私は手にしていた服をハンガーに戻す。

「でも今以上に勉強も頑張るから、絶対に成績は落とさないから」

　真剣な眼差しの彼女に、私は静かに笑って答える。

「別に反対しないよ。逆にやりたいことがあるっていいじゃない」

「亜矢姉ちゃん……」

「お金のことは心配しないでよ。これでもお姉ちゃん、仕事頑張ってるんだからね」

　そう言いながら、夢がある玲奈をうらやましいと思った。

「ありがとう、亜矢姉ちゃん。ずっと話したくて、でもできなくて……。やっと話せてすっきりした」

　玲奈はホッとしたように笑った。

「でもやるって決めた以上は、絶対に中途半端はダメだからね」

　私は励ますように彼女の肩を叩いた。

「うん！　……あ」

　玲奈は短く返事をしたあと、何かを思い出したような表情をした。

「何？」

「亜矢姉ちゃんは？　亜矢姉ちゃんの夢って何？」

　夢か……。

「どこかに置いてきて、もうなくなっちゃったかもね」

「亜矢姉ちゃん……。あ、だったらさ、お嫁さんになるって夢は？　女の子ならそういうのあるよね？」

　焦って真っ赤になる私に、玲奈は両手を口元にやる。

「あ、亜矢姉ちゃん、好きな人、いるんだ？　なんかすごく嬉しそう」

「そっ、そんなの……」

　好きな人と一緒になって家族のそばで暮らしたい、そんなことを思ったこともあったっけ。そして脳裏に浮かんだのは、嵯峨野常務の顔。

「やっぱりいるんだ？　すぐに顔に出るからわかっちゃうよ？　だったら、その人と結婚するって夢はどう？」

　好きな人と結婚なんて今の私にはあり得ない。

　玲奈の言葉にただ苦笑して応える。

「じゃあね、亜矢姉ちゃん。早く用意しないと遅れちゃうよ」

「わっ、本当だ。遅れる、遅れるっ」

　玲奈と話していたら、あっという間にもう出かける時間。私は慌てて着替えの用意に集中した。

　時間ギリギリになっちゃった……。

　咲希の学校に来るのって懇談会以来かな。考えたら、参観は賢に任せっきりだったから、初めてかも。

　学校についた私は、正門に立っている先生に『保護者カード』を見せて中に入った。私と同じように、グラウンドから校舎へ向かう保護者らしき人たちがたくさんいた。

　その人たちに混じり、校舎へ向かおうとしたとき、正門のほうで車のエンジン音が聞こえた。なんとなく気になり振り向くと、いかにも高級そうな外車が停まるところだった。

　あの車、どこかで見覚えあるような、ないような……。

　学校とは不似合いな車。ドアが開き、降りてきた人を見て、私は目を疑った。

　……嵯峨野常務……！

　まさか……！　な、なんでこの人がここにいるのっ!?

　彼が降りたあと車は走り去り、常務は門に立つ先生に何やら話をすると、私に気づくことなく、あっという間に校舎の中へと消えていった。

　私は息を呑み、放心状態で常務の後ろ姿を見て立ちすくむ。

　いったい、何がどうなっているのか。

　そのとき聞こえたチャイムの音に、ハッと我に返り、急いで咲希の教室へと向かった。




　咲希の教室につくと、ちょうど授業が始まるところで、子どもたちは自分の席から後ろにいる親に向かって手を振っていた。

　咲希は教室の真ん中あたりの席に座っていて、誰か友だちの親御さんでもいたのか、明らかに私ではない方向に手を振っていた。

　彼女の視線をゆっくりたどるとそこにあったのは……嵯峨野常務の姿！

　どういうこと？　どうして咲希と常務が知り合いになってるの。

　私は今、目の前にある光景に目を疑い、理解に苦しむ。

　本当に常務？

　そう思いながら、彼に近づく。

　すると咲希の近くの席にいた男の子が咲希に声をかけた。

「おい、桃山。オマエのお父さんってやっぱりあの人だったんだな？」

「うん、わかった？　カッコイイでしょ？」

　え？　お父さん？　常務が？　ちょっとどういうこと？　いつ、どういうわけで常務が咲希の父親に？

「ちょ、……咲希……」

　咲希を呼ぼうとしたとき、いつまでもざわめく生徒たちに先生は苦笑しながら手をパンと叩く。

「はい、はい。静かにー!!　もういいかな？　授業始めますよー？」

「はーい」

「まだー」

「えー、もうちょっとー」

　生徒たちが口々に答える。

「先週、理科の授業で葉っぱを集めて種類を調べましたね？」

　先生がみんなに問いかけ、授業が始まると、教室は静かになり、それぞれ教科書を広げる。

　今なら大丈夫かな。

　知らん顔してるけど、彼は絶対、私の存在に気づいているはずだ。

「……預かっていたみんなの葉っぱが乾いたので、それで今日はしおりをつくりましょう」

「はーい」

　先生や生徒たちの声が聞こえるけれど、今の私は参観どころではない。

　だいたい、こんな庶民的な小学校の参観に、どうしてそんなにピシッとスーツでキメてくるの。どこの商談に行くんですか？　これからどこの重役に会うんですか？

　……いや、違う。

　なぜか浮いて見えるのはスーツのせいじゃない。この人のイケメンオーラのせいだ。

　どんな仕草をしても、どんな服装をしても、どこにいても、悔しいけどカッコよすぎるのだ。ほら、周りのお父さんたちが、じゃがいものように見えてしまう。

　お母さんたちだって彼が気になるのか、少し頬を紅潮させて常務にチラチラと視線を向けている。

「すみません、ちょっと通してもらっていいですか……？」

　私は小声で周りの人たちに断りながら、やっと常務の隣にたどりつく。

「なんで、ここにいるんですか」

　私はコソコソと囁くように右手で口元を押さえながら彼を見上げる。

　私の声は聞こえているはずなのに、彼は返事もせずにじっと前を見て、こちらを向くこともしない。

「ちょっ」

　その声に彼は少しだけ視線をこちらに向け、ひと言。

「授業中なんで、静かにしてもらえますか？」

「う、すみません」

　どうして私が怒られるのよ……。咲希の態度がおかしかった理由はこれ？　でも咲希はしっかりしてるから、知らない男の人にはそう簡単には気を許したりしないはずなのに、どうやってこのふたり、知り合ったの？

　聞きたいことは山ほどあったけれど、とりあえず我慢して、授業が終わるのを待った。




「……じゃあ、最後に、つくった葉っぱのしおりを来てくれたおうちの方にプレゼントしましょう」

　先生が生徒たちにそう声をかけると、みんないっせいに立ち上がり、それぞれの親の元へ向かう。

　咲希がしおりを大切そうに持ってこちらに来た。

　私は当然自分がもらえるものとして、かけていた眼鏡を外してバッグにしまい、両手を空けた状態にして受けとる準備をした。

　ところが彼女は私の前を通り過ぎ、隣にいた常務ににっこりと笑顔を向け、しおりを差し出したのだ。

「はい、これ、もらってね」

「ありがとう、大切にするよ」










想いについて




「ちょっと、どういうつもりなんですか!?　ちゃんと説明してくれませんか？」

　授業が終わり、教室を出たところで、私は常務に訴える。

「咲希とどこで知り合ったんですか!?　今日の参観のことも咲希は全然話してくれなかったけど、常務は知ってたんですよね？」

　興奮して機関銃のようにしゃべる私に、常務はあきれた顔をして首を左右に振る。

「こんなところで大声出して、周りの注目集めるだけだろ？　話なら学校を出てから聞く」

　そう言って常務が歩きだそうとしたので、私も続こうとしたとき、咲希の声が聞こえた。

「亜矢お姉ちゃんっ！」

　振り向くと、こちらのほうへ駆け寄ってくる彼女の姿があった。

「奏汰お兄さんは悪くないからっ！」

「え？　……奏汰……お兄さん？　咲希っ！　そんな呼び方したらダメでしょっ!!」

　自分の会社のボスに向かって軽々しく名前を呼ぶ咲希にびっくりして、怒った口調になる。

「だって」

　勢いのあった咲希だったけど、シュンとした顔になる。

「かまわない。俺がそう呼んでいいって言ったんだ」

　信じられない……。

　あ然とする私を見て、ふたりは顔を合わせてクスクスと笑っている。

「もう、どうなってるんですか。常務、いい加減にして……」

　私は胸に手をあてて、興奮した気持ちを落ち着かせようとするが、なかなか心臓は言うことを聞いてくれない。

「これで俺が誰かに迷惑でもかけたか？」

　迷惑をかけたかとか聞かれても……そういう意味じゃなくて……。

「桃山、その難しそうな顔、どうにかならないのか？　それに赤くなってゆでダコのようだぞ」

　そう言って、常務はクスリと笑う。

「な、なんですかっ!!　そんな言い方ないじゃないですか！」

　どうにか気持ちを落ち着かせようとしているのに。

「またそんな大声出して……周りに迷惑なのがわからないのか」

　彼はあきれ返りながら、両手を顔のところまで上げて降参のポーズをする。

「誰がそうさせてるんですか！」

「自分で勝手にやってるんだろ？」

「ちょーっと!!」

　それまで黙ってた咲希が腰に手をあてて、ふくれっ面で常務と私の間に立った。

「咲希……」

「あのね、亜矢お姉ちゃん？　さっきから奏汰お兄さんは悪くないって言ってるでしょ？　そんなに私のこと、信じられないの？」

　小生意気に私に説教をする咲希。

　信じていないってわけじゃないけど……。

　そんな私を見て、常務は顔を横に背け、必死で笑いを我慢している。

「それから、奏汰お兄さんもっ！　前に亜矢お姉ちゃんのこと好きって言ってたのに、そんな言い方したら嫌われちゃうよ!?」

「……っ!!」

　咲希の言葉に、常務は焦ったような表情を見せた。口に人差し指をあてて咲希に「シーッ」という仕草をする。

「ちょ、咲希ちゃん、今、ちょっと……、ああ、うん、でもそうだね。咲希ちゃんの言うとおりだよ。本当に咲希ちゃんには参ったなあ」

　咲希、今なんかとんでもないこと……言わなかった？

　今度は常務が楽しそうに笑いだし、咲希もまた白い歯を見せニッと笑う。

　私はそんなふたりについていけず、その場に立っているだけでやっとだった。

「だから、亜矢お姉ちゃんを怒らせたりしたらダメだよ？」

「はいはい、ありがとう」

　常務はそう言いながら咲希の頭をポンポンとなでる。

「亜矢お姉ちゃん？　亜矢お姉ちゃんったら！」

　私は何度も咲希に呼ばれていたことに気がつかず、言葉を失ったまま身じろぎもできないでいた。

「あはは、なんか、ダメみたいだね」

　常務は笑いを抑えきれないような表情を咲希に向けながら言った。

「ねえ、咲希ちゃん？　ちょっとお姉ちゃんにきちんと謝りたいから……そうだな、これから彼女をデートに連れていってもいいかな？」

　咲希はパッと顔を輝かせ、もちろん、と言わんばかりに大きくうなずいた。

「奏汰お兄さん、頑張ってね。私はまだ終わりの会があるから、ここでバイバイね」

「うん、そうだね」

　常務は小さく咲希に手を振る。

「本当に今日はありがとう！」

　咲希は大きく常務に手を振った。

　私はそんなふたりのやりとりを頭の遠くで認識しながら、常務に腕を掴まれて廊下を歩いた。




「さっきまでの勢いはどうした？」

「えっ？　……ああ、えっと……」

　歩きながらも、ずっと混乱していて言葉がうまく出てこない。少し斜め前を歩く広い背中を見つめる。

　私は常務のことが好きで……それは自分のことだから十分に理解している。

　でも聞くところによると彼には結婚する相手も決まっているから、いくら好きでもどうしようもない。それもわかってる。

　だから私の想いはずっと心の中にしまって誰にも言ってはいけない、そして言う必要もない。そう思っていた。

「でも、さっき……」

「さっき？　それがなんだ？」

　私は振り向いた常務の顔をじっと見る。

　授業も終わり、眼鏡も外していたけれど、向かい合わせのこれくらいの距離だとよく見える。

「黙ってないで、聞きたいこと、あるんだろ？　どうして咲希ちゃんと知り合いになってるのか、って聞きたいんじゃないのか？」

　あ、そうだった。私はうん、うん、と何度もうなずく。

「前に彼女が下校してるところを見かけた。それで知り合った。それだけ」

　ざっくりしすぎてよくわからない。

「それだけでは……」

　そう言いかけて、言葉を止めた。疲れきっている今の私はきっと、どんな説明を聞いても理解できないだろう。

「どうして途中で止める？　それなら初めから言うな」

「そうですね……」

　常務も私がいつもの調子と違うと思ったのか、それきり何も言わなかった。

　もうキャパオーバーだ。早く帰って頭の中を整理したい。

「お疲れさまでした、失礼します……」

　校舎を出たところでぼんやりとそう言って背を向けようとしたそのとき、彼はガッと私の服の襟首を掴み、顔を覗き込んできた。

「ぎゃ！」

　その瞬間、私の鼓動はドクドクと大きな音をたて始める。

「何、変な声あげてんだ？」

　常務の顔が思いのほか近くて、息づかいが頬に感じられ、うなじがぞくりとする。

「変な声って……、それよりどこ掴んでるんですか！　私、猫ですか！」

　どうにかして離してもらおうと身体を動かすけれど、手はガッチリ掴んだまま。

「もう帰るんですよ。だから離してください」

　抵抗しても無駄だと悟りながらも、あきらめ半分で訴える。

「さっき咲希ちゃんと話してたこと、聞いてなかったのか？　デートに行くって言ってんだろ？　何回言わせるんだ？」

　常務はムッとした顔をしてそう答えた。

「デ……デデデデートッ!?」

　聞こえた単語に急に、耳まで熱を持って赤くなっていくのがわかった。

「いい年して、何真っ赤になって緊張してんだ？　こっちもやりにくいだろ」

　やりにくい？　そんなの、私のほうがずっとやりにくい。

「緊張なんかしてません！」

　こんな言い方では余計に、自分が緊張してますって言っているようなものだ。

「そう。じゃあ行くか」

　そしてやっと彼は、私から手を離した。

「え？　私、了解してませんけど？　だからそれってどういう……。だいたい、デートというのはですね……」

　私はそう言いながら、掴まれていた襟元を整える。

「なんだ？　さっき言ったのに聞いてなかったのか？　人の話もまともに聞けないなんて、どうしようもない奴だな」

「どっ、どうしようもない、ってどういう意味ですかっ！」

　なんだかまた言い争いみたいになっていく。

「人の話はちゃんと聞いとけ。そんなこともできないで、よく俺の秘書なんかやってられるな。他の役員ならクビものだぞ」

　痛いところをつかれて私はぐうの音ねも出なかった。

「反論は？」

　さっきから意地悪なことを言っているけれど、声のトーンや常務の表情からも、どことなく楽しそうに感じるのは気のせい……？

「でも……仕事とプライベートは違います。普段と今日を一緒にしないでください」

　あ、今の自分、かわいくない。

「オマエは仕事のときも今も、そう変わらないじゃないか」

　だったらもし私がもっと素直になれば、自然と笑顔になるような会話ができるのだろうか。

「それで使い分けてるつもりなのか？」

　意地悪に乗らないで、自分に素直になってみる？

「……変わら、いえ、その、私……」

　心のブレーキを外そうとしてみたけれど……いつも怒ってばかりの私が素直になったら、この人はどう反応するだろう。

　想像できないだけになんとなく怖い。

「どうした？　電池でも切れたのか？」

　再びおとなしくなってしまった私に、常務の声も同様にトーンダウンする。

「いえ、なんでもありません。私、やっぱり帰ります」

　今日の私はどこかおかしい。こんな状態でこの人といたって、ロクなことにはならない。

「おい、ちょっと待て。だからオマエは人の話を全然聞いてないじゃないか」

　私は一歩下がり、帰ろうとしたのに、常務は私の腕を掴んで止める。

「俺が桃山のことを好きだって咲希ちゃんが言ったの、聞いてなかったのか？」

　……えっ!?　好きって!?

　何回も自分の中で常務の『好き』という言葉が繰り返される。

　頭がガンガンしてきた。今口を開くと心臓が飛び出てしまいそう。脈もおかしい。不整脈、動どう悸き、息切れ、めまい……。

　嘘でしょ？　本当に？　これは夢？　それとも、からかわれてる？　私だけじゃなく、今日はどうやら常務もおかしい。

「俺はオマエが好きなんだ。なのに、その態度はなんだ？　何か言うことはないのか？」

　これって告白？のはずなのに、どうしてだかどうもえらぶって言われているようにも感じる。

　でもどうしよう、いきなりそんなことを言われても……。なんて答えたらいいの？私も好きです、って言っていいの？

「いえ、別に、何もありません」

　彼の言葉に素直に答えられず、うつむいて、なぜかそんなことを言ってしまう。

「じゃあ、そうだな。この街のどこかオマエの好きな場所に連れていけ」

　その言い方、やっぱりえらぶってる。




　そして常務と私は今、土手にある小さなベンチに一緒に座っている。

　この場所は家からもほど近く、川の手前は少しだけ整備された広場のようになっているけど、たまに散歩を楽しむ人たちが通るくらいの、ほとんど人が来なくて静かなところ。

　私は疲れたときにここにやってきて、斜面そばのベンチに座り、高い空と川の青、風で揺れる草をぼんやりと眺める。そうするだけでホッと落ち着いて癒いやされる、私のお気に入りの場所なのだ。

　夕方になるとあたり一面が茜色に染まり、夕陽が川に吸い込まれていくような景色は、水面がキラキラと輝きロマンチックな気分にもさせてくれる。

　今日は澄みきった秋の気候も手伝ってか、時間がゆったり流れているように感じる。少しひんやりとした風が頬をなでて、私の熱を冷ましてくれて心地いい。

　こうしていると、常務と咲希がどうやって知り合って、どうして参観までやってくることになったのか、なんだかどうでもよくなってきた。

「さっきから黙ったままでどうした？」

　常務のほうは少しムッとしているように感じた。

　私のことを好きだって言ったあとの態度には思えない。

『好きな場所に連れていけ』って言うからここに来たのに。……そんなんじゃなくて。

　せっかく彼が私のことを好きだと言ってくれたのだから、私も彼のことを好きなんだって素直に言ってみる？

　でも、どうやって？　何から言えばいい？

　想いを伝える、ってこんなに難しかっただろうか。何か言わなくちゃってわかってるけど……なんだか、疲れた。

「あの、……私、疲れました」

「疲れた？　俺といるのが疲れたってことか？」

　えっ!?　違うっ！　私は首を振り必死になって否定する。

「ち、違いますっ！　えっと、えーっと、あ、えっと、ほら、土手の緑がきれいだから、その、疲れたときは緑を見たほうがいいって言うじゃないですか」

　誤解を解こうとするけれど、もう支離滅裂で自分で何言ってるのかわからない。

　違う、緑じゃない。好きだって言われたのだから、私も同じだと言わなくては。なのにそれが難しくて。

　頭の中のもうひとりの私が、焦るな、焦るなって言っているけど、不可解な顔をする常務に私はますます焦ってしまう。そしてじっとしていられなくなって立ち上がり、その場にある段差に気づかず歩きだし……。

「ぎゃっ！」

　ドスッという鈍い音とともに、腰に同じく鈍い痛みが走った。と同時にそれまで正面に見えてた景色が真っ暗になり、間近に土と草の匂いがする状態に急変化。

「痛……。こけた……」

　小さな声でそうつぶやいた途端、背後から大きな笑い声。

「う……」

　恥ずかしいやら、痛いやら、私はうつぶせに倒れたまま、起き上がることができない。

　まだ、笑ってる。それもあたりにかまわず大きな声で、本当に楽しそうに。

「おっ、オマエっ、あはは、おかしすぎっ……！」

「放っといてください」

　うつぶせのままの私の言葉は、どうやら彼には届いてはいなかったらしい。

「会社でもよく焦ってドジしてるけど、ははっ、普段でも……そんななのか？」

　声からして、見ずとも空を仰いで豪快に笑っているのが手にとるようにわかる。

「あ、あのですねっ！」

　あまりの恥ずかしさに真っ赤になった私は身体を起こし、草の上に座った状態のまま彼のほうを向いた。

　ベンチに両手をついて、空を見上げて子どものように無邪気に、そして心底楽しそうな顔で笑う彼が、今までに見た笑顔よりもずっと輝きを増してステキだったから、私はもう何も言えなくなってしまった。

　そして彼も立ち上がり、私の隣にやってきて同じように草の上に座った。

「あの、服、汚れますよ？」

　ベンチに座っていたときよりももっと距離が近くなり、風でゆっくりと揺れる草のほうに視線を向けながら、小さな声で遠慮がちに言った。

　彼は私の言葉をまったく気にしてないようで、そのままゴロンと寝転んだ。

「いい場所だな。気分もいい。こういうのは久しぶりだ」

　そう言って目をゆっくりと閉じた。

　やわらかな日差しとさわさわという風の音、そして川の流れる音がかすかに聞こえる。

　私は川の水面に視線を向けた。

「こうしているとゆっくり時間が過ぎるようだな」

　彼が目を閉じたまま言った。

　そう言う彼の穏やかな表情を、覗き込むようにじっと見る。

　彼が目を閉じてくれているおかげで、ちゃんと顔を見ることができた。

　いいなあ、こういうのって。……私、やっぱり常務のこと好きなんだな。

　そして思い出した。前に迎えに行ったときにあった写真……子どもの頃の常務とお母さんらしき人、それから亡くなった会長であるお祖父さんの笑顔。

「前におうちにうかがったとき、常務が子どもだった頃の写真を見ました」

　うちには両親がいないから、特にまだ小さな咲希は寂しい思いをしてるだろうな、なんて思いながら彼に話しかけた。

「常務のお父様である社長が、写真を撮ってくれたんですよね？　笑顔の写真は見ているこちらも楽しくなります。家族っていいですよね？」

　聞こえているはずなのに常務は何も答えない。

　あれ？　私、何か余計なことを言ってしまった？

「いや、あの写真を撮ったのは父じゃない。同じように遊びに来ていた家族連れにシャッターを切ってもらったんだ。父と一緒に出かけたことなんて一度もない」

　目は閉じたままだけど、さっきの穏やかな表情とは違い、声のトーンから少し苛立っているような雰囲気が伝わる。

「オマエも横になれよ？　気持ちいいぞ」

　少し沈黙が続いたあと、彼が言った。

　私は何も答えず、そのまま彼の言うとおり、寝転がった。

　目の前に、一気に高い空が広がる。彼と私、同じこの空の下で同じ時間を過ごしている。

　嬉しい……すごく。

「……あのときは悪かったな、言いすぎた」

　あのとき？

「なんのことですか？」

　まったく見当もつかない彼の言葉に少し戸惑う。

「前に、親離れできてないなんて言ってしまったこと」

「ああ、そんなこと……」

　あのときは嫌な思いをしたけれど、でも本当の常務はやさしい人だとわかっているから今は大丈夫。

「……オマエはそうやって、いつも人を許すことができるんだな」

　いつも来ている場所なのに、隣に常務がいるからなのか、今日は一層の心地よさを感じ、目を閉じる。

「……それから、これは独り言」

　常務の声が聞こえた。

　私は黙って目を閉じたまま、彼の言葉を待った。

「俺は父より祖父のほうが好きで、父とは子どもの頃からいろんなものの考え方が合わずぶつかっていた。そしてそれは今も続いている」

　子どもの頃から……？

　常務と社長がいい状態でないことはなんとなく雰囲気からわかっていたけど、でもそれが子どもの頃からだなんて思ってもいなかった。

「反抗していた頃もあったけど、そんな父親と俺に母親もいつもオロオロするばかりで。挙げ句には疲れたんだろう、黙って出ていったよ。なんだかんだ言ってもそうやって人を傷つける俺は、父親と同じなんだ」

　初めて聞く常務の力ない声に、胸が締めつけられるように悲しくなる。

「特に祖父が亡くなってからは、もうどうでもよくなってきて。でも前にオマエに言われたよな。どんな親でも健在なのはいいことで、思うことがあるのならちゃんと話し合えって……」

　そういえばそんな恐ろしいこと言ったっけ。今考えると、いくら常務の事情を知らないからって、なんて生意気なことを言ったんだろう。

「面倒なことから避けていただけなのかもしれない。だから、ずっと心の中にあった、やりたいことがはっきりしてきた今、ちゃんと向き合うことにした」

「やりたいこと？」

　常務にまでなって、仕事でもなんでも自由にできると思っていたけど。

「近いうちに行動を起こす。行動を起こす以上ゆっくりとはしていられない。一気に方かたをつけるつもりだ。自分の意思がちゃんとあるのだから、それで父親に向き合うよ。自分は無力だから、というのはおそらくただの言い訳だろうな」

　でも今度の声は、なんとかしようという彼の思いが伝わって、少しの変化だったけれど、話し始めのときよりも明るく頼もしく感じる。

　常務と社長との難しいことはよくわからないけれど、頑張ってほしい。

「応援しています」

　独り言ってさっき言ってたけど、それだけはどうしても伝えたかったから私は声に出した。

　彼がいい状態になるときっと私も嬉しい。

　それからまた静かになって、なんだかゆったりと流れる時間に緊張もほどけ、なんだか夢の中を漂っているような錯覚に陥る。

　……ん？　あれ？　ちょっと、待って。違う。何これ？　なんか、変。重い……？金縛り？　息苦しいまではいかないけど、何かが覆い被さっているような。

　今まで瞼まぶたを通して明るさを感じていたのに、急に光が遮られたように真っ暗になってしまう。慌てて目をパッと開くと……すぐ目の前に常務の顔がっ！

　そして重いのは彼が私の上に乗っかっているから！

「ぎゃああああああああああ!!」

　彼を押しのけようとするも動けない。

　ちょ、待って、何やってんの、この人！

「あ、あわわ、ちょっと、どいてくださいっ!!」

「うるさい」

　彼は私の両腕を掴み、押さえつける。

　足をばたつかせようとしても彼の足は器用に私の足を挟み込み、自由を奪われた。さっきまでの心地よい状態とは真逆のパニック状態になる。

「なっ、何やってんですかっ！　ここ、外ですよっ！　昼間ですよっ！」

　必死で抵抗して大きな声で怒鳴るけど、まったくのおかまいなしだ。

「オマエなあ、そんな大声出したら、せっかく誰もいないのに人が集まってくるだろうが」

　あきれ顔で答える。

「ぐ……」

　彼の言うとおり、こんなところで大声出して人が集まってきたら……。でも、私はこの人のことを……。

　そう思ったら、腕から、足から、ふうっと力が抜けていく。

「あきらめた？」

　そう言って、ふっと笑う。

　そうだ、この人のことを好きなんだったら、何されたって。

　私はドキドキして少し震えながらも、意を決して言った。

「えっと、どうぞ、あの、常務の好きに、……自由にしてください」

「ぶっ!!」

　常務は大声で笑いだす。

「その言い方！　ほんと、オマエ、おもしろいっ！」

　恥ずかしくて、なんだかもう身体中の熱が沸騰してしまいそうだ。

「楽しい奴だなあ」

　彼は掴んでいた私の手をゆっくりと離し、今度はやさしく頬をなで、同時に穏やかな笑顔を近づけてきた。と思った瞬間、そっと彼の唇が私の唇に触れる。

　それは最初に、彼の部屋に迎えに行ったときにされたような、渇いた無む稽けいなものでなく、ずっと夢見ていた、相手をいたわるようなキス。

　彼が私のことを想ってくれているというのは本当なのかもしれない、と伝わってくる彼の体温からそう思った。

　あまりの心地よさに、ずっとこのままでいたいな、なんて。

　閉じた瞼は彼の姿で影になり、まぶしさを感じないでいたけれど、ふわりと彼が離れると、また太陽の光が瞼を差した。目を閉じたままでも太陽の光がまぶしく、私は眉をひそめ困ったような顔になる。

「まだ、したかった？」

　いたずらっ子のようにクスクスと笑いながら言う常務の言葉に我に返る。

「ちっ、違うっ!!」

　彼の言葉に、心の中を覗かれたような気がして、意識していないと呼吸もできないくらいに焦る。

「じゃ、何焦ってんだ？」

「だから、違いますってば!!」

　常務は口元にやさしい笑顔を浮かべ、私を横目で見ながら、身体をゆっくりと起こす。

「まぶしかっただけ、なんですっ」

　本当にもう、この人は……。

　私も彼に合わせて少し遅れて身体を起こし、そっと彼の横顔に視線を向ける。

　私、今この人と……。

　思い出して真っ赤になり、急激に上がった体温を下げようと、両手で頬を押さえる。

「オマエみたいな奴って初めてだ。もしかしたら何か……そうだな、あきらめずになんでもできると思えるよ」

　澄んだ瞳に整った鼻筋、そしてきれいな唇……とひとつずつ視線でたどる。

「あの」

「なんだ？」

　そう言って私のほうを向いたその顔に、またドキンとする。

「あ、いえ、なんでも、ないです」

　思わず常務のことが好きだと言いそうになってしまい、慌てて視線を川に向けた。

　さっきから、言おうか、やめようか……そんな思いが心の中で行ったり来たりしている。

「言葉を途中で止めるくらいなら初めから言うな」

　彼は草の上に両手をついて、空を見上げながら言った。

　人が一大決心をして、好きだって言おうかどうしようかっていうのに。

「は？　そ、そんな言い方ないじゃないですか？」

　私のムッとした顔を見て彼はまたクスクスと笑う。

「さ、もう行こうか」

　そう言って常務は立ち上がり、服についた草をパンと払うと、私の腕を掴んで立ち上がらせる。

「草、ついてる」

　彼はそう言って、私の頬についた草をそっとなでるように取った。

「ありがとう……、ございます」

「ああ、それから、やっぱり眼鏡、ないほうがいいな」

「え？」

　あ、そうか。仕事中はほとんど眼鏡だから……。

　改めて言われて急に恥ずかしくなり、そわそわしてしまう。

　彼はそんな私を見て嬉しそうな笑顔を浮かべると、くるりと背を向けて片手を上げ、歩き始めた。

　帰ってしまう……そう思ったら心の奥がきゅうっとなる。

「あのっ！」

　思わず両手を口に添え、大きな声で叫んだ。

　私の声に彼は立ち止まり、振り返る。

「あ、私！　あの、月曜、ちゃんと会社行きますから！」

　違う、こんなこと言うために呼び止めたんじゃない。

「あたり前だろ、明後日あさってから俺いないんだから！　留守はしっかり守ってくれないと」

　あ、そうだった。彼はアメリカに行って、しばらく会社には来ないんだった。

　当分会えないとなると急に寂しくなり、「はい」とだけ答えると、もう何も言えなくなってしまった。

「ああ、それから、帰ってきたら……！」

　常務が何か言ってるけれど、ちょうど大きな風がびゅうっと吹いて声がかき消される。

　私が何か言うのを待っていたのか、少しの間私のほうを見ていたけれど、再び彼は背を向けた。

　そうだ、逆にしばらく顔を合わせないのなら言えるはずだ。

　思いきって一歩足を踏み出す。

　なのに一歩からそれ以上、進まない。

　本人を目の前にして嫌いだと言ったことや、お互いの立場のこと、それから彼には決まった女性がいること……いろんなことが次から次へと浮かんでは消えていく。でも、それでも……。

　私は再び一歩、二歩とゆっくりと彼に近づく。

　そして気づけば早足で彼に駆け寄って……ドン！とぶつかるようにして背中に抱きついた。

「あの、私！　常務のことが好きです。嫌な奴で大嫌いだったけど、でもそうじゃなくて本当は常務のことが大好きかもしれないって思ったこともあったし、やっぱり嫌い、ってなったり、でも本当は、……本当に……なんです」

　そのときの私はもう必死で、自分で何を言っているのか、わけがわからなくなっていた。

　常務はそのままで動かない。大きな背中から伝わるさっきまで寝転んでいた草の匂い、それと同時に感じる彼の温かさに少しずつ気持ちが落ち着いていく。

　しばらくして彼が私の腕を掴んだまま、ゆっくりと向きを変えて私のほうを向いた。

「大好きだとか大嫌いだとか、亜矢って本当にサイコーだな」

　そう言って嬉しそうに笑った。

　私のことを『亜矢』と呼んでくれたその言葉は、私の胸を大きく高鳴らせる。

　そしてその言葉の裏の彼の気持ち……私も彼と同じで素直じゃないからとてもよくわかる。

「本当に素直じゃないですね？」

「お互いさまだろ」

　ふたりとも笑う。

　頬をなでる風もその風で揺れる草も嬉しそうに見えた。










ダンススクールについて




　常務は一ヶ月の予定でアメリカ・ワシントンに出発した。

　出張なら塩屋課長が同行するけれど、今回はプライベートの用事もあるらしく、彼はひとりで発った。

「一ヶ月って長いなあ」

　常務が不在になる分、秘書の仕事が減るということはない。逆に彼がいないから国内でのサポートはしっかりとやらないといけない。

　まだ誰も来ていない秘書室で、ふと土曜のいろんなことを思い出す。常務は私のことが好きで、私も彼のことが好きで……なんて彼に思いを馳はせる。

　ひゃー、なんか照れてしまう。

　ニヤついてしまう自分に思わず両手で小さくデスクを叩く。

「おはようござい……、わ、なんか、桃山さん、気持ち悪い」

　眉間にしわを寄せながら、向島さんが秘書室に入ってきた。

　今の見られた？

　私は焦りを隠しながら「おはようございます」と彼女に答え、意味もなくデスクの上を片付け始める。

「っていうか、常務を空港まで送っていくのって桃山さんじゃなかったの？」

　向島さんはバッグをドカッとデスクに置き、席につく。

「私、何も言われてないです。墨染さんが行ったんじゃないんですか？」

「墨染さん？　それはないでしょ？　それだったら私のほうがずっといいでしょ」

　自信満々に向島さんが言った。

　その自信、どこから沸いてくるんですか。

　そこへちょうど墨染さんが入ってきた。

「あ、墨染さん……」

「おはようございます。あれ？　常務を送っていったのって……」

「何、ふたりして声そろえて言ってんのよ。常務からお呼びなんてかかってないわよ。桃山さんじゃなかったの？　最近、常務のお気に入りみたいだったし？」

　ふふん、と鼻で笑いながら言う墨染さん。

「お気に……？　おもちゃみたいに言わないでください！」

「だっておもちゃみたいに扱われているじゃない？　傍はたから見てて、いっつもそう思うわ」

　そう言いながら自分の席について、バッグの中から化粧ポーチを取り出す。

「常務はもっとオトナの女性が好きなんだから」

　今度は向島さんが長い髪をかき上げて、ふふん、とさっきの墨染さんと同じように笑う。

「オトナの女性？」

　思わず聞き返した私の耳元で、囁くような声が聞こえた。

「そうです、如月産業の社長令嬢とか」

「わっ！　島津さんっ！」

　島津さんは常務から何か言われたのか、あれ以来〝壺〟や〝先生様〟について、何も言わなくなり、いつもと同じ、存在感のない彼女になっていた。

　常務に決まった人がいることなんて、わかっているのに胸の奥がズキンと痛んだ。

「何、ぼんやりしてんのよ」

　向島さんは私の顔の前で手のひらを上下にひらひら動かす。

「あ、いえ、なんでもないです」

「さっきまでの勢いはどうしたのよ？　もしかしてふたりの婚約話にショック受けてるの？」

　それを受けて今度は墨染さんが、嫌味っぽくねっとりとした口調で私に言った。

「まさか、桃山さん、常務におもちゃにされてるのに、勘違いしてるとか？」

　ふたりは私が傷つくようなことを平気で言ってくる。

「婚約話はだいぶ進んでいて、先日もお仲人なこうどさんと常務たちが打ち合わせされていたそうです」

　えっ!?　そうなの!?

　三人の話に、最初の私の浮かれた気持ちはどんどんしぼんでいく。

「あー、私も知ってる。この間も彼女、会社に来てたよね？　きれいで常務とお似合いだけど、ちょっと意地悪そうな感じ」

　思い出したように向島さんが大きな声をあげる。

「わかる、わかる。意地悪って顔に出るのよね」

　うんうん、と共感する墨染さん。

「……向島さんも墨染さんも似たようなものだと思いますが……」

　島津さんがぼそっと言う。

「えっ？」

「なんですって？」

　さっきまで常務とのことを考えてウキウキしていたけど、この三人の話を聞いてたら、やっぱり現実を突きつけられたような気持ちになる。土曜の出来事は刹那的なものであって、別れたあの時点で終わりだったのだと。

　だけど、常務の言葉が嘘でも本当でも、〝ふたりで一緒にいた〟ってことだけはまぎれもない事実。

「だ、だって……、夢見るくらい、かまわないじゃないですかっ！」

　突然の私の言葉に三人がいっせいにこちらを見る。

　しまった！

「あっ、なんでもないです！」

　私は慌てて両手を振ってごまかす。

「えっと、早く、仕事しましょう？　ほら、いっぱいやらないといけないことありますから」

　あの言い方、絶対変に思ったはず。三人に、私が常務のことを好きだってバレてしまったかもしれない。

　私は気持ちをなんとか落ち着かせようと、引き出しを意味なく開けたり閉めたり繰り返す。

「桃山さん？　まさか常務のこと、本気とか？」

　墨染さんが興味深そうに聞いてくるけれど聞こえないフリをする。

「ふーん、常務もなんだかんだ言って桃山さんのことかまってるしねえ」

　向島さんも疑わしそうな目でこちらを見てきた。

「あ……いえ、あの」

　ふたりの言葉に、しどろもどろになる。

　そのとき、秘書室のドアをノックする音とともに塩屋課長が入ってきた。

　課長の姿を確認した途端に三人は「おはようございます」と挨拶しながら、そそくさと自分の席に戻る。

「課長、おはようございます」

　遅れて私も挨拶をする。

　課長はまっすぐ私の席にやってきた。

「ああ、桃山さん、ちょっといいですか？」

　どうしたんだろう。

　三人の変な視線を受けながら、空いている常務室へ入っていく課長のあとを追いかける。

　中に入っても当然彼はいないけれど、いろんなところで彼の気配を感じた。

　机の上の散らかったままの新聞とか、難しい本がたくさん並んだ本棚とか、かすかに残る彼の香りとか。

　……会いたいなあ。

　なんて思っていたら、じっとこちらを見つめる課長と目が合ってハッとする。

　そうだった、今は課長といるんだった！

「あ、あの、どうしたんでしょうか？」

「今朝、常務を空港に送っていくときに言われたんですが」

　あ、今日は課長が送っていったのか。

「そのときにね、自分が留守の間、桃山さんのことを見ていてほしいって言われて」

　見ていてほしい……？

「その意味がよくわからなくて理由を聞いたんですが、帰国まで待ってほしい、とそうおっしゃるだけで。桃山さんは何か心あたりありますか？」

「いえ……」

　常務が？　どうしてそんなことを？　心あたりって言われても……。

「そうですか」

　課長は腕を組んで釈然としないような表情をする。

「はあ……」

　いや、私もよくわからないのだけれど、もしかしたら仕事でよく失敗しているから見張っとけ、っていう意味なのだろうか。

　ふたりの間に続く沈黙の中、時計の音だけがカチカチと響く。

　これ以上長くここにいると、あの三人にまた何言われるかわからない。

「あの……、他にないのでしたらもう戻っても……」

「……あ、待って？　ちょっと、言いにくいことなんですけど……」

　課長はためらいながら私を呼び止めた。

「はい？　なんでしょうか？」

　改めてそう言われると、変に身構えてしまう。

「うーん、気を悪くしたら申し訳ないんですが」

　課長は組んでいた腕を逆に組み直し、天井を見つめてから視線を私に戻した。

「……常務と……、何か……あります？」

　え……？

　私はまさかの課長の言葉に動揺を隠せなくなる。

　ふたりのことは当然、黙っていたほうがいいんだろうけど、どういう理由であれ、常務が課長に私のことを見てくれるように頼んでいるなら……常務は少なくとも課長だけは信用しているのかもしれない。だったら……。

「私、常務とは……」

　言いかけたものの、本当に言ってもいいのだろうかと迷う。

　さっき三人が話していた婚約の話を思い出し、やっぱりこれは言ってはいけないことだと黙ってしまった。

「……ああ、変なこと聞いて悪かったですね。早く戻って仕事してください」

　彼はそれ以上追及することはなく、先に常務室を出ていった。




「ただいま……」

　今日はいつもよりも疲れたなと思いながら、玄関で靴を脱ぐ。

「あ、亜矢姉ちゃん？　ちょっと……」

　私を見つけた玲奈が待ってましたとばかりに駆け寄ってきた。

「何？　どうしたの？」

　居間に行こうとする私の腕を引っ張って、彼女は私を自分の部屋に連れていった。

「え？　え？　何？　居間でも話聞ける――」

「シーッ！　まだ内緒なの。居間には賢兄ちゃんと咲希がいるから」

　彼女は声を抑えて私を注意する。

「何？　聞かれたくないこと？」

「余計な心配かけたくないから」

　真剣な表情の玲奈に、私も少し緊張する。

「な、なんなのよ……」

「ねえねえ、私がダンススクールに行きたいって話、前にしたじゃない？」

　そういえば、咲希の参観の日にそんな話したっけ。

「今日ね、友達と帰る途中、そのダンススクールの人に『ダンス上手ですね』って声をかけられたの！」

　彼女は頬を紅潮させ、早口で話し始めた。

「私のダンスを見たことがあって、素質があるから奨学金でスクールに通わないかって言われちゃった」

　何、その突然の話。

「今は先生について習ってるわけでもないでしょ？　それに本当にその人、玲奈のダンス見たことあるの？」

　私が疑わしそうに聞くと、玲奈は慌てて付け足す。

「時々運動公園のピロティで踊ってるのを見たことあるって」

　嬉しそうに話すけれど、それってタイミングよすぎっていうか、話がトントン拍子すぎないだろうか。

「でも、なんかそれって怪しくない？」

「うん、私も変だなって思ったんだけど……。でもその人、名刺くれたのよね」

　そう言って玲奈はスカートのポケットから、もらったという名刺を私に見せた。

　そこにはダンススクールの名前と、取締役社長の名前があった。

　私はそういう学校には詳しくないけれど、玲奈が言うには業界でもかなり有名で、テレビで活躍しているダンサーも、そのスクール出身の人が多いとか。興奮気味に詳しく説明してくれた。

「今度、見学に来ませんか？って言われて。ひとりで行くの不安だから、亜矢姉ちゃん一緒に行ってくれないかなと思ってさ」

「ふーん……」

　そう答えながら、私は半信半疑で名刺をまじまじと見つめる。

「嬉しくないの？　もし、ここに通えば奨学金がもらえるし、亜矢姉ちゃんやみんなにお金の心配かけなくてすむんだよ？　私、このスクールに憧れてたんだあ」

　信用してもいいのか不安はあったけれど、さっきよりもさらに頬を染めて嬉しそうに話す玲奈を見ていたら、とりあえず話を聞くだけでも、という気持ちになってきた。

「わかった、付き合うよ」

　見学に行ってから、どうするか決めればいいことだし。

「ありがとう、亜矢姉ちゃん！」

　知らない間にどんどん自分で道を見つけて進んでいく玲奈に、もう私が心配する必要もないかもしれないな、と思った。

「亜矢姉ちゃんはどうなの？　好きな人、いるんでしょ？　この間の態度でバレバレだったけど？」

　彼女は口角を上げ、『知ってる』と言わんばかりの表情だ。

「あっ、えっと、私なんか別に、そんな人、いないってば……」

　焦って、笑ってごまかそうとしても、玲奈の笑顔を見たら通用してるようには思えない。

「さっきから何ふたりでコソコソしてんだよ？」

「亜矢お姉ちゃんの嘘つきー」

　声のしたほうを見ると、いつの間にやら賢と咲希が部屋のドアのところで並んで、ニヤニヤしながら立っていた。

「嘘つきってどういうことなんだ？　参観の騒ぎのとき、咲希には嘘はダメだとか言ってたくせに」

　賢が咲希の話を聞きたそうに彼女の肩を叩く。

「あ、咲希、お腹空いたよね？　えっと向こう行こうか？」

　話を逸らそうとする私を無視して、咲希は自慢そうに言った。

「亜矢お姉ちゃんはね、奏汰お兄さんと好き同士なんだよ？」

「咲希！」

　私は慌てて止めようとしたけれど、彼女はしゃべり続ける。

「奏汰お兄さんって、おじさんなんだけど、なんかすごい人なんだよ？」

　お、おじさんって……。私は苦笑する。

「でね、でね、会社でもえらい人で、亜矢お姉ちゃんと一緒にお仕事してるんだよ？」

　常務から聞いた話だろう、嬉しそうに咲希は説明する。

「へー、姉ちゃん、玉たまの輿こしってやつか？」

　感心しながら賢が言う。

「そ、そんなんじゃないったら！」

「亜矢姉ちゃんさ、もう私たち大丈夫なんだから、そんなに力まなくてもいいよ？　好きな人がいるならその人と、ね？」

　玲奈が納得したようにうなずく。

「そうそう、俺ももうすぐ就活始まるし、採用決まって卒業したら家計助けることできるしさ。姉ちゃんが結婚して出ていっても大丈夫」

　賢もしっかりとした口調で話す。

「け……結婚っ!?　話が飛躍しすぎっ！」

　恥ずかしさのあまり、頭がかーっとなってくる。

「咲希だって次は四年生になるんだもん！　ひとりでなんでもできるから！」

「うん、うん、ありがとう」

　やっぱり、家族ってあったかい。

　ケンカしたり、わかり合えなかったりすることがあってもちゃんと乗り越えて、乗り越えた分、前よりもずっとあったかいものになってる。

　常務も……、常務の家族は、今は父親である社長と常務のふたりだけだけど、ちゃんと向かい合って話して、少しでも事態が好転すればいい、そう思う。




　常務がワシントンに行ってから二週間。

　職場はなんとなく平和なような、騒がしいような、相変わらずの日々が続いている。

　家のほうも、この間、玲奈が言っていたダンススクールにふたりで見学に行ったけれど、しっかりしたところで特に問題もなかった。

　ただひとつ、私の中で気になっているのは常務のこと。

　あのときの私は浮かれまくっていたけど、こうして常務がいない状態でひとりになって冷静に考えると、やっぱりこれは常務の気まぐれなんじゃないだろうか、と思い始めていた。

　最近はもうないけれど、私が秘書課に異動したばかりの頃って毎日いろんな女性から電話かかってきてたし。

　もしかしたら、そういうのがなくなった分、今度は私を相手にしているだけなのかもしれない。

　そんなふうに考えたくはないし、彼のことをちゃんと信じたいけど、今の私はそれだけの自信がない。今、ここに彼がいてくれたら、きっと彼の存在を確かめるだけで安心できるのに。

　でも……彼から一度も連絡がない。




「……桃山さん？　この書類を……」

　しまった！　仕事中だというのに、何考え事してるんだろ。こんなんじゃまた失敗しちゃう。

「あ、すみません。もう一度、説明していただけませんか？」

　ぼんやりしていた私が悪いのに、塩屋課長は嫌な顔ひとつせず、最初からまた仕事の説明をしてくれた。

　しっかりしないと。とりあえずあと二週間で常務は帰ってくるんだから。

「あ、はいっ、ええ、……はい、はい、わかりました」

　向こうで焦ったように電話対応をしていた墨染さん。

　なんかいつもと違う？　どうしたんだろう？

　墨染さんが電話を切ってから大きな声で言った。

「今から社長がここに来るって！　なんか機嫌悪そうよ～。誰か仕事で何かやらかしたんじゃないの？」

「やだー、私、何もやってないわよ。島津さんか桃山さんじゃないの？」

　眉をひそめて向島さんがこっちを見た。

　え？　私？　でも心あたりなんて特にないし。

　島津さんのほうをそっと見る。

「常務が留守の間、先日まで五日間の連続休暇をいただいていたので、自分には関係ありません」

「何、言い逃れしてるのよ。休暇前にやらかしたのかもしれないじゃないの」

　墨染さんが言い返す。

「まあまあ、誰かが何かやったって決まったわけじゃないんですから。落ち着いて」

　課長が苦笑しながら両手を上下に動かし、みんなを制する。

　そんな状態でみんな仕事が手につかず中断していると、しばらくして突然、勢いよく秘書室のドアが開いた。

「桃山亜矢はどこだ？」

　……社長!?

　その声でみんながいっせいに私のほうを見る。

「キミか？」

　みんなの視線で、どうやら自分から名乗らずとも、社長には私とわかってしまったようだ。

「は、はい……」

　彼は厳しい目つきで私をじっと見ると「あ」と思い出したような顔をした。

「キミは確か、あのとき、駐車場で」

　社長は前に企画報告会議で常務が私といたところを覚えていたようだった。

「キミは最近、奏汰の個人的な仕事までやってるのか!?」

　こ、個人的って、どういうこと？

「あのときも奏汰の態度がおかしかったし。最近の、奴の変わりようには、やっぱりキミが絡んでたんだな!?」

　いきなりまくし立てるように私に詰め寄ってくる。

　常務もたいてい怖かったけど、この人の怖さはまた別のものだ。

「えっと……、お言葉を返すようで申し訳ないのですが、あの、どういう意味で、しょう……か？」

　狼ろう狽ばいして小さな声で答えると、社長はいぶかしそうに私を見た。

「どういう意味？　それは自分でもよくわかってるんじゃないのか？　どうせ自分の立場もわきまえず、奏汰に変な入れ知恵をしたんだろう？」

　……あ。

　社長のその言葉で、私はこのとき改めて〝自分の立場〟というものを思い知らされた。

　今の常務と私とでは住む世界が違う。社長になんの意図があって私にそんなことを言っているのか、そこまではわからない。でも社長が常務のことで私に怒っているのは間違いない。たとえ常務が単なる気まぐれで私と一緒にいたのだとしても、常務の立場では許されないことなのだ。

　視線を床に落とすと、社長はみんなのほうを向いた。

　すると申し合わせたようにみんなしゃきんと背筋を伸ばす。

　どうしよう。課長もみんなも、常務と私の関係を疑ってる。もし何か社長に言ってしまったら。

「キミたちは何か……」

　社長がそこまで言いかけると、真っ先に向島さんが言った。

「常務と桃山さんが、仕事以外で話しているところは見たことありません」

「私もありません。常務、かなり桃山さんのことを嫌ってらっしゃるようですから」

　墨染さんも向島さん同様に真面目な顔をして答える。

「実際、いまだに……、秘書の仕事も、まともにできないですし」

　小さな声だったけれど島津さんも否定した。

　みんなひどいことを言ってくれる。

　それにしても、どうして三人とも、あんなに私と常務が怪しいって言っていたのに何も言わないのだろう。

「ええ、私も常務からは何も聞いてないですし、桃山さんに関しても特に話は出てきませんね」

　課長まで……。

「まあ、塩屋が……そう言うのなら」

　課長の言葉にやっと社長は納得したようで、再び私のほうへ向き直った。

「とにかく、彼は今大事な時期なんだ。誰かに誤解されるようなことや、厄介事を起こされては困るからな！」

　そう言い残し、部屋を出ていった。




　私の知らないところで、常務と社長の間に何かが起こっているみたいだ。

　そういえば、あの土手で一緒だったとき、常務はやりたいことがどうの、って言ってたっけ。

　今の状況、彼は知ってるんだろうか。

　それより、社長がいきなり私を名指しで入ってきたって、どうして？

　……こんな事態まで考えてなかった。あのときはただ、常務がそばにいて、一緒に笑って、それだけでいいと思っていたけれど。

　もしかしたら常務はこうなることをわかっていたから、塩屋課長に私を見るように頼んだのかもしれない。

　会社があって、そこにはたくさんの従業員がいて、大切な取引先があって。だから少しでもレールから外れることは、許されることではないのだ。

　何も考えず、ただ浮かれていた自分が恥ずかしい。

　それに彼には婚約者がいて……。私、どうしたらいいんだろう。彼のために何ができるだろう。

　今はただ、どうか常務の身にも何も起こらず、このまま静かに事態が終息しますように、と祈ることしかできない。

「……ちゃん……亜矢姉ちゃんっ!!」

「あっ!!」

　玲奈の呼ぶ声でハッとする。

　ああ、そうだ。早く帰ってきたから今日は私がご飯の用意するって、キッチンに立ってたんだ。

「ああ、玲奈。帰ってきてたんだ？」

「なーに、ぼんやりしてんの？　また彼氏のこととか考えてた？」

「バッ、そんなんじゃないって！　最近ご飯は玲奈に任せてたから久しぶりで……何をつくろうか考えてたんだから」

　私は鍋のフタを開けてロールキャベルのでき上がりを確かめる。

「怪しー。はいはい、でもそういうことにしてあげるね」

　会社であんなことがあったというのに、玲奈からそんなことを言われてまだ心が浮きたつ自分が嫌になる。

「どうしたの？」

　彼女の声に我に返った。

「ううん、なんでもないよ。で？　何？　何か用事？」

　私は慌てて返事する。

「うん、あのね。今日、小切手っていうのかな？　金額の書いてある証書みたいなやつ、もらったの」

「え？　小切手？」

　私はガスの火を止めてエプロンで手をふき、彼女がバッグから取り出した小切手を受けとる。

「なんで小切手なんか……」

「今日ね、亜矢姉ちゃんと一緒に見学に行ったダンススクールから電話があって、学校の帰りでいいから寄ってくれないかって。奨学金用の小切手を預かってるから渡したいって」

　私は受けとった小切手をじっと見る。

「小切手を預かってる……？　スカウトしてくれたのはスクールの人でしょ？　だったらそんな小切手なんて、ややこしいことをする必要はないんじゃないの？」

　玲奈は私の横に並び、一緒に小切手を覗き込む。

「うーん、私、そういう仕組みってよくわかんないんだけど、とにかく小切手を受けとって、それでレッスン費を振り込んでくれって」

　どうしてわざわざレッスン費を小切手にして玲奈に渡すんだろう？　私の頭の中はいろんな疑問でいっぱいになる。

「ねえ、なかなかの金額でしょ？　ほら、いち、じゅう、ひゃく、せん、まん、じゅうまん、ひゃくまん……」

　玲奈は私の指の間から、小切手をすっと抜き、金額を指差して数え始める。

「え？　これってレッスン費にしては高すぎない？」

　そりゃ、ある程度の金額は考えていたけど、放課後に受けに行くだけなのにこれはちょっと……。

「うん、私も変だなーと思ったんだけど、スクールの人に聞いても詳しく教えてくれなくて。振出人、だっけ？　その名前のところを見てもらったらわかるって」

「振出人……？」

「でも私、この人、知らないのよねー。心あたりもないし、亜矢姉ちゃんは知ってる？ねえ、見て？」

　玲奈が振出人の箇所の名前を指差す。

　そこにあった名前は『如月映え美み』。

「如月……、映美……？」

　私は小さな声で名前を読み、眉をひそめる。

「なんかねえ、先生も知らなかったし、事務の人も『知らない』って。なんか変でしょ？」

「そう……」

「そんなんで受けとってもいいのかなあ？　亜矢姉ちゃん、どう思う？」

　誰？　この人？　ダンススクールの役員か何か？　如月……、どこかで……。

「あっ」

　私は思わず小さな声をあげた。

「どうしたの？　亜矢姉ちゃん？」

　不思議そうな顔をして玲奈が私の顔を覗き込む。

　どうしよう、とんでもない人に知られてしまったのかもしれない。

「……どうしたの？　亜矢姉ちゃん、顔が青いよ？」

「あっ、ごめん、高額にびっくりしちゃって。私たち貧乏人には縁遠いお金だもんね」

　必死になって笑ってごまかし、なんとかやりすごそうとする。

「ねえ、玲奈？　私が銀行でこの振出人のこと聞いてみるから、これ預かってもいい？」

「え？　あ、うん、いいよ」

「えっと、じゃあご飯の準備に戻らなくちゃ。玲奈はテーブル片付けてくれる？」

　小切手を引ったくるようにして彼女の手から取り、エプロンのポケットに入れた。

『如月』って『如月産業』のことかもしれない。だとしたら『如月映美』というのはその会社の誰か……もしかしたら常務の婚約者とか……？

　まさかとは思うけど、十分にあり得る。

　でもそうだったとして、どうしてこんなことをするんだろう？

　さっき玲奈に言ったように銀行で如月映美が誰なのかを確かめるか、それともスクールに行って事情を問いただしてみるか。

　このことも、それから、社長がやってきて私のことを聞いてきたことも、何か関係があるのかもしれない。やっぱり私、とんでもないことに関わってしまった？

「ねえ、亜矢お姉ちゃんー？　ご飯まだぁ？」

　居間のほうから咲希の声が聞こえた。

「ああ、ごめん、ごめん。もうできるから待ってて？」

　とりあえず今はみんなの前では元気にしていないと。変な心配させちゃダメだ。

　私はでき上がったロールキャベツを急いで鍋から大皿に移し、お盆にのせて居間へ運んだ。

「ほら賢、もうご飯だからそんな雑誌、読まないで？」

　そう注意しながらテーブルにお皿をドン、と置く。

「ああ、ごめん、ごめん」

　彼は雑誌を閉じて、隣の空いている椅子の上に置いた。

「へー？　経済の雑誌なんか読んでるの？　難しいの読んだりするのね？」

　私は賢がさっきまで見ていた雑誌を手に取って、パラパラとページをめくる。

「そりゃあ、もう就活だし、そういう勉強をしてなきゃダメだろ？」

「賢お兄ちゃんえらーい！」

　咲希がわかったような口ぶりで笑う。

「あ、そうだ、ちょっと貸して？」

　そう言って彼は私が持っていた雑誌を再び取ると、どこかのページを探しだす。

「確か、姉ちゃんの会社のこと、載ってたんだよな……」

　うちの会社……？

「えーっと、あった、あった。ここだよ？」

　開いたページを私に見せようとした。

　すると横から玲奈が顔を出してきて、私を押しのけて覗き込もうとする。

「私も見たい！」

「あ、ちょっと、玲奈ったら押さないでよ。まだ見てないんだから」

「いいじゃない！　亜矢姉ちゃんは自分の会社のことだからなんでもわかってるでしょ？」

　そう言いながら、玲奈は賢から雑誌を取り上げ、そのページに目を通す。

「ほんとだ、すごいね。亜矢姉ちゃんの会……」

　急に黙り込み、不審そうな顔をした。

「玲奈？　どうしたの？」

　聞いても何も答えず、そのまま雑誌を見つめている。

「賢、何か変なことでも書いてあるの？」

　今度は賢に尋ねる。

「いや、別に？」

　そう答えて彼はまったく気にしない様子でご飯を食べ始めた。

「あ、奏汰お兄さん！」

　玲奈が見ている横から覗き込んできた咲希が、突然大きな声を出した。

「この人ね、亜矢お姉ちゃんと好き同士なんだよ？」

　常務の写真が載っていたのだろう。嬉しそうに指差しながら咲希が言う。

「もうっ、咲希、やめなさいってば」

　でも玲奈の表情は固く、誌面をじっと見つめたままで変わらない。

「どうした？　玲奈？」

　さすがに賢も不思議に思ったのか、持っていた箸を下ろし、玲奈に尋ねる。

「変な玲奈。ただ姉ちゃんの会社と如月産業が業務提携していくってこと、詳しく書いてあるだけなのに」

「え？　賢、そんなこと書いてあるの？」

　私は賢の言葉に驚きを隠せない表情になった。

「亜矢姉ちゃん、さっきの小切手の……如月映美って名前も載ってるよ？　この会社と関係あるの？」

　玲奈の問いただすような瞳に動揺し、手が震える。

　どうしよう。みんなの前では心配させないようにしようって決めたばかりなのに。

「小切手の如月映美と同一人物なの？」

　何も答えない私に玲奈は続けた。

「……そ、それは……」

　あの小切手を用意したのはやはり如月産業の……。

「ねえ、スクールの人も『詳しくは言えない』『知らない』の一点張りだったし。亜矢姉ちゃん、何か知ってるの？　関係あるの？　ないの？　どっちなの？」

　いつまでも黙っている私を玲奈は詰問する。

「えーっと、まあ落ち着いて？」

　賢が私と玲奈の間に入り、玲奈を制した。

「俺、話がよく見えないんだけど。何かあったのか？」

　玲奈が見ていた雑誌を咲希が奪い取り、賢に見せながら嬉しそうに説明する。

「あのね、この人が奏汰お兄さんで、亜矢お姉ちゃんと好き同士なの」

　さっきと同じことを繰り返す。

「ああ、わかった、それはわかったよ。だから何？　玲奈はそれが気に入らないわけ？」

　賢が咲希ににっこりと笑って見せてから、玲奈に尋ねた。

「違うの。賢兄ちゃんと咲希には黙ってたけど、私、亜矢姉ちゃんにダンススクールに通いたいって相談したことがあって」

　賢は真剣な顔をしてじっと玲奈の話を聞く。

「レッスン費が大変で……、でもなんとかするって亜矢姉ちゃんが。そしたらしばらくして私、ダンススクールの人に声をかけてもらったの」

「スカウトってわけ？」

　へえ、と賢は感心する。

「あ、あの、料理が冷めるから。ね？　先に食べよう？」

　このままだとみんなにわかってしまう。

　私はどうにか話を止めたくて席について箸を持つ。なのに、ふたりは私を見向きもしない。

「でもね、今日、なぜか『レッスン費』って言って、ダンススクールから小切手もらったの」

「それは、変じゃないか？」

　賢もそこで引っかかったようで玲奈に尋ねる。

「お願いだから、ご飯食べよう？　咲希も食べよっか？」

「うん、私、難しい話はわからないから食べる。賢お兄ちゃんも、玲奈お姉ちゃんも食べよ？」

　咲希がせっかく言ってくれたのに、ふたりは話をやめようとしない。

「その小切手のところに如月映美って名前があって……。この雑誌に載ってるのと同じ名前」

「どういうことなんだ？　姉ちゃん？」

　賢が今度は私のほうを向いて聞いてきたけれど、私はうつむいて黙ることしかできなかった。

　ただ、わかっているのは、とんでもないことに関わっているのかもしれないってことだけ。

「亜矢姉ちゃん、何か、変なことになってるの？」

「大丈夫か？」

　そんなふたりの心配そうな声に、私はただ「大丈夫、何もないから」と小さな声で答えるだけだった。
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婚約者について




　秘書室はいつものとおりだけど、私は日々、出勤が億おっ劫くうになってきていた。

　今は常務がいない分、なんとなくみんながのんびりしている感じはある。社長もあれ以来、ここにはやってこない。仕事のことで塩屋課長がよく来るけれど、彼はやさしいから、三人とも、特に気を張るとかそんな様子もないようだった。

　ただ私だけ、心の中は言いようのない影が暗雲のように広がっている。

　じっと常務の帰りを待っているだけでは落ち着かないし、心細い。

　でも常務は日本を発って以来、仕事のことで塩屋課長には連絡しているようだけど、なぜか私にはまったく連絡してこない。

　私から連絡してみようと思ったりもしたけど、これだけ連絡がないと、彼の中にまだ私はいるのだろうか？と怖くなり、どうしてもできなかった。そしてあのとき社長が言った『彼は今大事な時期なんだ』という言葉が重くのしかかる。

　でも本当は今すぐにでも声が聞きたい。『大丈夫だから』って言って抱きしめてほしい。

　それは不可能だと、気持ちを殺してしまおうとしても、あの土手での出来事を思い出すと、ただ切なくて息が詰まりそうになる。

　ああ、そうだ。そんなことより、今日仕事が終わったら、玲奈のダンススクールにでも寄ってこようか。

「……桃山さーん？　さっきから呼んでるのに！　電話っ！」

　向島さんが受話器を反対の手で指差しながら私を呼んでいた。

　電話？　誰？

「早く！　三番につなぐから」

「あの、誰からですか？」

　すると向島さんはニヤッと笑って言った。

「それは出てからのお楽しみ！」

　お楽しみってどういうこと？

　でも反論する気力もなく、私は黙って光る外線ボタンを押す。

「お電話かわりました、桃山です」

『あの、桃山さん？　お仕事中ごめんなさい。はじめまして』

　はじめまして？　誰？

　若い女性の声だけど聞いたことない。

『如月映美です。……奏汰さんの婚約者の』




「急に呼び出してごめんなさいね」

　仕事を終え、急いで向かった約束の店の窓からは銀杏並木が見え、その向こうにたくさんの車が走っている。

　手前には忙しそうに行き交う人たちがいて、その景色はドラマのワンシーンでも切り取ったかのようだ。

　目の前のテーブルには、私のアールグレイと、向かいにあるオレンジペコーが湯気を立てている。

　そのオレンジペコーの入ったカップを持つ女性の手は細くしなやかで、それは私みたいに庶民的な手でなく、苦労を知らないだろう美しい手だった。

　長い髪をきれいにまとめ、少したらした後れ毛が大人な雰囲気。

　常務にはこういう女性が似合う、ってみんなは言いたいのか。それくらいわかってる。こんなときにこんな人と会いたくなかった。

　今の私は、常務について自信なんてものが微み塵じんもなくなってしまったようだ。

　どうして、最後に土手で一緒だったときに『私のこと、好きだって言ったのは本気？』って確かめなかったのだろう。

　ちゃんと『婚約者の女性よりも私のこと、想ってくれてるの？』って聞けば、少しでもその可能性があるのなら、今ももっと強い気持ちになれていたかもしれないのに。

　でも聞けなかったのは、怖かったから。素直に彼に自分をゆだねることができなかったから。きっと無意識に避けていたのだろう。

　あの土手で一緒のまま、永遠に時間が止まればよかったのに。

「どうかされました？」

「え？　あっ、えっと」

　焦る私と対照的に落ち着いている彼女は、クスリと笑い、お茶をひと口飲んで言った。

「おいしいですね」

「……あのー」

　確かにそうかもしれないけれど、私とお茶を楽しもうと呼び出したのではないはず。

「私、このお店が今、一番のお気に入りなの」

「はあ……」

　私は返事に困りながら、彼女から目を逸らす。

「お店の雰囲気もロココ調でいいでしょう？」

　そう言って如月映美は静かににっこりと笑う。

　なんか調子狂う、っていうか、本当にこの人『如月映美』なの？

　電話がかかってきて、話があるって言われたとき、とんでもないことが起こる……もう私の人生も終わった、って思ったのに。ものすごい勢いで嫌味を言われるとか、その反対であたりかまわず泣き喚くとか。

　なのに、なんなの、これ。

「このお店はよく奏汰さんと来るの。男性ってあんまりこういうお店好きじゃないでしょう？　でも何も言わず付き合ってくれて……」

　嬉しそうに頬を緩め、思い出し笑いをする彼女に、胸が少しチクリとする。

　店の雰囲気に合ったクラッシックの音楽が遠くに聞こえる。

「桃山さんってどんな方かなってずっと思ってたの。今日は会えて嬉しいわ」

　やさしそうな笑顔と仕草。きっと男性は彼女のこういうところに惹かれるのだろう。

「あの……、どうして私のことを……？」

「いつも奏汰さんからお話を聞いてたから、どんな人かしらと思って」

　常務……私のこと話してるのか……。

「新しく来た使えない秘書がいるって。どんな失敗したかとか、よっぽどの怖いもの知らずなのか平気で怒ってくるとか」

　は？　常務は婚約者相手に何言ってるの。ふたりして私のこと笑ってるってわけ？

　その場面を想像してだんだん腹が立ってきた。

　違う。彼女が言うから余計に腹が立つんだ。

「でもね……、いつの頃からか、その秘書の話をするときの彼の表情が変わったの」

　一瞬、彼女の表情が変わり、私に何か挑むような鋭い眼差しを向けた。

「え……？」

「彼はいつも仕事のことばかり考えていて、難しい顔をしていることが多いんだけど。その秘書の話をするときにだけ……、いつの頃からか……、確実に違うの」

　カップをソーサーに戻し、小さな息を吐く。

「違う……？」

「必ず嬉しそうに笑ってるの。私には決して向けてくれない笑顔でね」

　そしてまっすぐに私を見た。

　彼女はわかってないようでわかってる。彼の少しの変化も逃していない。

「ちょっと、その秘書の存在が怖い、って思ってた。桃山さんっていう人は……、どんなにきれいな人なんだろう、どんな才女なんだろうって」

「あはは、まさか。私は……」

　両手を振って笑う私に、彼女はそっとうなずいて言った。

「そんなことないわ。桃山さんは急な私の呼び出しにもこうして応じてくれたとてもやさしい人、それにとても美人でステキだと思うもの」

　美人でステキとか、今までそんなこと、思ったことも言われたこともないのに、ちょっとそれは言いすぎじゃないだろうか。

「でも……ごめんなさいね。実は私、ものすごく不安で、桃山さんのことが気になったから、奏汰さんのお父様に、えっと桃山さんから見て社長ね、相談したことがあったの」

　ああ、そうか。

　理解できなかった点が線で少しずつつながってきた。彼女が私のことを社長に言ったから、社長はあのとき私を名指しして秘書室に入ってきたんだ。

　顔を曇らせ、黙り込んで返事に困っていると、彼女が心配そうな顔で私の顔を覗き込むようにして言った。

「もしかして、そのことで桃山さんにご迷惑かけてしまったんじゃ……？」

「あっ、いえ、そんなことないですよ、大丈夫ですよ？」

　そこまで深刻そうな顔して言われたんじゃ、本当はそうじゃなくても否定するしかないじゃない。

「ああ、よかった。もし何かご迷惑をかけたのなら、どうお詫びしたらいいのかって思っていたから」

　ホッとしたような表情を見せたあと、彼女は、キラキラとまぶしい笑顔になった。

　その表情を目にして、急に息の詰まりそうな居心地の悪さを感じる。。

　私は自分ばかりが苦しんでいると考えていたけど、こんなステキな人に辛い思いをさせていたんだ。

　私はカップを手に取り、紅茶を飲んで気持ちを落ち着かせようと口に近づけ……。

「あっっつっ!!」

　いい加減冷めてるだろうと思っていた紅茶が思ったよりも熱く、口の中がヤケド状態になる。

「あわわわ……」

　こぼれそうになる紅茶の雫しずくを気遣いながら、なんとかソーサーに戻す。

　私は視線を下に向けて、情けないような、引きつったような笑いをする。

　そんな私を見て、如月さんは口に手をあててクスクスと笑った。

「楽しい方。きっとそんな仕草が彼にとって珍しかったのね。私も今、アナタの仕草を見てそう思ったわ」

　周りの空気がパッと華やぐような美しい笑顔に、思わず見とれてしまう。

　育ちのよさが滲にじみ出ているようだ。そんな彼女の表情が急に暗くなった。

「私、奏汰さんのことを考えて不安になって……」

　そう言って、彼女はこめかみに指をあてる。

　それではこれまでのことは、彼女が不安になって行動を起こしたということだろうか。社長のことも、そうだ、もしかしたら小切手のことも。

「あの、じゃあ、小切手は？　あの、玲奈……、妹のダンススクールのレッスン費として、もしかして如月さんが用意した……？」

「ええ、それも私なの。桃山さんのことをいろいろ調べたの。ごめんなさい。でも小切手のことは深い意味はなくて、ただ少しでも役立ててほしくて」

　申し訳なさそうな小さな声で言いながら、今にも泣きそうな瞳で私を見た。

「そんなの……」

　きっかけはどうであれ、小切手は私のことを気にかけてくれての行動だったということなのに、私は彼女に嫌な感情を持ってしまった。

　彼女と一緒にいると、私は悪者で最低な人間になっていくようだ。

　如月さんはやさしくて思いやりのある女性で、会社にも影響を与えるほどの存在。そのうえ私が現れるよりもっと前から常務と一緒にいて、将来も約束している。

「気にしないでください。でも、あの、小切手はお返しします。それから嵯峨野常務のことも――」

　そこまで言いかけたとき、如月さんがまるで私に言い聞かせるように言った。

「奏汰さんは今とても大切な時期なの。うちと提携して、会社は大きな転換期を迎えるわ」

「はい……」

　社長と同じようなことを言われ、立場の違いを痛感し瞼が熱くなる。

　涙がこぼれそうになるのを必死になって堪え、如月さんに気づかれないように静かに息を吐いて席を立った。

「失礼します。小切手は今手元にないので、また改めて連絡させていただきます。常務と、どうか……」

　……お幸せに、とまでは言えなかった。




　如月さんと会ったあと、そのまま家に帰る気にもなれず、私は会社に戻り、誰もいない秘書室でぼんやりしていた。

『奏汰さんは今とても大切な時期なの』

　如月さんの言葉が頭の中でこだまする。

　私と常務では、背負っているものが違うんだ。このままふたりが何事もなかったように過ごせるとは思えない。

　……あきらめなくては。

　常務が帰ってきたら、どうしようか。如月映美さんとお幸せに、って言えるだろうか。言えるだろうか、って思うということは、まだ私の中には……。

　それにしても如月さんって、根っからのお嬢様なんだろう。きれいで上品な人だったな。

　彼女は常務と結婚して、将来のこと、これからの会社経営のことなどをしっかり考えていたのだろう。なのに私みたいなのが途中から出てきて、彼女には嫌な思いをさせてしまった。

　私だけが一方的に好きだって、そんな想いだけではどうしようもないのだ。

　ああ、そうだ。玲奈には悪いけど、小切手返さないとね。

　あのとき玲奈から預かって、そのままエプロンの中に入れたままになっている小切手を思い出した。

　バタバタだったけど、ちゃんと引き出しに片付けておけばよかった。とにかく帰ったらすぐにエプロンから出しておかないと失くしてしまう。

　小切手返してそれから、常務のことも……。

　彼があのとき、私のことを好きって言った気持ちは本当だったと思いたい。あの瞬間があったから、それでいい。

　でも今はそう考えることができても、実際彼の姿を見たら……。私、大丈夫だろうか。何もなかったように仕事していけるのだろうか。

　会うのが辛くて苦しい。こんなにも胸が張り裂けそうな思いをするのなら。

　……そうだ、会社……、辞めようかな。

　なんてね。










小切手について




「あ、亜矢お姉ちゃん、おかえりー」

　帰ると、咲希が笑顔で玄関まで出迎えてくれた。

　家の中で唯一変わらないのは、事情がわかっていない彼女だけ。

「ねえ、玲奈は？」

「えーっとね、夕方帰ってきたけど、用事があるって慌てて出ていったの」

　一度、帰ってきた？

　時計を見ると二十時を過ぎていた。

「夕方に帰ってきてそれっきり？　今まで咲希ひとりだったの？」

「そうだよ。でもちゃんとひとりで留守番できたもん」

「そっか、えらいね」

　咲希の頭をポンと軽く叩く。

　あ、そうだ、小切手……。

　私はエプロンのポケットに入れっぱなしにしていたことを思い出し、キッチンへ急いだ。

　あの小切手は、ちゃんと彼女に返すって約束したんだから。

　私は椅子にかけたままになっていたエプロンを取り、ポケットをさぐった。

「……え？　あれ……？」

　ない？　入れていたはずの小切手がない。

　この間、玲奈と話したときに、絶対ここに入れて、それから触ってないのに。

　なくなった？　どこに行ったの？　あんな高額の小切手。

　私は青くなって、キッチンのあらゆるところを探し始めた。テーブルの下、食器棚の中、冷蔵庫と壁の隙間……。でも見つからない。

「亜矢お姉ちゃん？　何探してるの？」

　咲希がキッチンのドアのところから声をかけてきた。

「うん、エプロンのポケットにね、数字が書いてある紙を入れてたんだけど」

　エプロンを必死になってバサバサと振ってみる。

「あ、それなら……紙かどうかは知らないけど、玲奈お姉ちゃんが出ていく前にエプロン触ってたよ？」

　焦る私と対照的に、のんびりと咲希が答える。

「それで？　玲奈はどこに行くって？」

　私は興奮気味に咲希に尋ねた。

「だからー、それは知らないってば」

　咲希が口を尖らせながら答える。

　玲奈は私が小切手を現金化しないかもしれないと、持ち出したのだろうか。

　もうダンススクールへ行けなくなると思って……。

　ダンススクールへ通える、と嬉しそうに話していた玲奈の笑顔を思い出し、私はそのまま床にへたり込んでしまった。

「ねぇ、亜矢お姉ちゃん。玲奈お姉ちゃんが出ていく前につくってくれたホットケーキしか食べてないから、お腹空いちゃった」

　その言葉にハッとして咲希に答える。

「ああ、そうだね、ご飯にしよっか」




　二十二時。

　食事も終わり、咲希はもう寝てしまった。

　私は時計を見ながら片肘をつき、テーブルをトントン叩いて少しでもイライラを抑えようとする。

　賢は今日、アルバイトで遅くなる、と冷蔵庫に貼ってあるホワイトボードに書いてあった。

　玲奈は……連絡なし！　何回メール入れても返信なし。電話しても出ない。

　いったいどこに行ったんだろう。

　もし十五時前に帰ってきていたのなら、銀行の窓口は開いているから小切手を換金することはできる。勝手に現金化して、私に怒られると思って帰ってこれないのだろうか。

　でもよく考えれば玲奈は悪くない。彼女のせっかくの夢を壊そうとしているのは、まぎれもなく私だ。

　居間に目をやり、さっき会社で考えていたことをふと思い出す。

　そうだ……。

　私は立ち上がり、居間に置いてあるチェストの引き出しから、白の便びん箋せんと封筒、それからその隣の小さな棚から『ビジネス文書の正しい書き方』と書かれた本を引っ張り出す。

　時間もあることだし、書いてみようか。

　脳裏に浮かんだのは、会社にいるときにも考えていた『退職願』。

　これを書いて提出したら、本当に辞めてしまうことになるんだな、とぼんやり考えながら便箋を広げ、ペンのキャップを外す。

　そしてページを開き、見つけたひな形から自分用にアレンジして、書き始めた。

「……うーん、そんなに長い文章じゃないけど、なかなか難しいな」

　誤字、脱字しないように意識するとなかなかうまく書けない。もう何枚、便箋を破棄しただろう。とりあえずなんでもいいから集中することで、少しは気も紛れる。

　今のこの状態では、明日何が起こるのか、わからない。書き上げた退職願はバッグに入れておけば、何かあったときにすぐに出せる。

　でも常務が帰るのにまだ数日あるから、もしその間に何かが起こって私が辞めるのが彼の帰国前だとしたら……。

　当然、もう会うこともなく別れてしまう。

　そう思った瞬間、指が震え、便箋に書いた文字がぼやけて滲んだ。




「あ、ごめん。起こした？」

　賢は私を起こさないよう気遣って静かに帰ってきたようで、ちょうど上着を脱いでハンガーにかけているところだった。

　どうやら私はいつの間か寝てしまっていたらしく、まだぼんやりとする視界を目をこすって解消させる。

「姉ちゃん、会社辞めんのか？」

「え？」

　賢はテーブルの上にある『退職願』と書かれた封筒を見た。

「あっ、えっと、別にそんなんじゃなくて」

　そう言いながら、慌てて封筒を本の下に隠す。

「……って賢、何してるの？」

　そのままテーブルについてご飯を食べるのかと思いきや、チェストの上やテレビ台の中をガサガサ探り始めた。

「ああ、この間の雑誌あっただろ？　姉ちゃんの会社が載ってるって……。あの雑誌をちょっと見たいんだけど、どこにもないんだよ」

　私も一緒に探そうと、座布団をめくってみたり、棚の引き出しを開けたりし始める。

「自分の部屋とかはちゃんと探した……」

　そこまで私が言いかけたとき、キッチンのほうから賢の声が聞こえた。

「あった！　あったよ」

　彼はゴミ箱からその雑誌を取り出し、こちらに戻ってきた。

「知らない間に捨てたんじゃないの？」

「うーん、捨てた覚えないんだけどなあ」

　そう言いながら彼は本をパラパラとめくり、あるページのところで止まる。

「あれ？　変だなあ、姉ちゃんの会社が載ってるページ、全部破れてなくなってる」

　その言葉にハッとする。

　玲奈だ。きっと彼女がこの本から如月さんのことを調べたんだ。

「玲奈は？　玲奈は帰ってきてる？」

「帰ってきてんじゃね？　玄関に靴があったし？」

「え？　そうなの？　何時に帰ってきたんだろう？」

　きっと、玲奈は帰ってきてそのまま自分の部屋に戻ったのだろう。いつもなら居間にいることが多いから、ますます怪しい。私に聞かれて困るようなことをやったに違いない。

「ちょっと玲奈のとこ行ってくる。悪いけど、自分で晩ご飯、温めてね？」

　賢は親指を立てて、了解と合図した。

「玲奈？　帰ってるの？　ご飯は？」

　私は暗くなってる玲奈の部屋の前で声をかけるけど、返事は返ってこない。

　賢の話だと帰ってきてるはずなんだけど。

「入るね」と言ってドアを開ける。

「玲奈？」

　暗闇の中、玲奈の勉強机の灯りだけがついていて、彼女の背中がぼんやりと見える。

「何してるの？　ご飯は？」

　とりあえず、小切手の話よりも、ご飯の話からしておこうか。

「いらない」

　玲奈はそう答えて机に向かったまま、こちらを向こうともしない。

「え？　どうして？　お腹空いてないの？」

　言い合いみたいになるのは避けたいから、私はなるべく落ち着いて尋ねる。

　だけど玲奈は何も答えない。

　ダンススクールのことで拗すねているのだろうか。だとしたら、小切手は換金してないってことか。

「あのさ、エプロンに入れてた小切手のことなんだけど」

　ご飯の話から、なんて思いながらも、小切手のことが気になってつい聞いてしまう。

「返した」

　ひと言、つっけんどんな返事。

「返した？」

「返したったら返したの！」

　返したってことは、如月さんに？　やっぱり彼女に会ったっていうの？

「どうやって……」

　私は喉が詰まったようになってしまい、それ以上声が出ない。

「そんなのどうでもいいじゃん。返したのは返したんだから。だから私のダンススクールは振り出しに戻るってことで。気にしてないから。大丈夫だから」

　苛立ったように一気に答える玲奈に、私はさらに困惑する。

「ねえ、気にしてないって言っても、そんな態度されたら――」

「これはまた別のことなのっ！　ダンススクールのことは本当に気にしてない！」

　彼女の声が大きくなり、苛立ちがどんどん大きくなっていくのがわかる。

　気にしてない、って言われても、余計に信じられないんだけど？　それに小切手を返した、ってどういうこと？

「ちょっと。別ってのはわかったから、人と話をするときはちゃんとこっちを向きなさい」

　私がそう言っても、一向に彼女は動く気配がない。

「じゃあ、小切手はどうやって返したの？」

　聞こえているはずなのに。これもまた無視？　なんだか我慢の限度を超えて苛立ちを感じ始める。

「聞いてるの？」

　少しして、やっと玲奈は椅子から立ち上がり、部屋の灯りをつけたけれど、じっとこっちを見ているだけだった。

　そんな彼女を見ると、姉の権限で強気な態度でいても、彼女が何を言い出すかとヒヤヒヤする。

「聞いてることに、ちゃんと返事して」

「……亜矢姉ちゃんは、嵯峨野奏汰のこと好きなんでしょ？」

　は？　いきなり何聞いてくるの。

　玲奈から出た『嵯峨野奏汰』という名前にドキッとする。

「好きなの？　嫌いなの？」

　何もわかってないくせに、どうしてそんなこと聞くの？

「好きとか嫌いとか……。大人の事情ってのがあるのよ。今はそれだけしか言えない。それよりさっき私が聞いたこと――」

　そこまで言いかけて玲奈が遮る。

「ふーん、何、言い訳してるの？　如月映美が彼の婚約者だからって、遠慮してるの？私だったら好きな人ができたら意地でも絶対離れない」

　まっすぐ自信に満ちた表情、そしてしっかりとした彼女の言葉は、私の心に突き刺さる。

「どこからそんな話……」

　玲奈はどこまで知っているんだろうか。

「そんなの、調べたらすぐわかる」

　私は大きな不安に襲われる。

　うろたえて黙った私に、彼女はますます不快感を抱いたようだった。

「煮えきらない亜矢姉ちゃん見てたらイライラする。そんな態度、いつか嵯峨野奏汰だって愛想つかして逃げてしまうから」

　玲奈の言葉に、私は驚き、冷静さを失いそうになる。

「ど……どういうことよ？」

「小切手を返しに行ったときに話した」

　じゃあ、如月さんと常務の話をしたの？

「何、やってんのよ……」

　そう私は小さな声で答えながら、玲奈に対し嫌悪感を抱く。

　玲奈は何も言わず、ただ表情だけは厳しくなっていく。

「なんて余計なことしてくれたの……」

　ふたりに迷惑をかけないために自分にできることをずっと考えて、私からちゃんと小切手を返して事態がおさまるようにって。

　そう思っていたのに。

　だんだんと込み上がってくる、怒りにも似た感情を少しでも抑えようと必死になるけれど、反して玲奈は私を睨みつけるようにして大きな声で言った。

「は？　それで亜矢姉ちゃんが出した結論が、あのテーブルに書き散らした『退職願』ってわけ!?」

　書いたの、見られた？

　そう思った途端、私は焦ってしまい、思わず玲奈を否定する言葉が口をついて出てしまう。

「まだ学生のアンタに、何が……何がわかるっていうの？　社会のこと、何も知らないくせに」

　玲奈は私のその言葉にカチンときたのか、興奮したように顔が真っ赤になった。

「何も知らないのはどっちよ！　だいたい彼は帰国したら、亜矢姉ちゃんを――」

「いい加減にして！　もういいんだから!!」

　感情を抑えきれず、思わず玲奈を怒鳴ってしまった。

　せっかく私の中で結論を出したのに、想いを殺そうとしているのに、玲奈はどうして心の中をざわめかせるようなことをするの。

「何逃げてるのよ？」

　玲奈が私をまっすぐ見つめる。

「……だから言ってるでしょ？　大人の事情が……」

　私は玲奈から目を逸らし、ただ同じ言葉を繰り返すことしかできず、その言葉さえも途中で消えてしまう。

「さっきからそればっかり。もう出ていって」

　私は何も言い返せないまま部屋を出た。

　バタンとドアを閉めて思ったことは『退職願』を書いておいてよかった、ってこと。

　玲奈が如月さんに常務とのことを話したのなら、提出するのが思ったよりも早まりそうだ。

　常務にはもう会えないままになるかもしれない。そう思ったら、抑えきれないほどの悲しみが込み上げてきて、声を出して泣きたくなった。だけど唇を噛みしめて、上を見た。

　天井にあるペンダントライトの小さな灯りがぼんやりと滲んで見えて、やっぱり私、泣いてるんだ……そう気づいたら、ひと粒涙が頬を伝った。




「おはようございます……って言ってもまだ誰も来てないか」

　まだ『退職願』も出していないけれど、今からでもとりあえず少しずつ身の回りの片付けを始めようと、早めに出勤した。

　昨日のことが頭から離れない。

　玲奈が如月さんに会ったなんて……。このままだときっと常務にとんでもない迷惑がかかる。私が早く小切手を返してしまえば、こんなことにはならなかったかもしれないのに。

　常務と如月さんがうまくいくことが最良の結論だと思っていても、玲奈が常務のことを話した途端に、私も感情的になってしまった。

　結局、私が願っていることはふたりの幸せなどではなく……。

　ダメ、余計なことは考えないようにしなきゃ。

　ここまできてしまったらもう、会社を辞めるしかない。

『逃げてる』……それでもいい。何より、常務と如月さんのこれからなんて、見たくもない。

　ふたりが一緒になるところを想像しただけでも、悲しみが心の中いっぱいに広がる。

　ここに来る前に倉庫から持ってきた段ボールを組み立てて、中に私物やら何やら片っ端から乱暴に詰め込む。

　みんなが来る前に少しずつでもやっておかないと、また何を言われるかわからない。

　秘書になったらお給料がよくなる、とかそんな邪よこしまな志望動機で異動したから、こんなことになってしまったのかな。

　ひとつめの段ボールにガムテープを貼って閉じたとき、勢いよく秘書室のドアが開いた。

「あれー？　桃山さん？　早いのね」

　甲高い声とともに、心なしかいつもよりも機嫌のよさそうな墨染さんが入ってきた。

「墨染さん……？　おはようございます」

　どうして墨染さん、こんなに早いの？　常務がいない最近は、みんなゆっくり出勤していたのに。

　すると、また誰かが入ってきた。

「なんだ、私が一番かと思ったら、桃山さんと墨染さんのほうが早いじゃん。やる気失せるわ」

　がっかりした顔をして向島さんが髪をかき上げる。

　え？　なんで？　向島さんまで？　何か特別な予定でもあったっけ？

　頭の中のスケジュールを一生懸命さぐってみる。

「……今日、常務が出勤されるそうです」

「えっ？」

　あっ、島津さん……。

　それよりも常務、もう帰ってきてるの？　予定はまだ先じゃ？

　目が点になっている私に、墨染さんが自分のパソコンの電源を入れながら言った。

「あら、連絡なかった？　いったん落ち着いたからって」

「桃山さんには連絡なかったのかしらねー？」

　向島さん……、確かに私には電話もなかったし、メールもなかったけど、相変わらずな嫌味な言い方をする。

「で？　桃山さん？　その段ボール何？」

　向島さんが指差す。

「あっ、えっと、なんでもないです。いらないものが増えてきたなと思って、片付けようと……」

　本当のことは言えないから、段ボールを足で少しずつ蹴り動かしながら、適当に笑ってごまかす。




　本当に常務は今日、来るんだろうか。

　壁にかかる時計を見ると、針は九時半少し前を指していた。

「常務、来たわよっ」

　待ちきれず、いつの間にか外まで様子を見に行っていたのか、墨染さんが頬を紅潮させながら、息を切らせて秘書室に入ってきた。

「おはようございますっ」

「おかえりなさいませ、お疲れさまでした」

「……おはようございます」

　三人はいつもの調子で並んで次々と挨拶をする。

「おはようございます」

　私も少し遅れて彼の顔を見ないよう意識して挨拶をした。

　常務は私たちに応えることもこちらを見ることもなく、そのまま常務室に入っていった。

　なんだか重苦しい感じがしたけど……。

「ちょっといつもと違う感じしない？」

「機嫌悪いとかそんな感じかな」

「沈んでるようにも見えます」

　三人も私と同じように感じたのか、コソコソ話す声が聞こえた。

　島津さんがぽつりと言う。

「でも常務、如月さんとのご結婚が決まったんですよね？　……なんだかつまらないですね」

　そっか、やっぱり結婚するんだ……。その言葉に胸が痛む。

「結局、会社のため、ってことなのかしら」

「なんか腑ふに落ちない感じ」

　向島さんも墨染さんも複雑そうな顔をして私を見た。

「ま、男ってみんな、バカばっかってことなのよ」

　墨染さんがため息交じりに言う。

「じゃあ、常務もそのひとり？」

　向島さんがクスクスと笑う。

「同じバカでも桃山さんのほうがずっとマシ！」

　墨染さんがビシッと私を指差す。

　黙って聞いてたら……。

「それ、どういう意味ですかっ！」

「そのまま、言葉のとおりよ。まあ、常務は置いておいて、如月令嬢よりも桃山さんのほうがマシね。桃山さんは私たちから手の届くところにいるから、常務と一緒にいたってイジメ甲斐もあるし。でも結局は……」

　そう言って、向島さんは墨染さんを見てニヤリと笑う。

　それを受けて墨染さんもニヤリと笑って言った。

「そんなシンデレラストーリーなんか、簡単には転がってないってこと」

　それは私が一番よくわかってる。

　もう何も聞きたくない。考えたくない。

　周りの会話がこれ以上耳に入らないよう、私は仕事に没頭した。




　あ……、この書類、常務にサインをもらわないといけないんだった。

　はあ、とため息をついて常務のいる部屋のドアを見る。さっき私をちらりとも見なかった常務のことが頭をよぎった。

　入るの、やだな。でもこれ、締め切りもあるし、サインをもらわないと先の処理ができないし。

　あれほど会いたいって思っていたのに、今は会うことがとても辛いと感じる。

　今、何を思っているの？　何を考えているの？

　そう聞きたくても、今までのことを思うと臆病になり、聞けない。

　でもこれは仕事だから割りきらないと！と立ち上がり、常務のいる部屋のドアをノックする。

「失礼します」

　ドアを開けると、いつもの席で常務が机の上にたくさんの書類を広げ、パソコンを見つめながら何かを書き込んでいた。

「あの、サインをいただきたい書類が」

　ゆっくりした口調で話しかけると、彼が神妙な面持ちで私を見た。

「わかった」

　久しぶりに見た彼の姿、低くてよく通る声が、すっと私の中に入ってくる。抑え込んでいた想いが、一瞬にして膨れ上がる。

　ああ、やっぱり私、この人のことを好きなんだ……。

　自分の気持ちに改めて気づいたけれど、彼と離れなければいけない今、それは私にとって喜びではなく、自分が悲しく辛い彼の虜になっているのを実感してしまった。

　常務は私が差し出した手から書類を受けとり、さっとサインをして返す。

　そのとき、私の手と書類を持つ彼の手が触れた。

「あっ、すみません」

　慌てて書類を受けとって、そのまま引き返そうと回れ右したとき、背後から常務が話しかけてきた。

「玲奈ちゃん、だっけ？　妹さんが来た」

　私の心臓がドクンと鳴る。

　……え？　玲奈が？　常務のところへ？

「どうして……」

　驚きのあまり、ゆっくり振り返ると、彼は真剣な表情で話し始めた。

「彼女が小切手を持って……昨夜、来たんだ」

　そう言われて、玲奈との昨日のやりとりを思い返す。

　あの子、如月さんのところじゃなくて、常務のところに行ったの？

「突然で、びっくりしたよ。予定より早い帰国だったから、迎えは頼まず、タクシーでいったん会社に寄ったときにね」

　そう言いながら彼は立ち上がり、私のそばにやってきた。

「どうやら会社で俺を待ち伏せしてたらしくて、俺がタクシーから降りたら、いきなり目の前に現れたんだ。怒ったような真っ赤な顔をして」

　彼はそのときの玲奈の姿を思い出したのか、一瞬、頬が緩んだ。

「咲希ちゃんからも、お姉さんはふたりいるって聞いてたし、似てるからね。彼女が名乗らなくてもすぐわかった」

「すみません。ご迷惑をおかけして……」

　いくら玲奈が感情的になって、ついやってしまったことであっても、待ち伏せまでするなんてそんな非常識なこと……。

「場所を移して事情を聞こうとしたら、いきなり小切手を出してきた」

「えっと、あの、別にその、玲奈に悪気があるとか、……そういうんじゃなくて」

　彼女を庇かばおうとしたけれど、気の利いた言葉が出てこない。

「お姉ちゃんは如月映美に黙って返すだろうから、って。そうなると俺が事態を知らないままになってしまうから、わざとこっちに持ってきたらしい。怒られたよ。婚約者がいるくせにお姉ちゃんに手を出すとか最低だって」

　うわ、玲奈ったら何、とんでもないこと言ってくれてんのよ。

　無理に笑おうとしても顔が引きつる。

「もしかしたら何か面倒なことが起きるかもしれないと思っていたから、渡米前に塩屋に亜矢のことを頼んだ。だから彼からもある程度の話は聞いてる。それに玲奈ちゃんからも改めて話を聞いて、……留守の間、嫌な思いをさせてしまった」

　常務のこんな悔しくて悲しそうな顔、初めて見た。私もまた彼のそんな顔を見て気持ちが沈み、辛くなる。

　でも私は……。

「いえ、私は大丈夫です。玲奈が変なことを言って本当にすみません」

　なんともない、って伝えたくて、強がって必死に答え、頭を下げる。

　こんなことになってしまったけれど、この先、私さえおとなしく何もしなければ事態も落ち着く。常務をこれ以上、困らせてしまうこともない。

「嫌な思いをさせるかもしれない、とは思っていた。向こうにいたときもすごく気になっていた。だけど騒ぎになっていると聞き、もし連絡してそれがどこからか漏れてしまったら……途中で帰国することも少し難しかったし、離れている間はオマエの近くにいてやることもできない。だから何も連絡はしないほうがいいと判断して、電話もしなかった」

　そうなんだ……。

　でも、私はとても不安で心細かったから、声だけでも聞きたかった。実際に彼がそばにいなくても、声を聞くだけで近くにいてくれているって心強く思えただろう。そうしたら私はこんなにも、常務の置かれた立場や如月さんのことを思いわずらうこともなかったかもしれない。

　でも私がそばにいてほしいって望んだとき、常務はいなかった。

　これでいいんだ。彼は私なんかに寄り道しちゃいけない人なんだから。

「そ、それで、いいんですよっ。常務は如月映美さんと結婚して業務提携がうまくいくかどうかの大事な時期なんだし、私みたいなのと関わったりしたら大変なことになってしまいます。……私、如月さんと会ったんです。とても美人で気遣いのできるやさしい人ですね」

　精一杯の笑顔で言ったつもりだったのに、常務はなぜか重く苦痛に満ちた表情になる。

　さっきの常務の言葉は間違いないと思う。私を気遣ってくれていることはわかっている。

『私だったら好きな人ができたら意地でも絶対離れない』

　ふと、玲奈があの夜言った言葉を思い出す。

　それは理想。そうだったらいいのにという〝夢〟で、現実を生きていくには毒となる考え。

「……祖父が、従業員が五人くらいの小さな法人をワシントンにつくってたんだ。祖父の意志を継ぐ人が集まっている。今は別の人間が取締役として経営しているが、無理に頼んで近いうちに譲渡してもらおうと考えているんだ」

　譲渡？　それってアメリカに行って帰ってこないってこと？

「あの、そうしたらここでの常務の仕事は……？」

「辞めるよ。今回、こっちの仕事の合間に、その法人にも寄っていろいろ準備や手続きしてた」

　淡々と話す彼の言葉に、頭の中が真っ白になる。

　常務はここよりももっと遠く離れてしまうの？

「……そう、なんですか。急……ですね」

「ああ、自分の中でもどうしても急ぎたかったから」

　常務を辞めるなんて……それは私の知らないところで、社長と如月さん、そして常務の間で、私が思っている以上に話がややこしくなってしまったってことだろうか？

　私は自責の念に駆られて、身体が鋼鉄のように硬くなっていった。

「それで……」

　言いかけて彼は言葉を止めた。

「どうしてそんな困惑した表情をする？」

「あの、申し訳ありません。原因がすべて私にあるのはわかってます」

「どういう意味だ？」

　不審そうに彼は言った。

「ご迷惑かけたと思います。常務が渡米しないですむように、少しでも……」

「ちょっと待て、何か勘違――」

　これ以上彼が発する言葉を聞きたくなかった。

「だからどうか……、このままここで如月産業の社長令嬢と結婚して、それからこの会社を……」

　そこまで言って、自分の言葉に自分が傷ついていることに気づく。

　でも今度こそ、あのとき如月さんに言えなかったことをここでちゃんと言わなければ。そう思って声を振り絞るけれど、胸が張り裂けるように痛くなる。

　同時に彼もまた何か言いたげに歪んだ表情を見せた。

　ああ、やっぱりそうなんだ。

　彼は私に気遣いながらも、ここから離れようとしているのかもしれない。

「失礼します。どうか如月さんと……」

　またここで言葉が止まる。

　やっぱり好きなのに、好きだけど、もうこれ以上はいけない。

　常務のことはきっぱりあきらめて、早く彼の前から去らなければ。あふれでそうになる想いを必死で抑え込み、彼に背を向け、足早に部屋を出ようとした。

　だけど最後までお幸せに、と言えなかった私は意気地なしだ。

　ドアを閉める直前に聞こえた小さな声。

「またそうやってすり抜けていくのか……」

　思わず耳を塞いだ。










想定外について




　これ、いつ出そうか。

　夕食後、みんなそれぞれの部屋に帰ったあと、私は今日の出来事を思い出しながら『退職願』と書いた封筒を確かめる。

　うん、ちゃんとバッグに入ってる。

　そしてダイニングテーブルの椅子に座り、手を組んで頭を抱えるようにした。

　ゆっくりシンクに目をやると、水道の蛇口が緩んできたのか、誰かがちゃんと閉めなかったのか、雫がポタポタ落ちている。

　常務は渡米の準備でまた明日から忙しく、しばらく出社しないらしい。

　出すのなら明日、課長に渡すのがベストかな。

　そしてあのときの、怒りにも似た彼の辛そうな顔を思い浮かべる。

　私は常務を傷つけてしまったのだろうか。

　玲奈はあれから相変わらず機嫌が悪く、いつもプイと私を無視して自分の部屋へ入ってしまう。

　姉の威厳もあったもんじゃない。どうして怒ってるのよ。怒りたいのはこっちなんだから。

　賢にも、会社を辞めるということで心配させてしまっている。彼も就活でいろいろ大変だっていうのに、巻き添えを食らわせてしまって申し訳ない。

　とにかく、会社を辞めて新しい職場を見つけて、玲奈のダンススクールもまた考えて……まあ、そんなふうにバタバタ過ごしていたら、玲奈だってそのうちまた元に戻るだろう。今一番胸の痛む常務のことだって、きっと時間が解決してくれる。

「……姉ちゃん、あのさ？」

「あ？　賢？」

　いつの間にか賢が私のそばに立っていた。

「どうしたの？　何？」

「俺、来週、就活セミナーってやつに参加するんだけどさ」

　そう言いながら、持っていたＡ４封筒から書類を取り出す。

「これ」

　差し出した書類を受けとって中を見ると、それはセミナーの案内で、『社会に出る前にやっておきたいこと』『大学での勉強の活かし方』『就活に向けて大切なこと』などをいろんな会社の人事や上層部の人たちが話すという内容のものだった。

「これがどうしたの？」

　そう言いながら書類を返そうとすると、賢はそのまま私に押し返すようにした。

「よく見てよ、ここ」

　彼が指差した参加欄のところに、うちの会社の名前、そして常務の名前があった。

「咲希がいっつも言ってる、彼だろ？」

「ああ、常務……」

　私は常務の名前をぼんやりと見つめる。

「もし何かあるなら……、このあとの嵯峨野商事の少人数グループセッションに参加するから、どうにかして彼を捕まえてもいいけど？　申し込み書に大学名と名前書いて出してるから、俺が行くことはたぶん彼もわかると思うし」

「あっ、ううん、そんなことしたらアンタの就活に悪影響与えるかもしれないじゃん。ダメだよ」

　常務の名前を見つめながら、小さな声で否定する。

「でも……」

「うん、気にしないで？　大丈夫、言いたいことがあるなら自分でできるよ。一緒に仕事してるんだから」

　なんて……そんなこと言ったって常務はまた不在になるし、今更、特に言うこともない。

「そう？」

　納得したような、してないようなそんな表情を一瞬見せたけれど、彼はそれ以上何も言わなかった。

　ああ、もう、弟にまで心配されてるって、ダメだわ。しっかりしなきゃ。




「どういうことですか？」

「いろいろご迷惑をおかけしたので」

　お昼休みに塩屋課長を呼び出して、こっそりと退職願を渡す。

　大切な話があるからと声をかけたら、「お昼に五階の会議室を開けておきます」と言ってくれた。

　会議室といってもかなり小規模で、どちらかというと打ち合わせ室みたいな感じ。

　それでもなんだか少し緊張する。

「もっと自分をステップアップさせるため、一から勉強したい、ということですか？今でも十分、頑張ってくれているのに」

　課長はそう言って惜しそうな表情を見せた。

「頑張っても、周りに迷惑かけていたらやっぱり……。私が秘書の仕事をするというのは……まだまだ力不足だなって、今回配属されてよくわかりました」

　そう答え、ため息交じりに笑う。

「そうですか。桃山さんは……ムードメーカーなところもあったから、あれでも秘書室の空気が和んでよかったのですが」

　あれでも？　彼の言葉に苦笑する。

「ああ、でも空気って大事なんですよ？　もしかしたら空気が一番大事なのかもしれない」

　そして彼は窓の外を見てしばらく黙る。

「あの？」

「ああ、すみません。でも急ですね」

「はい……」

　会社の規定で、退職願を出すのは最短で辞める日の二週間前。だから余裕を持たせず最短で出すことにした。

「常務が戻るまでは在職してもらえそうなのでよかったです。でもこれを提出した以上、秘書課の場合は社長を含め上層部にもすぐ報告が必要になりますが、かまいませんか？」

「それは常……いえ、なんでもありません」

　今ここにいない常務にもすぐ報告するのか確かめたかったけど、別にそんなこと、もうどうでもいい。

「桃山さん？　どうかしましたか？」

「ああ、あの、私が辞めることは秘書室の三人にはまだ言わないでください。また何言われるかわからないので。でも辞めることは私からちゃんと言うようにします」

　課長もそのあたりは共感できるのか、黙ってうなずく。

「……さっきも言いましたが、場の雰囲気、空気って大事だと思うんです」

「え？」

　またその話？　場の空気が大切だというのは十分わかるけど。

「実際、桃山さんがうちに来てから常務は……」

　そこでいったん、課長は言葉を止めた。

「ああ、以前にも聞いたかと思うのですが、これを最後にしますね。常務とは……」

　その問いかけに、私は胸に手をあててはっきりと言った。

「なんでもありません」

「わかりました。退職願は預かっておきます」

　彼は私をじっと見つめてから、渡した封筒を大事そうに胸の内ポケットに入れる。

「よろしくお願いします」

　私はそう言って席を立ち、一礼した。




　常務がまた来なくなって何日になるだろう。

　パソコンのキーボードの打つ手を止めて、常務室のドアを見つめ、最後に話したことを思い出す。

　あのままで終わりではなく、せめて最後くらいはちゃんと挨拶したい。普通に『今までありがとうございました』『お世話になりました』って。

　辞めるまであと一週間と少し。黙って辞めるわけにもいかないし、そろそろみんなにも言っておかないと。

「最近、元気ないわね？　桃山さん？」

　墨染さんがきれいにネイルされた指先で、私のデスクをトントンと叩く。

「え？　そうですか？　そんなことないですよ？」

　私はできるだけ気づかれないように、彼女に笑顔を向けた。

「やっぱり常務がいないから？」

　私はその言葉にドキリとして、思わず力んでマウスを掴むと、パソコン画面のカーソルが激しく動き回る。

「あはは、ほら、あたった！　桃山さん、秘書のくせしてわかりやすいー」

　そう言って墨染さんは手を叩いて喜ぶ。

　もう、また……。でも、辞めることはちゃんと言わないと。向島さんはどこかに行っていないみたいだけど、島津さんもいるし、先にこのふたりには伝えておこうか。

「あの、墨染さん」

　そう言って席から立ち上がり、そして島津さんのほうを向く。

「えっと、島津さんもちょっとよろしいですか？」

　そのとき、バタン!!と大きな音をさせてドアが開き、向島さんが入ってきた。

「何よ、騒々しい」

「静かに入ってこれないんですか……」

　文句を言う墨染さんと島津さんに、向島さんは大きなジェスチャーを交えながら興奮気味に言った。

「ちょっと、それどころじゃないのよっ！　大変なんだから！　常務がもうすぐワシントンに行っちゃうんだって！」

「え!?　そうなの!?」

　墨染さんは目を見開いて驚く。

「どういうことですか？」

　島津さんは首をかしげながら理由を尋ねる。

「あれ？　そしたら如月令嬢との結婚はどうなるの？　まさか一緒に行くの!?」

　墨染さんも、向島さんと同じように興奮した口調になってくる。

「うーん、そこまではわかんない。でも常務はここを辞めて新しい業務につくみたいよ？」

　向島さんはヒールをカツンと鳴らし、天井を見つめて答える。

「だったら……余計に結婚は？　如月産業との業務提携があるんでしょ？　それでも結婚するのかしら？」

　墨染さんは不思議そうな顔をして独り言のようにつぶやいた。

「愛ですよ。愛があるから一緒に行くんですよ。人は愛でつながっているものなのです」

　そう言って、島津さんは大きくうなずく。

　そっか。やっぱり行っちゃうのか。

　泣きそうになる気持ちをぐっと堪える。

　ワシントンに行くことは、常務の将来設計とは違っていたかもしれないけど、結婚に関しては、きっと如月さんと幸せになろうと決めたのだろう。

「常務がいなくなったら、私たちはどうなるのかしら？」

　向島さんのその言葉を最後に、みんな黙り込んでしまった。




　辞めるまでの残り時間、もう少し穏やかに過ごしたいのになかなかそうもいかない。

　せめて家にいるときくらいはゆったりしたいのに、今日はいつにも増して息苦しい夜ご飯となってしまった。

　今夜、賢は帰宅が遅く、咲希は明日、園芸係で早く学校に行かないといけないからと早めの夕食をとり部屋に戻った。

　そして今から食べようかというときに玲奈が帰宅して、沈黙の中、ふたりでテーブルを挟んで黙々と食べている。

「亜矢姉ちゃん……」

「えっ!!」

　急に声をかけられてびっくりして、私は思わず箸を落としてしまった。

「あわわ」

　慌てて拾い、テーブルに置いてまた新しい箸を出す。

　そんな私を見て玲奈はクスッと笑った。

「あ、笑った」

　彼女の笑顔に少しホッとする。

「何よ、笑っちゃいけないっての？」

　その表情はいつもの玲奈だ。

「あ、ううん、そうじゃなくて」

　私はちょっと嬉しくなって頬を緩める。

「あのさ、亜矢姉ちゃん？」

「何？」

「アメリカ行くんでしょ？」

　唐突な彼女の質問にびっくりして、再び箸を落としそうになる。

「ど、どうして？　そんな予定ないけど？」

「は？　何言ってるの？」

　私は笑いながら答えたけれど、玲奈は真剣な表情だ。

「あれから嵯峨野奏汰と話してないの？」

　間髪いれずにそう言って、玲奈は肉じゃがのじゃがいもを箸でグサッと突き刺した。その仕草からも明らかに苛立っているのがわかる。

「嵯峨野奏汰。私が会いに行ったとき、アメリカに行く準備をしてるって。それに亜矢姉ちゃんを連れていくって言ったのに、亜矢姉ちゃんが返事してくれなかったって」

　私の態度にますます苛立つのか、玲奈の口調がきつくなっていく。

「何のん気な顔してるの？」

「うそ……、いつよ、そんな話、聞いてない。それに今日、会社の人たちが彼は婚約者と一緒になるって言ってたし……」

　私は玲奈からの突然の話に、ドキン、ドキンと心が揺さぶられる。

「彼は、婚約のことはちゃんと破棄するから……待っててって。それから亜矢姉ちゃんとアメリカに行って仕事頑張って、……社長？　お父さんだっけ？に認めてもらうって言ってた」

　確かにアメリカに行くとは聞いたけど、そんなことひと言も言われてない。

　箸を持つ手が震えるのを必死に止めようと意識を向けるけれど、手はどうにも言うことを聞いてくれない。

　私は愕然として、声にならない声で「知らない……」と首を左右に振る。

「それをあのとき私が言おうとしていたのに、亜矢姉ちゃん聞こうともしなかったじゃない。だいたい亜矢姉ちゃん、嵯峨野奏汰と婚約者が一緒になるっていうのは、会社の人が言ってただけじゃないの？　本人とちゃんと話したの？」

「それは……」

　ああ、玲奈の言うとおりだ。

　話の流れで私がそう思い込んだだけで、如月さんと結婚する、というのは常務から直接聞いたわけじゃない。

「でも……常務が私に待っててほしいなんて言ったのは、いつよ？」

　聞いても仕方ないと思いながらも聞かずにいられなかった。

「咲希の参観の日、土手で別れ際に言ったけど、亜矢姉ちゃん返事しなかったって」

　参観の日……？　そんなの知らない。

「それでもそのあと、会社でも会ってるんでしょ？　何も言われてないの？」

　玲奈は箸を置いて身を乗り出す。

　そういえば玲奈の話を常務から聞いたとき、私にワシントンの話をしてたけど。まさかあれは一緒に来てほしいって言おうとしたのだろうか。

　そうだとしたら、『如月さんと』だなんて、とんでもないことを言ってしまった。

「聞いてない……。違う。本当は、私は傷つきたくなくて逃げて、彼の言葉を何も聞こうとしなかったんだ」

　だったら彼の本心は……？

　食事中だったけど私はスマホを手に取り、常務のアドレスを呼び出す。

「どうしたの？　亜矢姉ちゃん？　ちゃんと話できなかったの？」

　電話するの？　してどうするの？

　そう思うと、アドレスを呼び出したまま、そこから指が動かなくなる。

　でもあのとき、常務は私を止めてはくれなかった。いつもの彼だったら強引にでも私を引き留めて、私が話を違えてしまっていたのならその場で言っていたはず。

　いつものように怒鳴って、それで最後は笑って。

　だけど何も言ってくれなかった。

「亜矢姉ちゃん？」

　そのまま画面にある彼の名前をじっと見つめ、少しして首を左右に振って黙り込んでしまった。

「亜矢姉ちゃんっ！　いつまでグズグズ考えてるの？　自分はどうしたいのか、まだわからないの？」

　ただ私はぼんやりと頭の遠くで彼女の言葉を聞いていた。




　自分の中で終わりにしようとしていたのに、玲奈から話を聞いてから、また彼を望んでしまう。でも今更何をどうすることもできないまま、あっという間に退職の日が来てしまった。

　今日で終わり、全部おしまい。

　終わってしまったら、少しは気持ち、楽になるのかな。

　私は秘書室のメンバーに囲まれて挨拶をする。

「短い間でしたが、今日を最後に退職します。ありがとうございました」

　事前に辞めることは伝えておいたから、今日はわりと穏やかに話が進みそう。

「桃山さんがいなくなるとちょっと困るんだけど」

　墨染さんはそう言って口を尖らせる。

　急だし、やっぱり仕事の心配もあるよね……。

「すみません、できるだけ片付けたつもりなんですが。中途半端になっている仕事もあるかもしれません」

「違います。コケにする相手がいなくなるってことです」

　私の言葉にすかさず島津さんが突っ込みを入れるように言った。

　仕事じゃなくて、そっち!?

「別に桃山さんに仕事を期待してたわけじゃないけど」

「そうそう、いなくても私たちで十分やっていけるもの」

　向島さんと墨染さんはそう言って私を見る。

　ここまで言われると、もう言い返す気力もない。

「まあまあ、今日で桃山さんも終わりなんですから、ちゃんと気持ちよく送り出してあげましょう」

　気遣って言う課長も大変だ。

「でも急よね」

「辞めるって聞いたの一昨日おとといだったし、びっくりだわ」

「何か特別な理由でもあったんでしょうか」

　そう言って三人はこっちを見る。

　本当の理由なんて言えるわけない。

「えーっと、常務は今日、大学生のためのセミナーに参加されています。定時までに戻られると思うので、そのときに桃山さん、彼にも挨拶を……」

　塩屋課長が私を見て言った。

「はい」

　セミナーって、賢の参加するやつのことだろうな。

　予定どおり今日は帰ってくるんだ。挨拶くらいは……と思っていたけど、玲奈から話を聞いた今、どんな顔をして会えばいいんだろう。

　本当は会いたい。ちゃんと会って話をしたい。近くで声を聞きたい。

　でも結局こういうことになるということは、やっぱり私たちは一緒にはいられない運命ってことなのかな。

「常務は社に戻られたら、関係部署に挨拶されたあと、夕方までにはこちらにいらっしゃいます。おそらく常務も今日が最後になると思うので……」

「最後？」

　どういうこと？　まさかこのままワシントンに行ってしまうってこと？　それってあまりにも急すぎる。

「え？　どういうことですか？」

「まだ先じゃなかったんですか？」

「聞いてないです」

　三人も困惑した表情になり、かなり動揺している。

「そうだったんですけどね、ワシントンに行くことが急きょ決まったそうなんです。結局はあれからほとんど出社できないままになってしまいました」

　課長は声のトーンを落とし、静かに答える。そして三人に向き直って続けた。

「これからのことですが、みなさんはこのまま秘書課に残り、別の役員の秘書もしくはアシスタントとして仕事してもらうことになります。でもまあ、しばらくはここに残って最後の仕事の片付けなどをお願いすることになりますが……」

　三人は黙ったまま、課長の話を聞いていた。




　もう何回時計を見ているだろう。常務は夕方までにはって言ってたけど、まだ戻ってくる気配はない。

　課長も今日はずっとこの秘書室にいる。

　常務が帰ってくるまで待っていたほうがいいんだろうか。なんだか落ち着かない。もしこのまま挨拶できなかったとしたら……？　自分のことなのに自分の心がわからない。

「課長？　常務からお電話です」

　島津さんの声にドキンと心臓が鳴り、胸を押さえる。

「ああ、わかりました。今行きます」

　課長が島津さんの席に行き、受話器を取る。

　常務から電話、ってなんの話をしてるんだろう。これからのこと？

　気がつけば私、ずっと彼のことばっかり考えてる。もうやめなければいけないのに。

　思い込みや勇気のなさ、それから素直にもなれなかった自分。その結果、彼まで傷つけ、こんなことになったというのに。それでもまだ彼のことを考えているなんて。

「桃山さん？　どうかしましたか？」

　課長は電話が終わったのか、受話器を置いて私のほうにやってきた。

「あ、すみません」

　私は彼に表情を見られないように、うつむいて返事する。

「それからちょっとみなさんも聞いてください。常務は今戻られたのですが、これからまた出ることになったので……」

　少し首をかしげながら話す彼の仕草は、私たちにどう説明すればいいのか迷っているようにも思えた。

「秘書室には戻らないってことですか？」

「はい。今、社内におられますが、ここに寄る時間はとれないそうです」

　申し訳なさそうに課長が説明する。

「もうこのまま会えないで終わりですか」

「挨拶は……」

　帰ってこないと聞いて、三人ともさすがにこたえているようで声が小さくなる。

　今、彼は同じ社内にいるというのに会えないまま。こんなに近くにいるというのに、私たちの運命が重なることはないのだ。

「ああ、桃山さん、大丈夫ですよ」

　言葉の出てこない私に気づいた課長は、元気づけるように私に声をかけた。

「仕方ないということは、きっと常務はわかっているはずですから。桃山さんのことはちゃんと伝えておきます」

「……はい」

　力なく私は返事をした。




　昼休み、私は食堂で食事をすることもなく、ぼんやりと窓の外を見つめる。下に見える街路樹はいつの間にか葉を落とし、寒々としている。

　私は常務に会いたいのか、会いたくないのか、自分の気持ちがわからなかったけど。

『今、社内におられます』という課長の言葉で本当の気持ちがあふれだした。

　これが最後かもしれない……。

　私はバッグからスマホを取り出して、常務のアドレスを再び呼び出す。玲奈に言われたとき、指が止まってしまったけれど、今度は……。

　彼は今仕事中で忙しいかもしれないとは思った。でも、最後だと思ったら電話せずにはいられなかった。

　少しして呼び出し音が聞こえてくる。この音の向こう側にあの人がいるんだ――そう思うと胸が震えた。

　けれど、呼び出し音はいつまで経っても彼の声に変わることなく、時間だけが過ぎていく。

　お願い、電話に出て……。

「ねぇねぇ、さっき正面玄関で嵯峨野常務見ちゃった」

「あぁ、経営企画室の？」

　耳に飛び込んできた会話に思わずそちらに目を向けると、別の課の女性ふたりがトレイを持って、私の斜め向かいに座った。

「如月産業の社長令嬢と一緒だったのよ」

　ふたりは私に注意を払うことなく、話し続ける。

「その人、嵯峨野常務と婚約してるんでしょ？　仕事もデキるすごい美人らしいわよね。やっぱり常務には、それくらいの女性じゃなくちゃね」

「そうそう。彼女くらい非の打ち所のない人なら納得よね。まさに美男美女、見ててうっとりしちゃった」

　その言葉を聞いて、私はそっとスマホの通話画面を消した。




　最後の仕事も終わって、家に帰り、部屋の様子やみんながいつもと変わらないことに、本当に会社を辞めてしまったんだろうかと深いため息をつく。

　あんなにいろいろあったのに、いざ辞めてみれば、あっけないものだ。

　明日から、どうしようか。

　玲奈と咲希が先にご飯を食べたあと、咲希は玲奈に宿題を見てもらいたいからと、ふたりで玲奈の部屋に行ってしまった。

　私はキッチンのダイニングテーブルのところから、咲希が消し忘れたテレビをぼんやりと眺める。

「あ、そうだ。求人情報誌買ったんだっけ」

　ふと思い出し、雑誌をバッグから出してペラペラとめくった。

　でも別に何かがやりたいからって辞めたわけじゃないし、見たところで頭に入ってこない。

　あれ？　電話？

　バッグからスマホの振動音がかすかに聞こえた。

　取り出し、画面にある名前を見て、首を左右に振り、そのままテーブルに置く。

　嫌だ、出たくない。

　振動し続けるスマホを前に、涙が込み上げ、耳を塞ぐ。

　声が聞きたい、話がしたい、とあのときはあんなに思っていたのに……。でも今は怖い。

　しばらくして、振動が止まる。スマホを手に取ると、画面はもう真っ暗になっていた。さっきよりも涙があふれ、スマホを胸に抱きしめるようにして目を閉じ、身体を震わせて嗚お咽えつした。




　しばらくして、玄関先でドカドカと大きな音がしてハッとする。

　玄関が騒がしかったけど、賢が帰ってきたのだろうか。泣いていたことがバレないか気になり、目頭をグッと押して何もなかったフリをする。

「ただいま」という声とともに、賢が慌てた顔をして私のほうへやってきた。

「姉ちゃん、ごめん！　もっと早く連絡したかったんだけど。時間が……」

「え？　何？　急になんなの？」

　賢の取り乱した様子に私のほうもつられて焦ってしまう。

「セミナー終わってすぐ帰りたかったんだけど、いったん学校に戻らないといけなくなって、いろいろしてたら……」

　肩で息をしながら話そうとするスーツ姿の賢。

「だから、意味わかんないから、ちゃんとゆっくり説明して？」

　私はその背中に手をあてる。

　賢は大きく息を吐いて、吸って、それから封筒を差し出した。

「これ……」

「何これ？　またセミナーの案内？　私が見たってわかんないよ」

　苦笑しながらも、差し出された封筒を受けとる。

「違う。今日、それを嵯峨野奏汰から預かってきた」

　え……。

「正確に言うと、すれ違いざまにスーツのポケットに入れられたんだ。すれ違ったときには気がつかなくて、気づいたのはもっとあとで……」

「どういうこと？」

　どうして彼が賢に……？

「わからない。向こうからぶつかってきて、たぶんそのときだと思う。何も言わなかったけど、ポケットに入れたのは彼に間違いない」

　ああ、そうだ、常務は賢の顔も知っている。

「それで封筒の上から触ったら何か硬いものが入っていて。早く渡さないとって思ってたんだけど遅くなって……」

　確かに賢に渡された封筒を触ると何か入っているような感触があり、開けると中から鍵が出てきた。

「見覚えある……」

　その鍵は、常務室にある彼のデスクの鍵だった。

　今日付で退職したのに、こんな鍵渡されたって、どうしたらいいのか……。

「姉ちゃん、明日、会社行く？」

　賢の声に顔を上げると、彼の瞳がじっと私を見ていた。

「……行かない。今日付で退職だから。もう二度と行くことはない」

　私はプイと横を向いて、小さくつぶやくように答えた。さっきだって電話に出ることもしなかった。

　もう今更。

「本当に辞めたのか？」

　賢の心配そうな声に、私は横を向いたまま返事をすることができなかった。

「俺は詳しいこと知らないし、会社辞めるなんてよっぽどだと思うけど、姉ちゃん自身は結局どうしたいんだ？　この鍵にしても、きっと、姉ちゃんに開けてほしいってことじゃないの？」

「私は……」

　そんなことを言われても、もう何もできない。

「もしかしたら何か大切なことが……」

　賢の『大切なこと』という言葉にドキンとする。

「彼のこと好きなんじゃないのか？　あきらめるのか？」

　終わりにしようと思うと、いつも私の心はざわつき始める。

　……本当の私はどうしたいんだろう。

　賢が言った。

「どうせなら、最後まで見届けてからあきらめろよ」










後悔について




　三日ぶりに、会社の社員通用口の前に立つ。

　賢から話を聞いて鍵をもらったものの、一歩も外に踏み出すことができず、家で鍵を見つめて悶もん々もんと過ごした。

　結局のところどうしたいのか、今でも自分の気持ちがわからない。電車に乗っている間もずっと、行くべきかやめるべきか迷っていた。ただ賢の『どうせなら、最後まで見届けてからあきらめろよ』という言葉に背中を押されてここまでやってきた。

　それに常務はもうここにはいない、ということもわかっている。

　それでも来てしまったということは、〝あきらめるため〟にここに来たのかもしれない。




「桃山さん、いったいどうしたんですか？」

　課長が気遣うように尋ねた。

　守衛さんから課長を呼び出してもらったけれど、いくら課長でも、まさか秘書室までこんなに簡単に入れてくれるとは思ってなかった。

「あの、常務から……」

　鍵を預かったことを課長に言ってもいいものかと一瞬ためらったけれど、ここまで入れてくれたんだから話してみようと思った。

「どうしたんですか？」

「常務から鍵を預かったんです」

「鍵？」

　少し斜め前を歩く課長は、その言葉を聞いて不思議そうな顔をして私を見た。

「たぶん……、常務室の中にあるデスクの引き出しの鍵だと思うんです」

「そうですか。じゃ、開けてみますか？」

　彼は詳しい事情を聞こうともせず、いつものやさしい笑顔で応えてくれた。




　秘書室につくと、課長はゆっくりとドアを開けて私を中に通してくれた。

　まだ辞めて間もないのにちょっと懐かしい。

　向島さんたち、ちょうど三人がそろっていて、私を見るなり、片付けをしていた手を止めて、次々と声をかけてきた。

「あれ？　桃山さん？」

「どうしたんですか？」

「出戻り？」

　相変わらずの三人だな、なんて思ったら、なんとなくおかしかった。

「お疲れさまです」

　私は三人に向かって軽く会釈する。

「私物とか片付けてるのよ」

「別の役員のアシスタントにつくことになったから」

「だから早めに片付けないと」

　誰にも何も聞いてないのに、それぞれ説明してくれる。

　そんな彼女たちの言葉を聞くと少し寂しく思えるのはなぜだろう。

「で？　桃山さんは忘れ物でも？」

　島津さんが改めて私に聞く。

　なんて答えようか迷いながら口を開きかけたとき、秘書室のドアが勢いよく開いた。びっくりして振り向くと、そこに社長と如月さんが立っていた。

「どうしてキミがここにいるんだ？」

　社長は明らかに疎ましい視線をこちらに向ける。

「あ……、あの……」

　どうしよう。社長は会社を辞めた私がここにいることを、絶対に不審に思ってる。

　会社のロビーならまだしも、こんな会社の中枢のような場所。

「守衛から私の秘書に連絡があったから来てみれば……。キミはもう部外者のはずだろう」

　怪訝そうな顔、そして完全に怒っている口調だ。

「奏汰さんのこと、何か知ってるんですか？」

　そして突然、如月さんが私を厳しく責めるようにして見る。

「え？」

「彼は婚約を破棄してワシントンへ行くと言いだしたのよ！　これからのお互いの会社のこともあるというのに」

　あの日カフェで会ったときの、美人でやさしそうな如月さんの面影はどこにもなく、そこにいたのはまったく別の、きつい目つきの意地悪そうな女性だった。

「奴はこの会社を継がず、前会長がつくっていたまったく別の法人を受け継ぐと出ていった。そんなこと、できるはずもないのに。全部自分で決めて、落ち着いたらまた話し合いをするために帰ってくるから、とそれだけ言って出ていってしまった！」

　口調は落ち着いていたけれど、顔を赤くして額に汗をかいている社長の表情は、切羽つまったように感じられる。

　でもそんなことを言われても、私、何も知らない。

「奏汰さんはワシントンなんて行ってる場合じゃないのよ。会社のために、彼は私と結婚しなければならないの！　そうすればお互いが繁栄できるのよ。桃山さんにはそんなこと、到底できないでしょう？　でも私にはそれができるの。だから婚約破棄なんてあり得ないのよ？　アナタに渡した小切手だって、手切金代わりだったって察することもできないの？　頭悪いわね」

　何よ、その言い方……。如月さんって常務のこと、そんなふうに見てたの？　会社のためだけに結婚するの？　あのとき言ってた、『奏汰さんのことを考えて不安になって……』って、あれはなんだったの？

「奏汰さんはよくアナタの話をしてたし、桃山さんが彼をたきつけたんじゃないの？アナタのせいでおかしくなっちゃったんじゃないの？」

「ひどい。そんなこと、言うわけ……ないじゃないですか」

　彼女のその言葉に、徐々に激しい怒りが込み上がってくる。気づかれないよう必死に堪え、声が震える。

　そんな言い方して、如月さんにとって常務ってどういう存在なの？　恋愛感情とかそういうものはなかったの？　あると思ったから……だからふたりが幸せになるために……なんて思い悩んだのに。

　今までのいろんな出来事が頭の中を駆け巡り、私は思わず声を荒げて言ってしまった。

「私、何も言ってません！　常務のことをそんなふうに言わないでください！　だから常務もどっか行っちゃうんですよ」

　しまった、と思いながらも、とても強い口調で如月さんに向かっていることに自分でも驚いた。

「キミっ！　失礼だぞ。彼女に向かってなんてこと言うんだ！　だいたいキミはここを辞めたんじゃないのか!?　部外者がこんなところまで入ってきて！　警察呼ぶぞ!?」

　社長は私の態度にさっきよりも顔を赤くし、興奮を抑えきれないように身体を震わせて、私を怒鳴りつけた。

　警察？　今、警察って言った？

　するとそれまで黙っていた課長が庇うように私の前に立つ。

「彼女をここまで入れたのは私です。私は『退職願を預かった』と報告しただけです。受理したとは報告していません」

「塩屋課長……」

　しばらく社長と課長は向かい合ったまま動かず、重い空気が流れ始める。

「えー……と、社長、如月様？　お茶が入りました。こちらへどうぞ？」

「少し落ち着いてお話しましょう」

「どうぞ、こちらへ。常務は私たちのほうで心あたりに連絡してみますから」

　沈黙を破り、今度はあの三人が、社長と如月さんを別室の応接室に連れていこうとする。

　そして応接室のドアを閉める前に、向島さんが私のところに戻ってきて、こそっと耳打ちした。

「何か用事があってここに来たんでしょ？　さっさとすませなさいよ」

　助けてくれた……？

「あの……」

「前に言ったでしょう？　如月さんより桃山さんのほうがずっとマシ。だから徹底的に邪魔するだけのこと。これは墨染さんも島津さんも同意見だから」

　そう言って、応接室へ入っていった。




　秘書室には課長と私だけになった。

「あの、こんなことになってしまって、本当に申し訳ありません」

　私は彼に深く頭を下げる。

「いいえ、なんとなくわかっていましたから」

　この先の自分の立場が危ういかもしれないというのに、彼は笑顔で答えた。

「そんな心配そうな顔をしなくても、僕は大丈夫ですよ」

　課長は私を安心させるためなのか、さっきからまったく不安な表情を見せない。

「塩屋課長は、どうして私をここに入れてくださったんですか？」

「常務から、もしかしたら近いうちに桃山さんが来るかもしれないからそのときは入れるように、と言われていたので。それと……桃山さんに賭けてみたんですよ。以前、退職願を預かったとき、桃山さんが来て秘書室の空気が和んだ、って話をしましたよね？」

「はい……。覚えています」

　私の返事に彼は口角を上げてやさしく笑う。

「それはきっと常務が変わったからだと思うんです。でも桃山さんははぐらかして何も言わなかった。常務も『そううまくはいかない』と言ってました」

　それってやっぱり、常務と私に何かある、とわかってたってことなんだろうか。

　課長はいつもちゃんと人を見てる。

「常務と桃山さんのことがとても気になっていたのですが、おふたりが離れてしまって……。でもこうして来てくれたことで、桃山さんに賭けてみようと思ったんです」

「ありがとうございます」

　本当に、課長には感謝してもしきれないくらいだ。

「さあ、早く。常務の引き出しに何かあるからここに来たんでしょう？」

　あっ、そうだった。

　私は急いで常務室に入り、デスクの引き出しに鍵を差し込む。

　カチッと鍵がはまった感覚が手に伝わると同時に、私の鼓動が速くなり、身体の中を緊張が走る。

「開いた」

　おそるおそる確かめるように、少しだけ引き出しを開ける。

「……空っぽ……？」

　それでもさらに引き出しをいっぱいに開けてみると、奥から白い封筒が出てきた。

　これ……何……？

　真っ白な封筒を何度も表裏返してみるけれど、文字など何も書いてない。

　開けてもいいのかな？　でも賢に鍵を渡したのなら、私が開けてもいいってことだよね。

　震える手で封筒の中を確かめると、中から出てきたのは一枚の航空券。

　日付を見て声を失う。

「これ……って、今日……」

　航空券に印字されている数字を指でたどりながら時間を見る。

　出発まであと二時間しかない。

　震える手でもう一度封筒の中を見てみると、走り書きのメモが入っていた。

『想いが同じなら、待っている』

　そんな……。

「どうしたんですか？」

「常務が」

　目を真っ赤にしてそう言っただけで、課長はわかったようだった。

「ここは任せて、早く行ってください」

　私はペコリと頭を下げて部屋を飛び出した。
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会いたい人について




　――あれからいくつ桜の季節を迎えただろう。

「うん、うん、わかった、お昼につくバスね。迎えに行かなくて大丈夫？」

『大丈夫だよ！』

　電話の向こうの咲希の声は明るい。

　この春、学校の奨学生推薦枠で私立の中学へ進学することになった彼女は、寮に入った。中学から寮なんて、って心配したけれど、結構楽しんでいるようだ。

「え？　玲奈も帰ってこれるって言ってたの？　もう……『忙しい』って、全然連絡してこないんだから……」

　玲奈は大学進学と同時にこの家を離れ、ひとり暮らしをしている。大好きなダンスはずっと続けていて、今じゃ大会で賞をとるほどの腕前だ。

「じゃあ、今週末はみんなそろうのね。すごく楽しみ。うん、そうだね、賢の彼女さんもどんな人か楽しみだね」

　そう答えながら、壁にかかる時計の時間を確かめる。

「あー、ごめん。そろそろ仕事に行く時間だから、じゃあね」

　賢も就職して、今は札さっ幌ぽろに勤務している。付き合っている彼女と結婚したいからと、週末にうちに連れてくることになっていた。

　弟の賢に抜かされるなんて、人生なんて本当にわからないものだ。

　電話を切ったあと、私は洗面所に向かい、棚から小さなプラスチックのケースを手に取る。慎重にフタを開けて中身を取り出し、息を止めて人差し指に小さな透明の丸いものをのせるこの瞬間……いつまでも慣れない。

「う……」

　左手で瞼をしっかり抑え、右手の人差し指にあるコンタクトレンズをそっと目に入れる。

　会社を退職したとき、思いついたように使ってみたけれど、いまだに緊張する。

　出勤の用意ができた私は玄関の鍵を閉め、自転車を出す。

　賢は札幌勤務を終えてこっちに戻ったら、この家で私とまた一緒に住みたいと言っている。

　彼女も同居には賛成してくれているらしいけど、私が心苦しいし、やっぱり小こ姑じゅうとがいたんじゃお邪魔だもんね。

　仕事が終わったら、少し時間があるから不動産屋さんに寄ってみようか。

　そんなことを考えながら、ぐっとペダルを踏み込む。

　自転車通勤は、電車通勤と違って風が頬にあたり、間近に見える緑からも季節を身近に感じて楽しい。

　でも、どんなに楽しい時間を過ごしても、ずっと心の片隅にある傷を隠したカサブタだけは消えることがない。おそらくそのカサブタがはがれ落ちてしまうと、傷はきっと身体中にまとわりつくような痛みになるだろう。

「嵯峨野奏汰」

　自転車をこいで受ける風の音の中で、街中の雑踏の中で、小さな声でその名前をつぶやいてみる。

　音にまぎれて聞こえないはずなのに、はっきりと自分に返って聞こえてくる。

　……あのあと、もしかしたらまだ間に合うかもしれないと空港に行ったけれど、当然間に合うこともなく。

　それから長い時間、泣いていた。

　いつでも常務を追いかけることができたはずなのに、あの日から、私は怖くてうずくまったまま、動けないでいる。

　傷つきたくないから、逃げてしまった私。それは私のほうから彼を拒んでしまったことになり、彼を怒らせた。そしてどんなに傷つけてしまったのかなんて、想像もできない。

　そんな私が彼を追いかけたところで、余計に嫌な思いをさせてしまうかもしれない。そう思うと怖くてできなかった。

　こんな気持ちになるのなら、常務だけの言葉を、仕草を信じていたら、もっと素直になれたはずだったのに。

　今更気づいたところでもう遅い。

　もう会えない。

　会えるわけなどない。

　それなのに……今でも一番会いたい人。




「おはようございますー」

　重く、大きな木のドアを開ける。

「おはよう。あれ？　今日、桃山さんちょっと元気ない？」

　店の奥から、明るいブラウンのショートヘアを揺らし、ひとりの女性が現れた。

　私よりも少し年上の彼女。夫婦でオープンさせたこのカフェの、新規スタッフとして雇ってもらった。

「元気ですよ。うーん、そうですね。あえて言えば弟が、結婚前提に付き合っている彼女を今週末、家に連れてくるんですよ。……だからかもしれません」

「弟に先越されたってこと？」

「あはは、そんな感じです」

　目を丸くする彼女に私は笑いながら、開店準備のための掃除をしようと雑巾を取りに店の奥へ入る。

「そうだ、表の花の水やりは私がしておいたからね」

「はい、わかりました！」

　この店は彼女と私、それから少し遅れて来る彼女のご主人であるオーナー、あとランチタイムの時間に来るアルバイトの大学生の女の子、の四人で明るく楽しく働いている。

　店の外観は木目のログハウス風で、入口には車が三台ほど停められるスペースがあり、ドアの近くにはかわいい花がたくさん飾ってある。

　店内は少し古めの、一九六〇年代のアメリカのようなイメージ。

　木の温かみが伝わってくるテーブルと椅子、高い天井には白いシーリングファンがゆっくりと回っている。

　壁にはパッチワークやアメリカンテイストのイラストポスター、モノクロ写真の入った額があちこちに飾られていて……その額のひとつに、大きな背の高いビルがたくさん建っている写真があった。

　その写真がワシントンだと教えられてから、気づけばそれは私の中で一番気になる存在となった。以来、私は毎日この写真を見ては、『彼がどうか無事に、今日一日、楽しく過ごせていますように。私も毎日頑張ってます』……そんなことを思うようになっていた。

　時が流れても、彼への想いが消えることはなかった。




「いつもその写真見てるのね？　ワシントン好き？」

　振り向くと、奥さんがにっこりと笑顔で私の肩を叩く。

「いい写真でしょ？」

「そうですね」

　私はその写真の向こうにいる彼を思い浮かべながら答える。

「私も結構気に入ってるのよね。でも桃山さんのほうが気に入ってるみたいだし、あげよっか？」

「そ、そんな、悪いです。私、ここに来て、こうして見れたら、それでいいですから」

　彼女のほうを向いて私は慌てて断る。

「そう？　でもなんか恋する瞳で見てるよね？　もしかして好きな人がいる街とか？」

　彼女は人差し指を立てて、私の鼻をつつくような仕草をする。

「そっ、そんなことないですよっ」

　どうしよう、まだこんなにドキドキするなんて。




　――カラン、カラン。

「いらっしゃいませー」

　店を開け、しばらくしてドアのベルが鳴り、最初のお客さんがやってきた。

　品のいいダークグレーのスーツ、しなやかで、きちんとした身のこなしに見える。遠目だからよくわからないけど、どこかの会社のえらい人なんだろうか。

　ここはビジネス街からも近く、そういうお客さんも結構多い。

「厨房に入るから、オーダーお願いね」

「はい」

　私はペンとメモをエプロンのポケットに入れ、氷でカラカラと揺れる水の入ったグラスを持って、お客さんのところへ行く。

「いらっしゃいませ。ご注文はお決まりですか？」

　英字新聞……読んでる？　新聞で顔が隠れていてはっきりわからないけれど、さっき一瞬見えたときは黒髪だったし、日本人だと思ったんだけど。

　そう思いながらそっと水の入ったグラスを置いた。

　でもその人は新聞を読んだまま下ろすこともせず、少し待っても返事をしない。

「あの、ご注文は……」

　遠慮がちにまた声をかけてみる。

　聞こえてるはず、なんだけど……。いくらお客さんでもちょっと失礼なんじゃない？きっちりした格好をしていても常識のない奴はダメだわ。

　私はオーダーをとるために持っていたペンを無意識にカチカチと鳴らす。

　でも！　相手はお客様なんだから、嫌な表情は見せないぞ。ダテに三十年近くも生きてきてないんだからね。

　そして必死の笑顔をつくって、もう一度聞いた。

「ご注文は？」

　できるだけ冷静に言った、つもりだったのに、その人はクスッと笑ったように肩を揺らした。

　ちょっ、どこまでも失礼な。

「……マンデリンを」

　……っ！　この声……！

　そのやわらかく、耳を心地よくくすぐる低い声は、一瞬にして私の時間を過去に戻した。

　同時に懐かしさが押しよせ、涙が出そうなくらいに心が震えた。

「あ、あの……」

　思わず息を止め、気づかれないように様子をうかがう。

「少し、時間いいですか？」

　新聞を広げたまま、その人が聞いてきた。

　店のお客さんはこの人だけ。オープンしてすぐのこの時間帯はまだしばらくお客さんは来ないだろう。

「……はい」

　するとその男性が話し始めた。

「何年か前、とても大切に想っている人を怒らせて不安にさせて、傷つけてしまったことがあった」

　話す言葉のひとつひとつに胸が高鳴り始め、私は両手で口元を押さえる。

「強引にでも『すべてを捨ててついてきてほしい』と言えばよかったのに、できなくてね」

　ずっと消したくて、でも消せないでいる、さっきまで心の片隅に感じていたカサブタが再び姿を現した。

　視線を外に向けると、落ち着いた少し暗めの店内の大きな窓の向こうに見えるのは、キラキラと日差しが降り注ぐ、賑やかな外の景色。

「社会的地位も財産もすべて捨てて一からやり直そうと決めて、彼女の想いを確かめたかったけれど、そんな自分についてきてくれるのか、またすり抜けられてしまうのか、変な意地とプライドが邪魔してどうしても言えなかった」

　ああ、声だけでわかる。私、この人のことをとてもよく知っている。

「……それでもあきらめきれなくて、最後は彼女に判断をゆだねたんだ。その彼女は、どうしたと思う？」

　はっきりと、鮮やかに、あのときの場面がひとつひとつ頭の中に浮かぶ。

「来てはくれなかった」

　顔は見えないけれど、彼の悔しく悲しそうな声から表情が手にとるようにわかった。

　彼はやっぱり苦しんで……。そう思うとたまらなくなった。

「あの、それは……彼女は……」

　あのとき言えなかったこと。今度こそ……そう思っても自分にしか聞こえないくらいの小さな声で答えるのがやっと。

「ずっと一緒にいたかったのに。あのときどうして素直になれなかったのか」

　長い間ずっと私もそう思っていた。

　どうしよう。傷が疼うずきだし、カサブタが落ちてしまう。

　会えないのならせめて頑張っている彼に負けないように、私も頑張ろう、とやっとここまできたのに。

「あとから人づてに聞いたよ。彼女も泣いていたって。それを知って、仕事が軌道に乗ったら、今度こそ気持ちを確かめに行こうと思った」

　私はそんな彼の言葉に首を左右に振った。泣きそうになるのを堪えながら、ゆっくり深呼吸するように息を整える。

「彼女も……その彼女も、自分は彼を怒らせて傷つけてしまったと、もう会うことはできないって、ずっとそう思って……」

　間違いない、この人は……私の……。

　そんな私の中の確信が、しっかりと声になった。

「彼女は……本当は、彼の元に行きたかったんです。彼女の、今でもずっと想っている、一番会いたい人は……」

　そこまで言うと、彼は広げていた新聞をゆっくりと下ろした。

　あの頃と変わらない……漆黒の髪が、窓から入る風で少し揺れる。端正な顔立ちに吸い込まれそうなくらい澄んだ瞳。

　やわらかな眼差しで懐かしそうに目を細める。

　……やっぱり。

　思っていたとおり、ずっと会いたかった人。

　彼はそっと私に手を差し伸べてこう言った。

「今からでもまだ、間に合うだろうか」

　少しだけ上目遣いで首をかしげ、確かめるように聞いた。

「もちろん、……もちろんです……」

　差し出された手にそっと自分の手を重ねる。彼の手から伝わるやさしい温かさに、胸の奥が切なくなるほど嬉しくなり、ずっと我慢していた涙が頬を伝う。

　ずっと見たかった、会いたかった彼の姿なのに、涙でぼやけてちゃんと見えない。

　その涙でカサブタははがれ落ち、ずっと痛みとして存在していた傷は、ゆっくりときれいに治っていく。

「……話したいことがあるんだ。仕事が終わったら来てほしい」

　そう言うと、彼はスーツの胸ポケットから名刺入れを取り出す。

「話……？」

　こんなに嬉しいくせに、少し戸惑ってしまうのはどうしてだろう？　大好きな人が目の前にいる今が、夢の中なのか現実なのか……そんなことを思うから？

　彼は名刺に何かメモをして私に差し出した。

「また近いうちに日本を発つから時間がない」

　受けとった名刺に書いてあったのは、駅前の大きなホテルの名前。

「あの、家には……？」

「マンションは引き払った。持ち帰った仕事に集中したいから、今は実家には戻らない」

　そう言われたとき、社長の顔がふっと頭をよぎった。今ふたりはどうなっているんだろう？　事情を知っているだけに気になって、複雑な気持ちになる。

「あの、社長とは……？」

「ああ、ワシントンに彼が来たときなんかに話し合ってる。これからの生き方や会社の後継者のこと……婚約もはっきりと破棄してしまったし、いろいろまだぶつかってるけどね。でも今の仕事は楽しいし、塩屋も俺についてきてくれて、いろんな面で助けてくれるから」

　前を向いて頑張っている彼に嬉しく思う反面、私が思う以上に大変なんじゃないだろうかと心配にもなってしまう。

「前に言っただろう？　亜矢がいたらなんでもできそうな気がする」

　そんなふうに言ってくれるなんて……。

　すごく嬉しい。

　その言葉にまた涙が落ちそうになった。










これからのふたりについて




　高層階からの夜景は、宝石箱をひっくり返したような色とりどりの街の光と空の星がきらめき、言葉も出ないほどにきれいだ。

　振り返ると、彼が部屋の真ん中からこちらを向いていた。どこか違うところを見ていてくれたら、私も彼を見つめることができるのに。

　あまりにもまっすぐ私を見つめるから、つい目を逸らしてしまう。

「本当は今日、仕事が終わったら用事があったんですけど……」

「用事？　でも用事があったって、ここに来てるじゃないか」

　そう言われ、返す言葉もない。

　嬉しそうに言う彼は、きっと私がどんな言葉を返したとしても余裕の態度だろう。

　私たちがいるこの部屋は、広く重厚なつくりでありながら、ソファセットやベッド、隣に見えるダイニングルームもベージュを基本とした色調で、上品で温かみを感じることができる。

　慣れない部屋に緊張しているのか、彼に緊張しているのかわからなくなるくらいに、私は舞い上がっていた。

　だから『用事があった』なんて言ったのは、気をまぎらわせるための単なる強がり。

「なんの用事？」

　彼はそう言いながら、私のそばにあったカウチソファに座る。少し前かがみで手を組むようにして、じっと私を見た。

　手を伸ばせば届く距離に向かい合わせ。立っている私が彼を見下ろす形になる。

　長い指……。その指で私の髪をすいてほしいなあ、なんてとんでもないことを思ってカアッとなる。

「えーっと……ふ、不動産屋に、その、行こうかなっていう……」

　変なことを考えていたからか、声がうわずってしまった。人差し指を口元に当てて、視線だけ上に向けながら返事する。

「どうして、不動産屋？」

「えっと、札幌に行っていた弟が結婚して、もうすぐうちに戻るんです。今は妹たちも家を出ているから、その、私だけで。そんなところに弟がお嫁さんを連れて帰ってきたら……」

　たわいない話をしているというのに、私はただ彼が目の前にいるというだけで心の中が騒がしくなり、どうしていいかわからないくらいに緊張してしまう。なのにどうしてこの人はいつも余裕なんだろう。

「ふーん、なるほど。亜矢は小姑で、ふたりの邪魔になるってことか」

　腕を組みながら、声をあげて笑う。

　笑顔はとてもステキなんだけど、やっぱりちょっと悔しい。

「他ひ人と事ごとだと思って！　これって針のムシロってやつですよ、わかります？」

　だから私もつい、そんなふうにかわいくない返事をしてしまう。

「わからない」

　そうですか、即答ですか。そりゃ他人事ですもんね。

　むくれた私の額を、彼は愉快そうに人差し指ではじく。

「痛っ」

　私は大げさに声をあげて額を両手で押さえた。

「何も困ることはないだろう？　オマエも家を出て、俺と一緒に来ればいいんだから」

　そう言ってニヤリと笑う。

「えっ!!」

　彼の言葉にびっくりして目を見開いた。と同時に言葉の意味に恥ずかしくなり、額にあった両手を少しずつずらして顔を覆い隠す。

　そんな大事なこと、何軽く言ってるの！

「返事は？」

「えっと……」

　返事なんて、そんなの……どうしたらいいの。こういうとき、なんて答えればいいの。

　私が言葉に迷っていると、彼の立ち上がる気配を感じた。

　その直後、私の顔を覆っている両手首がそっと掴まれ、顔からゆっくりと離された。

　すぐ目の前には常務の顔。まっすぐ私を見つめるその瞳に、心の奥まで見られているような気がして落ち着かない。

「だから、一緒に来いよ？」

　一緒に……そう言われて胸の高鳴りが最高潮になる。どうしてもやっぱり私はこの人には敵わないのだ。敵わない、というのはきっと自分よりも彼のほうが大切、そういうことなのだろう。そして言葉なくただ恥じらいながら小さくうなずいたと同時に、彼が私を抱き寄せた。

　と思ったら、急激に視界が回り、なぜか一瞬めまいを起こしたような錯覚に陥る。

　えっ!?　どうなったの!?

　彼の顔ごしに天井が見える。さっきまで向かい合わせになっていたはずなのに、私がカウチソファのほうに仰向けに倒されて、今度は彼が私を見下ろしていた。

　両肩を力強く押さえられた私は身体の自由が奪われ、彼の情熱的な眼差しに、高熱に侵されたようにぼうっとしてしまいそうになる。

「ずっと、こうしたかった」

「それは……ここでは、その」

　恥ずかしさに耐えきれず、自分でも何を言っているのかわからない。それでいて、彼の瞳に私が映っているのが見えて、ふたりの距離がかなり近いことにドキドキする。

「ああ、そうだな」

　え？　何が？

　彼は、頭の中がクエスチョンマークでいっぱいのままの私を軽々と抱き上げて、歩きだした。

「カウチソファじゃなあ、狭いしできないよな」

　そう言われてハッとする。

「なっ、何ができないんですかっ！」

　さっき、私は彼の長い指で自分の髪をすいてほしいって思った。

　彼は私をベッドの上にそっと下ろすと、彼の指がまさにそのとおりのことをしてくれた。ゆっくりと慈しむように。私を大切に想ってくれている彼の気持ちが指先から伝わり、まるで魔法をかけられたように私を素直な気持ちにさせた。

「あの……常務。私、常務のことが好きです」

　いつも思っていたこと、ずっと言いたかったことをこんなにも簡単に口から出せてしまう。もう怖くなんてない。

「俺はもう亜矢のボスじゃない。だからそこは〝常務〟じゃないだろ？　名前で呼べよ」

　名前……？

「え、えっと……嵯峨野、さん、とか？」

「違う」

　彼は仕方ないなあ、というような笑顔を見せたかと思うと、一瞬にして私の唇を自分の唇で塞いだ。始めはそっと触れるだけのやさしいものが次第に激しくなり、私の息はだんだんとあがっていく。

「……く、苦しいです、よ」

　少し唇が離れた瞬間に息を整えながら、私はやっとの思いで彼に伝える。

「何言ってるんだ？　俺をこうさせてるのはオマエだろう？」

　そしてまた唇を塞がれ、髪をすいていた指はいつの間にかゆっくりと移動して、私の存在を確かめるように頬や首筋をやさしくたどる。

　その行為は息ができないくらいに熱くて苦しくて……でも少しずつ、心地よくうっとりするものになっていく。

　彼の左手が私の右手までたどりつくと、今度は指を絡ませ、右手だけで私のシャツのボタンに手をかけて、器用に外していった。

　私は顔から火が出そうなくらいの羞恥で頭の中が混乱する。

　直接感じる彼の体温と肌の感触。望んでいた、ずっと欲しかった人が今ここにいることを実感して、泣きそうになるくらいに嬉しかった。

「奏汰……さん」

　少し汗ばんだ、たくましい背中に腕を回しながら、やっと呼べた名前。

　彼は満足そうに微笑み、その言葉に応えるように息が止まるくらいぎゅっと私を抱きしめた。

「もう離さない」

　彼は私の耳元で、熱い吐息とともに甘く囁いた。

　愛しい想いがあふれて胸が熱い。

　遠回りしたけれど、これからはふたりでずっと同じ時間を過ごしていきたい。

　だから、いつも素直に『好き』と伝えよう。

　それだけできっと、ふたりは……。
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あとがき




　突然ですが、私はひねくれ者で、素直に気持ちを伝えるということが苦手です。

「ありがとう」「ごめんなさい」等々、今までに自分でも言えないことを悔やんだり、損したりすることがたくさんあったように思います。

　また私の知らないところでもいろんなことがあったかもしれません。

　それも大人になり、社会の中にいると余計に虚勢を張ってしまったり、ややこしい言い訳をしたり。

　特に親しい人間関係においては、ささいなすれ違いから素直になれず、その溝がやがて深くなり、取り返しのつかない事態になってしまう、なんてこともあるかもしれません。

　でもこのままではいけないと気づき、素直になりたいと思えたら、そこからでもなんとかなるのではないかとポジティブに考えます。

　過去を訂正することはできないけれど、未来はいくらでも変えることができるはずです。

　ここに登場する亜矢と奏汰も同じような感じです。

　そんなふたりを個性が強すぎる（？）キャラクターたちが囲み、物語は進んでいきます。それぞれに役割を持たせ、彼らがいないと成立しない、みんな重要人物です。

　中でも塩屋課長がいい味を出している、というお言葉をよくいただきました。

　彼のさりげない言動は、ふたりが想いに素直になるという手助けもあったかもしれません。




　最後にこの本を出版するにあたり、助言をくださったり、相談にのっていただきました、松島様、三好様、またとても魅力的な亜矢と奏汰を描いてくださった龍たつ本もとみお様に心より感謝致します。

　そして何よりこの本を手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます。

　楽しかったな、とふとしたときに少しでも思い出していただけたなら、それは私にとってこの上ない幸せです。
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